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鶴見岳（つるみだけ1,375ｍ）　ロープウェイが山上駅（標高1,300ｍ）まで通じており、東に別府湾、西に由布岳を望むことが出来る。
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所在地：長崎県長崎市油屋町2番46号

大浦慶と嬉野の茶畑

　
い
つ
死
ん
で
も
い
い
よ
う
に
身
辺
を
き
れ
い
に
し
た
い
、と
縁
切

り
を
告
げ
る
男
に・・・「
お
国
の
た
め
に
働
く
に
は
お
金
は
邪
魔
に
な

り
ま
っ
せ
ん
。持
っ
て
お
帰
り
」と
。小
判
の
包
み
を
残
し
て
男
は
去

り
、女
は
膳
の
盃
を
静
か
に
飲
み
干
す
。女
三
十
九
歳
。盛
り
の
過

ぎ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
せ
き
り
ょ
う

寂
寥
を「
剛
毅
」に
包
ん
で
、直
木
賞
作
家

の
筆（
白
石
一
郎
著『

あ
ま
か
天
翔
け
る
女
』）は
、な
お
、美
貌
の
女
傑
の
誇

り
と
意
気
地
を
立
ち
昇
ら
せ
る
。

　
大
浦
慶
。幕
末
の
長
崎
に
集
う
志
士
た
ち
を
陰
で
支
え
た
女
と

し
て
維
新
の
裏
面
史
を
彩
る
。司
馬
遼
太
郎
の『
龍
馬
が
ゆ
く
』、最

近
で
は
猫
を
抱
く
余
貴
美
子
が
扮
し
た
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」（
福

山
雅
治
主
演
）で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。も
と
も
と
、長

崎・油
屋
町
の
有
力
油
商
の
長
女
の
生
ま
れ
。大
火
で
傾
い
た
家
業

を
背
負
っ
て
日
本
茶
の
交
易
に
活
路
を
見
出
し
、茶
の
輸
出
産
業
へ

の
道
を
拓
い
て
財
を
成
し
た
。

　
お
茶
が
生
活
必
需
品
と
な
っ
た
欧
米
の
事
情
、唯
一
の
茶
葉
輸
出

国
で
あ
る
清
国（
中
国
）の
生
産・流
通
停
滞
を
見
据
え
る
国
際
感

覚
に
加
え
て
、取
引
の
現
実
を
知
る
た
め
、茶
箱
に
潜
ん
で
上
海
に

密
航
す
る
度
胸
と
商
魂
が
あ
っ
た
。嬉
野
茶
の〝
試
供
品
〞を
オ
ラ
ン

ダ
人
貿
易
商
に
託
し
て
欧
米
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
新
商
法
が
輸
出
品

と
し
て
の
大
量
注
文
に
つ
な
が
る
。産
業
以
前
だ
っ
た
茶
業
を
育
成

し
、嬉
野
茶
を
は
じ
め
、今
日
の
九
州
茶
の
基
盤
を
築
い
た
の
は
、ま

さ
に
大
浦
慶
で
あ
っ
た
。

　
坂
本
龍
馬
、大
隈
重
信
、松
方
正
義・・・お
慶
の
庇
護・支
援
を
受

け
て
日
本
の
夜
明
け
に
働
い
た
若
者
は
知
れ
な
い
。あ
の
と
き
、「
い

つ
死
ん
で
も
」と
巣
立
っ
た
ツ
バ
メ
、陸
奥
宗
光
は
外
務
大
臣
と
な
っ

て
不
平
等
条
約
の
改
正
、日
清
戦
争
講
和
に
命
を
賭
し
た
。風
雲
児

に
あ
り
が
ち
な
晩
年
の
不
遇
は
女
に
も
例
外
で
は
な
く
、横
浜
開
港

に
よ
る
長
崎
貿
易
の
凋
落
に
詐
欺
被
害
が
追
い
打
ち
と
な
っ
た
。五

十
五
歳
の
失
意
の
死
の
床
。夢
に
め
ぐ
る
は
若
き
獅
子
た
ち
の
面
影

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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「FFG 調査月報」のバックナンバーは、
ふくおかフィナンシャルグループの
ホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/
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「親和銀行 新頭取 小幡 修 就任披露パーティ」
を開催致しました。
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丸東産業 株式会社
代表取締役社長　椛島　光政 氏 4-9p

To p   I n t e r v i e w

「くつろぎのごちそう」を皆様へ
これからも美味しい
お菓子をつくり続ける

株式会社 お菓子の香梅
代表取締役社長　副島　健史 氏 10-15p

“より高く”“正直は最良の施策なり”
変わらぬ理念を守りながら、
次代の技術情報商社へと進化を目指す

株式会社 橋本商会
代表取締役社長　橋本　博文 氏 16-21p

「お客様第一主義」を実践する
パッケージ創造企業として
人々の豊かな生活に貢献する。

4 9pp 丸東産業 株式会社 丸東産業

■創　　業：1939年10月
■設　　立：1947年3月
■所 在 地：福岡県小郡市
■資 本 金：18億700万円
■従 業 員：384名
■事業内容：包装資材(複合フィルム及び単体フィルム)の製造・販売、

包装資材(複合フィルム、単体フィルム及び容器等)の仕入・販売
■事業拠点：福岡県小郡市（本社・工場）、東京都墨田区（営業所、デザイン企画部門)

栃木県小山市、名古屋市北区、大阪市淀川区、広島市南区、山口県
下関市、長崎県諫早市、熊本市中央区、大分県大分市、宮崎県宮崎市、
鹿児島県鹿児島市、沖縄県那覇市、福岡市東区（営業所）
福岡市東区（製袋子会社）、香港（子会社）

株式会社 橋本商会 橋本商会

■創　　業：1872年3月
■設　　立：1921年12月
■所 在 地：長崎県長崎市
■資 本 金：1億5,062万円
■従 業 員：85名
■事業内容：産業用機械機器、制御用機器・FA機器、ビル設備機械器具

等の販売、不動産賃貸業、梅の種を原料としたサプリメント、
化粧品、美容品の企画、販売

■事業拠点：長崎県長崎市（本社）、福岡市中央区（支店）

株式会社 お菓子の香梅

■創　　業：1949年10月
■設　　立：1962年10月
■所 在 地：熊本市中央区
■資 本 金：4,600万円
■従 業 員：419名
■事業内容：「誉の陣太鼓」を中心とした 和菓子・洋菓子の製造及び販売
■事業拠点：熊本市（本社、店舗）

菊池郡菊陽町、菊池市、合志市、菊池郡大津町、玉名市、山鹿市、
宇土市、宇城市、八代市、人吉市、上益城郡益城町（店舗）
熊本県阿蘇郡西原村（工場、通信販売受注センター）、
福岡市南区（営業所）

10 15p p

16 21pp

香梅
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■創　　業：1949年10月
■設　　立：1962年10月
■所 在 地：熊本市中央区
■資 本 金：4,600万円
■従 業 員：419名
■事業内容：「誉の陣太鼓」を中心とした 和菓子・洋菓子の製造及び販売
■事業拠点：熊本市（本社、店舗）

菊池郡菊陽町、菊池市、合志市、菊池郡大津町、玉名市、山鹿市、
宇土市、宇城市、八代市、人吉市、上益城郡益城町（店舗）
熊本県阿蘇郡西原村（工場、通信販売受注センター）、
福岡市南区（営業所）

10 15p p

16 21pp

香梅
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▲当社エントランスにて（左から谷頭取、椛島社長）

丸東産業 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

丸
東
産
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

椛
島 

光
政
氏

「
お
客
様
第
一
主
義
」を
実
践
す
る

パッ
ケ
ー
ジ
創
造
企
業
と
し
て

人
々
の
豊
か
な
生
活
に
貢
献
す
る
。
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丸東産業 株式会社

単
体（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）・
複
合（
ラ
ミ

ネ
ー
ト
）フ
ィ
ル
ム
の
製
造
、印
刷
、製

袋
の
一
貫
し
た
生
産
を
本
格
的
に
開

始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
主
だ
っ
た
歴
史
を
振
り
返

る
と
、82
年（
昭
和
57
年
）の
香
港
包
装

器
材
中
心
有
限
公
司
へ
の
資
本
参
加
、

94
年（
平
成
6
年
）の
福
岡
証
券
取
引

所
へ
の
株
式
上
場
、97
年（
平
成
９
年
）

の
福
岡
工
場
新
設
、99
年（
平
成
11
年
）

の
福
岡
県
小
郡
市
へ
の
本
社
移
転
、

2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
稼
働
、04
年

（
平
成
16
年
）の
製
版
設
備
増
強
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。特
に
、フ
ィ
ル
ム
印
刷

に
必
要
な
シ
リ
ン
ダ
ー
製
造
の
新
鋭
設

備
を
04
年（
平
成
16
年
）に
投
入
し
た

こ
と
で
、生
産
の
効
率
化
が
実
現
し
た

こ
と
は
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

　
更
に
当
社
は
、国
際
標
準
規
格
の

取
得
に
も
着
手
。08
年（
平
成
20
年
）

に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

I
S
O
9
0
0
1
を
取
得
し
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
I
S
O
1
4
0
0
1
を

　
当
社
は
、創
業
者
で
あ
る
原
口
信
夫

が
東
京
で
セ
ロ
フ
ァ
ン
と
出
会
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、1
9
3
9
年（
昭

和
14
年
）、福
岡
市
住
吉（
現
福
岡
市

博
多
区
住
吉
）に
丸
東
商
会
を
開
設

し
、セ
ロ
フ
ァ
ン
網
、セ
ロ
フ
ァ
ン
紐
、ガ

ラ
ス
紡
紐
の
販
売
を
開
始
し
た
こ
と

が
歴
史
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
47
年（
昭
和
22
年
）に
包
装
用
品
の

販
売
を
目
的
と
し
た
株
式
会
社
丸
東

商
会
を
設
立
し
、48
年（
昭
和
23
年
）

に
は
本
社
を
福
岡
市
博
多
区
祇
園
町

に
移
転
。ま
た
、57
年（
昭
和
32
年
）に

貿
易
部（
現
国
際
部
）を
設
置
し
、海

外
と
の
取
引
に
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
61
年（
昭
和
36
年
）、単
体（
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
）フ
ィ
ル
ム
の
製
造
を
手
掛

け
て
い
た
丸
東
工
業
株
式
会
社
を
吸

収
合
併
す
る
と
と
も
に
、商
号
を
丸
東

産
業
株
式
会
社
に
変
更
。更
に
同
年
、

福
岡
市
東
区
に
和
白
工
場
を
新
設
し
、

ま
で
、厳
重
な
工
程
管
理
と
検
査
体

制
を
基
に
し
た
一
貫
生
産
体
制
を
構

築
し
て
お
り
、お
客
様
に
ご
満
足
頂
け

る
品
質
の
提
供
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
商
品
企
画
、デ
ザ
イ
ン
企
画
に
関

し
て
は
、全
国
の
営
業
所
網
を
活
用

し
、最
新
の
ト
レ
ン
ド
を
集
約
し
た
提

案
で
、多
く
の
お
客
様
の
お
役
に
立
て

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、開
発
し
た
多
種
多
様
な
製

品
も
自
慢
で
す
。中
で
も「
直
進
く

ん
」「
ク
リ
ス
タ
ル
ノ
ン
P
F
」「
マ
ル

ト
ッ
プ
M
L
フ
ィ
ル
ム
」は
当
社
の
重

点
製
品
に
定
め
て
い
ま
す
。「
直
進
く

ん
」は
、袋
を
手
で
真
っ
直
ぐ
に
切
っ
て

開
封
出
来
、中
身
が
飛
び
散
る
心
配

が
な
い
高
付
加
価
値
商
品
で
す
。「
ク

リ
ス
タ
ル
ノ
ン
P
F
」は
、滑
り
性
能

を
向
上
さ
せ
た
ノ
ン
パ
ウ
ダ
ー
フ
ィ
ル

ム
で
す
。通
常
、フ
ィ
ル
ム
へ
液
体
等
を

高
速
で
充
填
す
る
工
程
で
は
、装
置
へ

滑
ら
か
に
フ
ィ
ル
ム
を
送
り
出
す
為
の

〝
粉
〞が
必
要
で
し
た
が
、粉
が
無
く
て

も
滑
る
画
期
的
な
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
開

発
。粉
が
異
物
に
間
違
え
ら
れ
る
こ
と

取
得
し
て
い
ま
す
。ま
た
、社
会
的
な

関
心
が
高
い
環
境
へ
の
対
応
も
図
り
、

09
年（
平
成
21
年
）に
約
４
億
円
を
投

じ
て
揮
発
性
有
機
化
合
物（
V
O
C
）

の
排
出
量
を
削
減
す
る
V
O
C
回
収

設
備
を
構
築
し
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
以
来
、食
品
、医
薬
品
、化
粧

品
、ト
イ
レ
タ
リ
ー
用
品
、工
業
用
品

等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製

造
販
売
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
関
連
商
品
の
販

売
を
行
っ
て
い
る
当
社
で
す
が
、そ
の

強
み
の
一
つ
に
、デ
ザ
イ
ン・商
品
企
画

か
ら
製
袋
ま
で
一
貫
し
た
生
産
体
制

を
整
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。お
客
様
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

を
行
う「
営
業
」に
始
ま
り
、売
れ
る

商
品
づ
く
り
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
提
案

や
商
品
企
画
の
お
手
伝
い
を
す
る「
デ

ザ
イ
ン
企
画
」、そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
袋

形
態
の
ご
要
望
に
対
応
す
る「
製
袋
」

「
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
丸
東
」か
ら

「
包
装
の
丸
東
」と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
発
展

▲製袋機

▲押し出しラミネートで使用するポリエチレン原料

▲当社製品を使用した商品

▲当社製品を使用した海外商品

一
貫
生
産
体
制
、高
付
加
価
値
製
品
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
を

強
み
に
事
業
展
開

▲印刷機

▲スリット工程の視察風景 ▲ドライラミネート工程の視察風景 ▲印刷で使用するシリンダー▲製袋工程の視察風景
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丸東産業 株式会社
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

丸東産業 株式会社

れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
盤
に
、お
客
様
が
満
足
し
て
ご
利

用
頂
け
る
よ
う
な
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
の

製
造
販
売
を
更
に
推
進
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
こ
の
他
、香
港
の
販
売
会
社
を
中
心

と
し
た「
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
更
な
る
販

売
強
化
と
国
内
企
業
と
香
港
流
通
の

マ
ッ
チ
ン
グ
」に
加
え
て
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
」、社
員

一
人
ひ
と
り
に
経
営
の
視
点
を
持
た

せ
な
が
ら
お
客
様
へ
の
貢
献
度
を
認
識

さ
せ
る「
部
門
別
採
算
制
の
導
入
に
よ

る
全
員
経
営
の
実
現
」、ス
ロ
ー
ガ
ン

で
も
あ
る「
現
状
不
満
足
精
神
」の
徹

底
化
に
よ
る
事
業
の
発
掘・成
長
等
も

注
力
点
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
に
も
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
指
摘
を
全
社
で
共
有
し

対
応
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、当
社
で

は「
丸
東
T
h
a
n
k 

y
o
u 

イ
ベ

ン
ト
」を
立
ち
上
げ
、〝
お
客
様
か
ら
の

感
謝
の
言
葉
〞や〝
社
員
か
ら
社
員
へ

の
感
謝
の
言
葉
〞等
も
全
社
で
共
有
す

を
迎
え
る
販
売
商
社
を
有
し
て
い
る
こ

と
も
強
み
の
一
つ
で
す
。国
内
の
お
客

様
か
ら
香
港
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ

を
依
頼
さ
れ
る
等
、存
在
感
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。現
在
は
当
社
国
際
部
と

の
両
輪
で
ア
ジ
ア
各
地
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、中
東
地
域
等
へ
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、海
外
で
の
販
売
が
売
上
全
体
の

10
％
を
担
って
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
海
外

進
出
を
考
え
る
企
業
様
の
フ
ォ
ロ
ー
も

可
能
で
あ
り
、今
後
も
海
外
展
開
の
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
の
は
、ま
ず
重

点
製
品
の「
直
進
く
ん
」「
ク
リ
ス
タ
ル

ノ
ン
P
F
」「
マ
ル
ト
ッ
プ
M
L
フ
ィ
ル

ム
」の
更
な
る
販
売
強
化
で
す
。当
社

製
品
の
主
材
料
に
関
わ
る
原
油
価
格

の
水
準
は
、2
0
0
4
年
と
比
較
し

3
．3
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
上

昇
分
を
生
産
効
率
化
で
吸
収
す
る
努

力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ

や
、充
填
機
に
粉
が
溜
ま
っ
て
清
掃
に

手
が
か
か
る
こ
と
も
無
く
な
り
ま
し

た
。「
マ
ル
ト
ッ
プ
M
L
フ
ィ
ル
ム
」は
、

高
速
充
填
性
を
有
し
、強
度
や
耐
熱

性
に
も
優
れ
た
万
能
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

こ
れ
ら
は
、い
ず
れ
も
高
い
機
能
を
有

し
て
い
る
製
品
と
し
て
お
客
様
に
ご
好

評
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
商
社
機
能
を
有
し
て

お
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
関
連
全
て
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
こ
と
も
特

長
で
す
。袋
の
製
造
ひ
と
つ
を
と
っ
て

も
、周
辺
に
は
、ト
レ
ー
、箱
、コ
ン
テ

ナ
、段
ボ
ー
ル
、充
填
機
、梱
包
機
械
、

検
査
機
等
様
々
な「
モ
ノ
」が
必
要
で

す
。当
社
は
メ
ー
カ
ー
数
百
社
と
の
提

携
関
係
を
基
に
、こ
れ
ら
の
ほ
と
ん殆

ど
の
モ

ノ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
提
供
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
て
お
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
関
連
す
る
分
野
で
あ
れ
ば
、何
で
も

対
応
出
来
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。実

際
に
衣
料
メ
ー
カ
ー
様
か
ら
自
動
の

ピ
ッ
キ
ン
グ
ラ
イ
ン
自
体
を
受
注
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、当
社
は
香
港
に
設
立
30
年

る
こ
と
に
よ
り
、社
員
の
士
気
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。更
に
、偉
人
に
学
ぶ
事

を
目
的
に
有
志
が
集
ま
る
勉
強
会

「
寺
子
屋
」研
修
の
拡
充
に
も
今
後
は

努
力
を
傾
け
て
い
く
予
定
で
す
。ま

た
、こ
れ
か
ら
の
当
社
を
担
う
新
入
社

員
に
は
、身
を
以
て「
お
客
様
第
一
主

義
」を
学
び
取
っ
て
も
ら
お
う
と
、早

朝
運
動
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
で
あ
る「
挨
拶
」の
実
践
に
取

り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
使
命
・
理
念
は
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
ま
す
。

  

「
当
社
の
使
命
」

　
製
品
に
は
、パッ
ケ
ー
ジ
が
必
ず
あ
り

ま
す
。お
客
様
の
パッ
ケ
ー
ジ
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
こ
と
を
常
に
考

え
、包
装
の
機
能
を
高
め
続
け
る
こ
と

で
、人
類
の
豊
か
な
生
活
に
貢
献
す
る
。

  

「
当
社
の
理
念
」

　
お
客
様
第
一
主
義
。お
客
様
の
商
品

目
指
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
常
に
当
社
の

使
命
に
立
ち
返
り
、使
命
に
掲
げ
る
人

類
の
豊
か
な
生
活
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
は
当
然
の
目
標
で
す
。

　
企
業
像
と
し
て
は「
お
客
様
か
ら
求

め
ら
れ
続
け
る
企
業
」を
目
指
し
て
、

持
続
的
な
成
長
企
業
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は「
社
員
が
安
心

し
て
働
け
る
企
業
」で
あ
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
激
動
の

時
代
に
あ
っ
て
も
安
定
性
に
富
む
企
業

と
し
て
未
来
へ
歩
み
続
け
て
い
こ
う

と
、今
、決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

▲当社社屋・工場

▲椛島社長

▲チャック付け工程の視察風景

重
点
製
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
強
化
、

人
材
育
成
で
企
業
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す

パ
ッ
ケ
ー
ジ
づ
く
り
の
根
底
に
流
れ
る

〝
社
会
と
お
客
様
へ
の
貢
献
〞と
い
う
理
念

　パッケージは、商品が消費者の手元に届く時のまさに“顔”です。御社は創業以
来、様々な分野のパッケージや関連商品の製造販売により、顧客のニーズに応え
続けてこられました。製品を手に取って見ると、その機能や利便性は、一朝一夕にな
しえるものではなく、製品開発にかかる大変な労苦は

しんしゃく

斟酌に難くありません。厳重
な工程管理や検査体制が構築された工場の見学では、顧客ニーズを満たすこと
の出来る御社独自の製品が作り出される瞬間を拝見出来、大変感激致しました。
　今後も、パッケージ製造を通して、顧客とともに御社がますます発展され、「人類
の豊かな生活に貢献する」という使命を果たし続けていかれると確信しております。

が
市
場
で
消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
為

に
、我
々
は
パッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、品

質
、機
能
、消
費
者
の
利
便
性
を
高
め

続
け
、商
品
価
値
の
向
上
に
寄
与
し
、

お
客
様
の
商
品
が
市
場
で
N
o
．1
に

な
る
為
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
。

　
従
っ
て
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、当

社
の
理
念
で
あ
る「
お
客
様
第
一
主

義
」を
更
に
推
し
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。そ
の
理
念
の
遂
行
の
為
、当
社
で

は
今
期
か
ら「
お
客
様
貢
献
部
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
、お
客
様
の

ご
要
望
を
一
ヵ
所
に
集

約
し
、全
社
的
に
そ
の

課
題
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、全

社
の
機
能
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

ど
ん
な
ご
要
望
に
対

し
て
も「
N
O
と
言
わ

な
い
丸
東
産
業
」を
実

現
し
、お
客
様
と
共
に

発
展
出
来
る
企
業
を
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れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
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に
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し
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ご
利
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よ
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フ
ィ
ル
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の
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造
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更
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。
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ッ

プ
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一
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に
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営
の
視
点
を
持
た

せ
な
が
ら
お
客
様
へ
の
貢
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度
を
認
識

さ
せ
る「
部
門
別
採
算
制
の
導
入
に
よ

る
全
員
経
営
の
実
現
」、ス
ロ
ー
ガ
ン

で
も
あ
る「
現
状
不
満
足
精
神
」の
徹

底
化
に
よ
る
事
業
の
発
掘・成
長
等
も

注
力
点
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
に
も
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
指
摘
を
全
社
で
共
有
し

対
応
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、当
社
で

は「
丸
東
T
h
a
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k 

y
o
u 

イ
ベ

ン
ト
」を
立
ち
上
げ
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お
客
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か
ら
の

感
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の
言
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社
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か
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の
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の
言
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〞等
も
全
社
で
共
有
す

を
迎
え
る
販
売
商
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を
有
し
て
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る
こ

と
も
強
み
の
一
つ
で
す
。国
内
の
お
客

様
か
ら
香
港
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ

を
依
頼
さ
れ
る
等
、存
在
感
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。現
在
は
当
社
国
際
部
と

の
両
輪
で
ア
ジ
ア
各
地
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、中
東
地
域
等
へ
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、海
外
で
の
販
売
が
売
上
全
体
の

10
％
を
担
って
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
海
外

進
出
を
考
え
る
企
業
様
の
フ
ォ
ロ
ー
も

可
能
で
あ
り
、今
後
も
海
外
展
開
の
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
の
は
、ま
ず
重

点
製
品
の「
直
進
く
ん
」「
ク
リ
ス
タ
ル

ノ
ン
P
F
」「
マ
ル
ト
ッ
プ
M
L
フ
ィ
ル

ム
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更
な
る
販
売
強
化
で
す
。当
社

製
品
の
主
材
料
に
関
わ
る
原
油
価
格

の
水
準
は
、2
0
0
4
年
と
比
較
し

3
．3
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
上

昇
分
を
生
産
効
率
化
で
吸
収
す
る
努

力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ

や
、充
填
機
に
粉
が
溜
ま
っ
て
清
掃
に

手
が
か
か
る
こ
と
も
無
く
な
り
ま
し

た
。「
マ
ル
ト
ッ
プ
M
L
フ
ィ
ル
ム
」は
、

高
速
充
填
性
を
有
し
、強
度
や
耐
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性
に
も
優
れ
た
万
能
フ
ィ
ル
ム
で
す
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こ
れ
ら
は
、い
ず
れ
も
高
い
機
能
を
有

し
て
い
る
製
品
と
し
て
お
客
様
に
ご
好

評
頂
い
て
お
り
ま
す
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ま
た
当
社
は
商
社
機
能
を
有
し
て

お
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
関
連
全
て
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
こ
と
も
特

長
で
す
。袋
の
製
造
ひ
と
つ
を
と
っ
て

も
、周
辺
に
は
、ト
レ
ー
、箱
、コ
ン
テ

ナ
、段
ボ
ー
ル
、充
填
機
、梱
包
機
械
、

検
査
機
等
様
々
な「
モ
ノ
」が
必
要
で

す
。当
社
は
メ
ー
カ
ー
数
百
社
と
の
提

携
関
係
を
基
に
、こ
れ
ら
の
ほ
と
ん殆

ど
の
モ

ノ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
提
供
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
て
お
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
関
連
す
る
分
野
で
あ
れ
ば
、何
で
も

対
応
出
来
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。実

際
に
衣
料
メ
ー
カ
ー
様
か
ら
自
動
の

ピ
ッ
キ
ン
グ
ラ
イ
ン
自
体
を
受
注
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、当
社
は
香
港
に
設
立
30
年

る
こ
と
に
よ
り
、社
員
の
士
気
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。更
に
、偉
人
に
学
ぶ
事

を
目
的
に
有
志
が
集
ま
る
勉
強
会

「
寺
子
屋
」研
修
の
拡
充
に
も
今
後
は

努
力
を
傾
け
て
い
く
予
定
で
す
。ま

た
、こ
れ
か
ら
の
当
社
を
担
う
新
入
社

員
に
は
、身
を
以
て「
お
客
様
第
一
主

義
」を
学
び
取
っ
て
も
ら
お
う
と
、早

朝
運
動
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
で
あ
る「
挨
拶
」の
実
践
に
取

り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
使
命
・
理
念
は
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
ま
す
。

  

「
当
社
の
使
命
」

　
製
品
に
は
、パッ
ケ
ー
ジ
が
必
ず
あ
り

ま
す
。お
客
様
の
パッ
ケ
ー
ジ
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
こ
と
を
常
に
考

え
、包
装
の
機
能
を
高
め
続
け
る
こ
と

で
、人
類
の
豊
か
な
生
活
に
貢
献
す
る
。

  

「
当
社
の
理
念
」

　
お
客
様
第
一
主
義
。お
客
様
の
商
品

目
指
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
常
に
当
社
の

使
命
に
立
ち
返
り
、使
命
に
掲
げ
る
人

類
の
豊
か
な
生
活
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
は
当
然
の
目
標
で
す
。

　
企
業
像
と
し
て
は「
お
客
様
か
ら
求

め
ら
れ
続
け
る
企
業
」を
目
指
し
て
、

持
続
的
な
成
長
企
業
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は「
社
員
が
安
心

し
て
働
け
る
企
業
」で
あ
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
激
動
の

時
代
に
あ
っ
て
も
安
定
性
に
富
む
企
業

と
し
て
未
来
へ
歩
み
続
け
て
い
こ
う

と
、今
、決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

▲当社社屋・工場

▲椛島社長

▲チャック付け工程の視察風景

重
点
製
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
強
化
、

人
材
育
成
で
企
業
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す

パ
ッ
ケ
ー
ジ
づ
く
り
の
根
底
に
流
れ
る

〝
社
会
と
お
客
様
へ
の
貢
献
〞と
い
う
理
念

　パッケージは、商品が消費者の手元に届く時のまさに“顔”です。御社は創業以
来、様々な分野のパッケージや関連商品の製造販売により、顧客のニーズに応え
続けてこられました。製品を手に取って見ると、その機能や利便性は、一朝一夕にな
しえるものではなく、製品開発にかかる大変な労苦は

しんしゃく

斟酌に難くありません。厳重
な工程管理や検査体制が構築された工場の見学では、顧客ニーズを満たすこと
の出来る御社独自の製品が作り出される瞬間を拝見出来、大変感激致しました。
　今後も、パッケージ製造を通して、顧客とともに御社がますます発展され、「人類
の豊かな生活に貢献する」という使命を果たし続けていかれると確信しております。

が
市
場
で
消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
為

に
、我
々
は
パッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、品

質
、機
能
、消
費
者
の
利
便
性
を
高
め

続
け
、商
品
価
値
の
向
上
に
寄
与
し
、

お
客
様
の
商
品
が
市
場
で
N
o
．1
に

な
る
為
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
。

　
従
っ
て
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、当

社
の
理
念
で
あ
る「
お
客
様
第
一
主

義
」を
更
に
推
し
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。そ
の
理
念
の
遂
行
の
為
、当
社
で

は
今
期
か
ら「
お
客
様
貢
献
部
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
、お
客
様
の

ご
要
望
を
一
ヵ
所
に
集

約
し
、全
社
的
に
そ
の

課
題
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、全

社
の
機
能
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

ど
ん
な
ご
要
望
に
対

し
て
も「
N
O
と
言
わ

な
い
丸
東
産
業
」を
実

現
し
、お
客
様
と
共
に

発
展
出
来
る
企
業
を
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り
住
み
ま
し
た
。復
興
が
進
む
熊
本
で

製
菓
業
を
志
し
、49
年（
昭
和
24
年
）

に
現
在
本
社
を
構
え
る
熊
本
市
白
山

（
現
・
同
市
中
央
区
）で
店
を
開
き
ま

す
。当
初
は「
副
島
菓
子
店
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、創
業
の
翌
年
に
は

屋
号
を「
香
梅
」と
し
ま
し
た
。

　
梅
太
郎
が
永
年
語
り
続
け
て
い
た

の
は
、手
づ
く
り
の
お
菓
子
の
温
か
さ

を
通
し
て
、世
の
平
和
と
人
々
の
心
の

安
ら
ぎ
を
願
う〝
お
菓
子
は
平
和
の
使

者
〞で
す
。お
菓
子
づ
く
り
に
注
ぎ
続

け
て
き
た
情
熱
や
想
い
は
今
日
、「
く

つ
ろ
ぎ
の
ご
ち
そ
う
」と
い
う
理
念
と

し
て
受
け
継
が
れ
、当
社
の
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
香
梅
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
50
年

（
昭
和
25
年
）、「
肥
後
五
十
四
万
石
」

が
生
ま
れ
ま
す
。こ
れ
は
上
品
な
味
わ

い
の
こ
し
餡
を

ぎ
ゅ
う
ひ

求
肥（
米
粉
を
練
り
あ

げ
た
も
の
）で
包
み
、白
い
う
す
種
で

　
当
社
は
、長
年
熊
本
で「
誉
の
陣
太

鼓
」を
は
じ
め
と
す
る
銘
菓
を
つ
く
り

続
け
て
参
り
ま
し
た
。創
業
者
の
副
島

梅
太
郎
は
、1
9
1
1
年（
明
治
44

年
）生
ま
れ
。18
年（
大
正
7
年
）に
台

湾
に
渡
り
、12
歳
の
と
き
に
同
地
の
菓

子
屋
に
見
習
い
奉
公
に
出
ま
す
。そ
こ

で
出
会
っ
た
店
主（
作
家
・
北
方
謙
三

氏
の
曽
祖
父
森
平
太
郎
氏
）が
、梅
太

郎
の
生
涯
の
師
匠
と
な
り
ま
し
た
。46

年（
昭
和
21
年
）、梅
太
郎
は
終
戦
を

機
に
台
湾
か
ら
引
き
上
げ
、熊
本
に
移

株式会社 お菓子の香梅

創
業
の
原
点
、創
主
の
願
い

肥
後
五
十
四
万
石
を
創
作
、

業
容
も
徐
々
に
拡
大

▲阿蘇西原工場の前で（左から角谷工場長、副島会長、副島社長、林頭取、坂本支店長）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行 

水
前
寺
支
店

福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

株
式
会
社 

お
菓
子
の
香
梅

代
表
取
締
役
社
長

副
島 

健
史
氏

「
く
つ
ろ
ぎ
の
ご
ち
そ
う
」を
皆
様
へ

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い

お
菓
子
を
つ
く
り
続
け
る
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株式会社 お菓子の香梅

板
商
品
で
あ
る「
誉
の
陣
太
鼓
」が
誕

生
し
ま
す
。こ
れ
は
、小
豆
の
中
で
も

最
高
級
と
言
わ
れ
る
大
納
言
小
豆
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、半
練
り

よ
う
か
ん

羊
羹
風
に

寒
天
で
流
し
固
め
、そ
の
中
に
求
肥
を

入
れ
た
当
社
の
創
作
銘
菓
で
す
。も

と
も
と
陣
太
鼓
と
は
、戦
の
陣
中
に
お

い
て
戦
士
の
士
気
を
高
め
、勝
利
へ
と

導
く
為
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
も
の
。熊

本
は
江
戸
期
か
ら
細
川
藩
の
気
風
を

大
切
に
す
る
土
地
柄
で
、手
柄
を
立

て
、栄
誉
を
受
け
、光
栄
に
思
う
気
持

ち
が
こ
の
お
菓
子
に
込
め
ら
れ
て
お

り
、そ
の
想
い
が
現
代
で
も
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。創
作
当
初
の
陣
太
鼓
は

ザ
ラ
メ
を
全
体
に
ま
ぶ
し
た
も
の
で
、

一
個
一
個
が
手
づ
く
り
。日
産
は
わ
ず

か
70
個
程
で
し
た
。現
在
は
金
色
の

フ
ィ
ル
ム
を
円
形
カ
ッ
プ
に
成
型
し
た

自
社
開
発
の
密
封
包
装（
通
称「
紙

缶
詰
方
式
」。特
許
製
法
）で
、豊
か

な
小
豆
の
風
味
と
み
ず
み
ず
し
い
美

味
し
さ
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
陣
太
鼓
も
当
社

の
人
気
商
品
と
な
り
、全
国
菓
子
大

挟
ん
だ
和
菓
子
で
、当
社
の
出
世
作
で

あ
り
、現
在
で
も
製
造
販
売
が
続
く
銘

菓
と
な
り
ま
し
た
。54
年（
昭
和
29

年
）に
は
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
金
賞

を
獲
得
す
る
等
、早
く
か
ら
数
々
の
品

評
会
で
受
賞
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、意
外
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い

の
で
す
が
、当
社
は
洋
菓
子
の
歴
史
も

長
い
の
で
す
。創
業
時
か
ら
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
や
エ
ク
レ
ア
等
の
洋
菓
子
も
製

造
し
、55
年（
昭
和
30
年
）頃
か
ら
は

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
も
製
造
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
和
洋
菓
子
が
お
客
様
に

ご
好
評
を
頂
き
、徐
々
に
業
容
を
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。店
舗
数
も
次
第
に

増
え
、当
時
の
菓
子
店
と
し
て
は
珍
し

い
配
達
用
の
営
業
車
も
導
入
す
る
等
、

営
業
面
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
58
年（
昭
和
33
年
）に
、当
社
の
看

し
て
食
べ
る
と
、美
味
し
さ
も
ま
た
格

別
」と
評
判
が
立
っ
た
こ
と
で
、夏
場

に
和
菓
子
が
売
れ
な
い
と
い
う
常
識

を
覆
し
た
の
で
す
。

　
74
年（
昭
和
49
年
）に
は
、陣
太
鼓

製
造
ラ
イ
ン
を
２
ラ
イ
ン
に
増
設
。陣

太
鼓
の
氷
柱
は
今
も
熊
本
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
84
年（
昭
和
59
年
）、自
然
豊
か
な

阿
蘇
山
麓
に
阿
蘇
西
原
工
場（
熊
本

県
阿
蘇
郡
西
原
村
）が
完
成
し
ま
し

た
。綺
麗
な
空
気
と
、日
本
屈
指
の
名

水
で
あ
る
阿
蘇
の
伏
流
水
は
、厳
選

し
た
素
材
の
風
味
を
引
き
出
し
、美

味
し
い
お
菓
子
の
製
造
に
は
最
適
の

場
所
と
言
え
ま
す
。広
い
敷
地
内
の

工
場
で
、多
く
の
職
人
が
日
々
、誉
の

陣
太
鼓
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
和

洋
菓
子
を
製
造
し
て
い
ま
す
。品
質

管
理
や
衛
生
管
理
も
徹
底
し
、安
心

で
安
全
な
商
品
を
お
客
様
に
お
届
け

博
覧
会
等
で
数
々
の
賞
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
お

菓
子
の
販
売
が
増
加
し
、製
造
工
場

も
手
狭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、67
年

（
昭
和
42
年
）、現
本
社
地
に
鉄
筋
３

階
建
て
の
本
社・工
場
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。こ
こ
で「
誉
の
陣
太
鼓
」の
量

産
体
制
を
整
え
た
こ
と
も
、そ
の
後
の

当
社
の
大
き
な
業
容
拡
大
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
和
菓
子
は
、ど
う
し
て
も
夏

場
に
売
れ
行
き
が
落
ち
る
と
い
う
悩
み

が
あ
り
ま
す
。陣
太
鼓
も
同
様
で
し

た
。そ
こ
で
一
つ
の
秘
策
が
生
ま
れ
ま

し
た
。71
年（
昭
和
46
年
）に
、繁
華
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
等
で
展
開
し
た「
陣
太

鼓
冷
や
し
て
食
べ
よ
う
氷
柱
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」で
す
。氷
柱
に
陣
太
鼓
を
い

く
つ
も
埋
め
込
み
、道
行
く
人
に
そ
れ

を
掘
り
出
し
て
も
ら
う
と
い
う
試
み
で

し
た
が
、こ
れ
が
大
成
功
で
し
た
。氷

の
中
の
陣
太
鼓
が
街
行
く
人
々
の
涼

味
を
誘
っ
て
、大
人
も
子
供
も
氷
を
溶

か
そ
う
と
一
生
懸
命
。マ
ス
コ
ミ
等
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、「
陣
太
鼓
は
冷
や

代
表
作「
誉
の
陣
太
鼓
」誕
生

夏
場
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
阿
蘇
西
原
工
場
、

社
員
の
為
の
育
児
施
設
も
完
備

▲和菓子一級技能士による実演

▲武者がえし

▲氷柱キャンペーンの陣太鼓

▲誉の陣太鼓▲肥後五十四万石 ▲菓子製造工程の説明風景
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、当
社
の
出
世
作
で

あ
り
、現
在
で
も
製
造
販
売
が
続
く
銘

菓
と
な
り
ま
し
た
。54
年（
昭
和
29

年
）に
は
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
金
賞

を
獲
得
す
る
等
、早
く
か
ら
数
々
の
品

評
会
で
受
賞
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、意
外
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い

の
で
す
が
、当
社
は
洋
菓
子
の
歴
史
も

長
い
の
で
す
。創
業
時
か
ら
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
や
エ
ク
レ
ア
等
の
洋
菓
子
も
製

造
し
、55
年（
昭
和
30
年
）頃
か
ら
は

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
も
製
造
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
和
洋
菓
子
が
お
客
様
に

ご
好
評
を
頂
き
、徐
々
に
業
容
を
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。店
舗
数
も
次
第
に

増
え
、当
時
の
菓
子
店
と
し
て
は
珍
し

い
配
達
用
の
営
業
車
も
導
入
す
る
等
、

営
業
面
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
58
年（
昭
和
33
年
）に
、当
社
の
看

し
て
食
べ
る
と
、美
味
し
さ
も
ま
た
格

別
」と
評
判
が
立
っ
た
こ
と
で
、夏
場

に
和
菓
子
が
売
れ
な
い
と
い
う
常
識

を
覆
し
た
の
で
す
。

　
74
年（
昭
和
49
年
）に
は
、陣
太
鼓

製
造
ラ
イ
ン
を
２
ラ
イ
ン
に
増
設
。陣

太
鼓
の
氷
柱
は
今
も
熊
本
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
84
年（
昭
和
59
年
）、自
然
豊
か
な

阿
蘇
山
麓
に
阿
蘇
西
原
工
場（
熊
本

県
阿
蘇
郡
西
原
村
）が
完
成
し
ま
し

た
。綺
麗
な
空
気
と
、日
本
屈
指
の
名

水
で
あ
る
阿
蘇
の
伏
流
水
は
、厳
選

し
た
素
材
の
風
味
を
引
き
出
し
、美

味
し
い
お
菓
子
の
製
造
に
は
最
適
の

場
所
と
言
え
ま
す
。広
い
敷
地
内
の

工
場
で
、多
く
の
職
人
が
日
々
、誉
の

陣
太
鼓
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
和

洋
菓
子
を
製
造
し
て
い
ま
す
。品
質

管
理
や
衛
生
管
理
も
徹
底
し
、安
心

で
安
全
な
商
品
を
お
客
様
に
お
届
け

博
覧
会
等
で
数
々
の
賞
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
お

菓
子
の
販
売
が
増
加
し
、製
造
工
場

も
手
狭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、67
年

（
昭
和
42
年
）、現
本
社
地
に
鉄
筋
３

階
建
て
の
本
社・工
場
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。こ
こ
で「
誉
の
陣
太
鼓
」の
量

産
体
制
を
整
え
た
こ
と
も
、そ
の
後
の

当
社
の
大
き
な
業
容
拡
大
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
和
菓
子
は
、ど
う
し
て
も
夏

場
に
売
れ
行
き
が
落
ち
る
と
い
う
悩
み

が
あ
り
ま
す
。陣
太
鼓
も
同
様
で
し

た
。そ
こ
で
一
つ
の
秘
策
が
生
ま
れ
ま

し
た
。71
年（
昭
和
46
年
）に
、繁
華
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
等
で
展
開
し
た「
陣
太

鼓
冷
や
し
て
食
べ
よ
う
氷
柱
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」で
す
。氷
柱
に
陣
太
鼓
を
い

く
つ
も
埋
め
込
み
、道
行
く
人
に
そ
れ

を
掘
り
出
し
て
も
ら
う
と
い
う
試
み
で

し
た
が
、こ
れ
が
大
成
功
で
し
た
。氷

の
中
の
陣
太
鼓
が
街
行
く
人
々
の
涼

味
を
誘
っ
て
、大
人
も
子
供
も
氷
を
溶

か
そ
う
と
一
生
懸
命
。マ
ス
コ
ミ
等
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、「
陣
太
鼓
は
冷
や

代
表
作「
誉
の
陣
太
鼓
」誕
生

夏
場
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
阿
蘇
西
原
工
場
、

社
員
の
為
の
育
児
施
設
も
完
備

▲和菓子一級技能士による実演

▲武者がえし

▲氷柱キャンペーンの陣太鼓

▲誉の陣太鼓▲肥後五十四万石 ▲菓子製造工程の説明風景
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株式会社 お菓子の香梅

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、お
菓
子
も
一
つ

の
ア
ー
ト
作
品
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

し
た
。４
つ
の
店
舗
に
併
設
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
＆
カ
フ
ェ
。こ
こ
で
は
、

絵
画
や
音
楽
、造
形
等
と
お
菓
子
と

が
巧
み
に
融
合
す
る
、一
つ
の
世
界
観

を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。絵
画

を
鑑
賞
し
た
り
音
楽
を
聴
い
た
り
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、お
菓
子
に
も

人
の
心
を
和
ま
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
ア
ー
ト
が
融
合
す
る
場
を
、お

客
様
と
共
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、水
前
寺

じ
ょ
う
じ
ゅ
え
ん

成
趣
園
に
あ
る

「
こ
き
ん
で
ん
じ
ゅ

古
今
伝
授
の
間
」（
熊
本
県
指
定
重

要
文
化
財
）は
、98
年（
平
成
10
年
）か

ら
当
社
が
細
川
家
の
永
青
文
庫
よ
り

維
持
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。建

出
来
る
よ
う
、今
後
も
努
力
を
重
ね
て

参
り
ま
す
。

　
環
境
面
に
も
配
慮
し
、工
場
の
屋
上

に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
。ま

た
工
場
か
ら
出
る
排
水
は
専
用
の
処

理
設
備
で
ろ
過
し
、イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ

も
生
息
出
来
る
極
め
て
良
好
な
レ
ベ
ル

に
ま
で
浄
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、敷
地
内
に
は
雨
水
浸
透
桝
を
設
け

て
お
り
ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の

一
つ
ひ
と
つ
は
、「
当
社
の
お
菓
子
は
、

ひ
と
え
に
自
然
の
豊
か
な
恵
み
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、自
然
に
返
す
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
、子
ど
も
を
持
つ
女
性

が
多
く
働
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、仕

事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
、阿
蘇
西
原
工
場
の
敷
地

内
に
社
員
の
子
ど
も
を
預
か
る
企
業

内
保
育
施
設「
親
互
園
」を
併
設
し
て

お
り
ま
す
。自
然
に
囲
ま
れ
た
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
全
面
芝
生
で
、そ
の
周
囲

に
生
い
茂
る
木
々
の
中
に
は
、お
菓
子
に

縁
の
あ
る
植
物
も
植
え
て
あ
り
ま
す
。

物
の
中
か
ら
桃
山
式
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
、お
抹
茶
と
お
菓
子
を
お
召
し
上

が
り
頂
け
ま
す（
有
料
）。

　
こ
の
よ
う
に
、文
化
や
芸
術
と
の
融

合
、ま
た
四
季
の
変
化
の
中
で
お
菓
子

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
心
豊
か
な
暮
ら
し

を
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
社
の
使
命
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

　「
く
つ
ろ
ぎ
の
ご
ち
そ
う
」と
い
う
経

営
理
念
。た
っ
た
九
文
字
で
は
あ
り
ま

す
が
、当
社
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

言
葉
と
な
って
い
ま
す
。「
く
つ
ろ
ぎ
」と

は
、一
生
懸
命
に
働
い
た
後
に
得
ら
れ

る
ホ
ッ
と
し
た
時
間
の
贈
り
物
で
あ
り
、

「
ご
ち
そ
う
」と
は
、決
し
て
高
価
な
も

の
を
指
す
の
で
は
な
く
、手
間
ひ
ま
掛

け
て
つ
く
ら
れ
た
、心
の
満
足
が
得
ら
れ

る
食
べ
物
を
言
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
商

品
を
、当
社
は
こ
れ
か
ら
も
つ
く
り
続

け
て
参
り
ま
す
。現
在
、熊
本
県
内
に

２２
名
の
和
菓
子
1
級
技
能
士（
国
家
資

格
）が
お
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
8

名
が
当
社
の
製
造
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

い
て
お
り
、更
に
、そ
の
中
の
1
名
は
県

内
で
唯
一
の
女
性
1
級
技
能
士
で
す
。

和
菓
子
技
能
士
の
指
導
員
も
3
名
在

籍
し
、お
菓
子
づ
く
り
の
技
術
伝
承
や

人
材
育
成
に
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、何
か
特
別

な
こ
と
を
目
指
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。当
社
が
熊
本
で
商
売
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
意
義
を
確
認
し
、原
点
回
帰

す
る
こ
と
、そ
の
一
念
で
す
。不
透
明

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、一
番
必
要
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
か
げ
様
で
、看
板
商
品
の「
肥
後

五
十
四
万
石
」「
誉
の
陣
太
鼓
」は
販

売
開
始
か
ら
半
世
紀
を
越
え
、誉
の

陣
太
鼓
は
通
算
５
億
個
を
超
え
ま
し

た
。パ
イ
生
地
と
餡
を
融
合
さ
せ
た

「
武
者
が
え
し
」も
発
売
か
ら
30
年
以

上
経
っ
て
、今
な
お
高
い
人
気
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以

上
に
熊
本
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し
、地
域
と
共
に
歩
み
な
が
ら
、創
業

者
を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
勤
め
て
頂
い

た
多
く
の
社
員
の
想
い
や
業
績
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、全
社
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

伝
統
を
守
り
、心
を
う
る
お
す

原
点
に
立
ち
返
り
、

こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
る

▲関連会社で維持・管理を行う古今伝授の間 ▲工場屋上に設置した太陽光発電パネルの視察風景

▲企業内保育施設「親互園」

▲副島社長▲阿蘇西原工場外観

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　「肥後五十四万石」や「誉の陣太鼓」等、半世紀以上にわたり親しまれる銘菓を
生み出し、今や熊本を代表する老舗の菓子屋としてご活躍されています。本日、
副島社長様と会長様のお話をお伺いした中で、地域との共存を大切にされ、
県重要文化財の維持管理に取り組まれている姿勢や、創業時の菓子づくりへの
こだわりと情熱をひたむきに受け継いでおられる経営努力を伺い、これら御社の
ご尽力が、現代でも幅広い世代に愛され続けている理由なのだと実感致しました。
　今後も、変わらぬ美味しさを多くの皆様にお届け頂き、御社が更なる発展を
遂げられることを大いに期待しております。
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こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、お
菓
子
も
一
つ

の
ア
ー
ト
作
品
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

し
た
。４
つ
の
店
舗
に
併
設
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
＆
カ
フ
ェ
。こ
こ
で
は
、

絵
画
や
音
楽
、造
形
等
と
お
菓
子
と

が
巧
み
に
融
合
す
る
、一
つ
の
世
界
観

を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。絵
画

を
鑑
賞
し
た
り
音
楽
を
聴
い
た
り
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、お
菓
子
に
も

人
の
心
を
和
ま
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
ア
ー
ト
が
融
合
す
る
場
を
、お

客
様
と
共
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、水
前
寺

じ
ょ
う
じ
ゅ
え
ん

成
趣
園
に
あ
る

「
こ
き
ん
で
ん
じ
ゅ

古
今
伝
授
の
間
」（
熊
本
県
指
定
重

要
文
化
財
）は
、98
年（
平
成
10
年
）か

ら
当
社
が
細
川
家
の
永
青
文
庫
よ
り

維
持
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。建

出
来
る
よ
う
、今
後
も
努
力
を
重
ね
て

参
り
ま
す
。

　
環
境
面
に
も
配
慮
し
、工
場
の
屋
上

に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
。ま

た
工
場
か
ら
出
る
排
水
は
専
用
の
処

理
設
備
で
ろ
過
し
、イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ

も
生
息
出
来
る
極
め
て
良
好
な
レ
ベ
ル

に
ま
で
浄
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、敷
地
内
に
は
雨
水
浸
透
桝
を
設
け

て
お
り
ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の

一
つ
ひ
と
つ
は
、「
当
社
の
お
菓
子
は
、

ひ
と
え
に
自
然
の
豊
か
な
恵
み
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、自
然
に
返
す
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
、子
ど
も
を
持
つ
女
性

が
多
く
働
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、仕

事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
、阿
蘇
西
原
工
場
の
敷
地

内
に
社
員
の
子
ど
も
を
預
か
る
企
業

内
保
育
施
設「
親
互
園
」を
併
設
し
て

お
り
ま
す
。自
然
に
囲
ま
れ
た
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
全
面
芝
生
で
、そ
の
周
囲

に
生
い
茂
る
木
々
の
中
に
は
、お
菓
子
に

縁
の
あ
る
植
物
も
植
え
て
あ
り
ま
す
。

物
の
中
か
ら
桃
山
式
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
、お
抹
茶
と
お
菓
子
を
お
召
し
上

が
り
頂
け
ま
す（
有
料
）。

　
こ
の
よ
う
に
、文
化
や
芸
術
と
の
融

合
、ま
た
四
季
の
変
化
の
中
で
お
菓
子

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
心
豊
か
な
暮
ら
し

を
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
社
の
使
命
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

　「
く
つ
ろ
ぎ
の
ご
ち
そ
う
」と
い
う
経

営
理
念
。た
っ
た
九
文
字
で
は
あ
り
ま

す
が
、当
社
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

言
葉
と
な
って
い
ま
す
。「
く
つ
ろ
ぎ
」と

は
、一
生
懸
命
に
働
い
た
後
に
得
ら
れ

る
ホ
ッ
と
し
た
時
間
の
贈
り
物
で
あ
り
、

「
ご
ち
そ
う
」と
は
、決
し
て
高
価
な
も

の
を
指
す
の
で
は
な
く
、手
間
ひ
ま
掛

け
て
つ
く
ら
れ
た
、心
の
満
足
が
得
ら
れ

る
食
べ
物
を
言
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
商

品
を
、当
社
は
こ
れ
か
ら
も
つ
く
り
続

け
て
参
り
ま
す
。現
在
、熊
本
県
内
に

２２
名
の
和
菓
子
1
級
技
能
士（
国
家
資

格
）が
お
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
8

名
が
当
社
の
製
造
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

い
て
お
り
、更
に
、そ
の
中
の
1
名
は
県

内
で
唯
一
の
女
性
1
級
技
能
士
で
す
。

和
菓
子
技
能
士
の
指
導
員
も
3
名
在

籍
し
、お
菓
子
づ
く
り
の
技
術
伝
承
や

人
材
育
成
に
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、何
か
特
別

な
こ
と
を
目
指
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。当
社
が
熊
本
で
商
売
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
意
義
を
確
認
し
、原
点
回
帰

す
る
こ
と
、そ
の
一
念
で
す
。不
透
明

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、一
番
必
要
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
か
げ
様
で
、看
板
商
品
の「
肥
後

五
十
四
万
石
」「
誉
の
陣
太
鼓
」は
販

売
開
始
か
ら
半
世
紀
を
越
え
、誉
の

陣
太
鼓
は
通
算
５
億
個
を
超
え
ま
し

た
。パ
イ
生
地
と
餡
を
融
合
さ
せ
た

「
武
者
が
え
し
」も
発
売
か
ら
30
年
以

上
経
っ
て
、今
な
お
高
い
人
気
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以

上
に
熊
本
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し
、地
域
と
共
に
歩
み
な
が
ら
、創
業

者
を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
勤
め
て
頂
い

た
多
く
の
社
員
の
想
い
や
業
績
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、全
社
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

伝
統
を
守
り
、心
を
う
る
お
す

原
点
に
立
ち
返
り
、

こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
る

▲関連会社で維持・管理を行う古今伝授の間 ▲工場屋上に設置した太陽光発電パネルの視察風景

▲企業内保育施設「親互園」

▲副島社長▲阿蘇西原工場外観

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　「肥後五十四万石」や「誉の陣太鼓」等、半世紀以上にわたり親しまれる銘菓を
生み出し、今や熊本を代表する老舗の菓子屋としてご活躍されています。本日、
副島社長様と会長様のお話をお伺いした中で、地域との共存を大切にされ、
県重要文化財の維持管理に取り組まれている姿勢や、創業時の菓子づくりへの
こだわりと情熱をひたむきに受け継いでおられる経営努力を伺い、これら御社の
ご尽力が、現代でも幅広い世代に愛され続けている理由なのだと実感致しました。
　今後も、変わらぬ美味しさを多くの皆様にお届け頂き、御社が更なる発展を
遂げられることを大いに期待しております。
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ん
で
、日
本
の
サ
ル
ベ
ー
ジ
業
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
な
り
、大
型
沈
没
船
の
引
き
上

げ
で
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。ま
た
、

長
崎
市
議
会
議
員
、県
議
会
議
員
、衆

議
院
議
員
、貴
族
院
議
員
と
し
て
も

活
躍
し
、長
崎
商
工
会
議
所
の
設
立
に

も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
1
8
9
7
年（
明
治
30
年
）に
は
２

代
目
の
橋
本
辰
二
郎
が
社
長
に
就
任

し
、漁
業
や
海
運
業
に
も
進
出
。長
崎

商
工
会
議
所
会
頭
や
貴
族
院
議
員
を

長
年
務
め
ま
し
た
。台
湾（
中
華
民

国
）建
国
の
父
と
さ
れ
る
孫
文
と
も
交

遊
が
あ
り
、当
社
特
別
応
接
室
に
は
今

で
も
同
氏
か
ら
頂
戴
し
た「
博
愛
」の

額
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

　
３
代
目
の
橋
本
行
正
は
1
9
2
1

年（
大
正
10
年
）、資
本
金
50
万
円
で

株
式
会
社
橋
本
商
会
を
設
立
し
、当

社
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
４
代
目
橋
本
和
太
八
は
、昭
和
10

年
代
に
中
国
で
本
業
と
と
も
に
製
菓

業
や
飲
食
業
等
で
莫
大
な
富
を
築
き

ま
し
た
が
、敗
戦
と
と
も
に
海
外
事
業

や
海
運
業
等
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
壊

　
当
社
は
、中
津
藩
士
だ
っ
た
初
代
・

橋
本
雄
造
が
明
治
維
新
を
機
に
商
人

を
志
し
、新
天
地
の
長
崎
で
1
8
7
2

年（
明
治
５
年
）に
開
店
し
た「
中
津

屋
橋
本
商
店
」に
お
い
て
、洋
鉄
、洋

釘
、船
具
、機
械
類
等
の
輸
入
や
古
鉄

類
の
商
い
に
乗
り
出
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。初
代
は
そ
の
後
、幕
末
に
武

器
商
人
と
し
て
活
躍
し
た
ト
ー
マ
ス・

グ
ラ
バ
ー
か
ら
サ
ル
ベ
ー
ジ
技
術
を
学

株式会社 橋本商会

▲孫文直筆の「博愛」の前で（左から小幡頭取、橋本社長）

1
4
0
年
の
歴
史
は
、

時
代
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

「
企
業
変
身
」の
歴
史

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

福
岡
銀
行 

長
崎
支
店

株
式
会
社 

橋
本
商
会

代
表
取
締
役
社
長

橋
本 

博
文
氏

〝
よ
り
高
く
〞〝正
直
は
最
良
の
施
策
な
り
〞

変
わ
ら
ぬ
理
念
を
守
り
な
が
ら
、

次
代
の
技
術
情
報
商
社
へと
進
化
を
目
指
す
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よ
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株式会社 橋本商会

ギ
ー
分
野
の
新
商
材
販
売
や
健
康
食

品
販
売
等
の
新
規
事
業
も
立
ち
上
げ
、

更
な
る
躍
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
基
本
理
念
、あ
る
い

は
社
員
の
行
動
指
針
を

「
e
x
c
e
l
s
i
o
r
」
と

「
H
o
n
e
s
t
y 

i
s 

t
h
e 

b
e
s
t 

p
o
l
i
c
y
」と
定
め
て

い
ま
す
。e
x
c
e
l
s
i
o
r
は
、

「
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
改
革

向
上
し
続
け
る
」
姿
勢
を
、ま
た

H
o
n
e
s
t
y 
i
s 

t
h
e 

b
e
s
t 

p
o
l
i
c
y
は
、「
誠
実

こ
そ
商
売
の
要
」と
い
う
創
業
よ
り
受

け
継
い
で
き
た
当
社
の
商
売
理
念
を

表
現
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
加
え
て

「
Q
u
i
c
k 

R
e
s
p
o
n
s
e
」、

つ
ま
り「
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
」を

行
動
基
準
と
し
て
い
ま
す
。常
に「
気

配
り
・
心
配
り
」に
留
意
し
な
が
ら
誠

意
を
持
っ
て
製
品・情
報・サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
す
る
よ
う
心
掛
け
、様
々
な

滅
し
、資
産
も
消
失
。長
崎
も
原
爆
に

よ
っ
て
焼
け
野
原
状
態
と
な
り
ま
し

た
が
、戦
後
大
村
海
軍

こ
う
く
う
し
ょ
う

航
空
廠
跡
で

の
古
鉄
回
収
や
鋼
材
の
取
り
扱
い
等

に
よ
り「
鉄
の
橋
本
」と
呼
ば
れ
、復

興
に
寄
与
し
ま
し
た
。そ
の
後
、造
船

不
況
に
よ
り
厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、子
会
社
を
設
立
し
レ
ジ
ャ
ー

産
業
や
飲
食
業
の
新
規
事
業
に
よ
っ

て
、人
員
整
理
す
る
こ
と
な
く
危
機
を

乗
り
切
り
ま
し
た
。

　
５
代
目
の
橋
本
寛
は
、時
代
の
変

遷
を
素
早
く
察
知
し
て
古
鉄
及
び
鋼

材
部
門
を
廃
止
し
、「
技
術
情
報
商

社
」へ
の
変
革
を
実
現
。産
業
用
機
械

機
器
・
電
気
機
器
の
販
売
に
加
え
、シ

ス
テ
ム
販
売
が
出
来
る
陣
容
を
整
え

ま
し
た
。ま
た
、保
有
資
産
の
有
効
活

用
を
目
的
に
不
動
産
部
門
を
設
立
し

て
、安
定
し
た
収
益
源
を
確
立
し
ま

し
た
。

　
2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に
は
、６

代
目
と
し
て
橋
本
博
文
が
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
。近
年
で
は
I
T
関
連
事

業
の
強
化
に
加
え
、省
エ
ネ・新
エ
ネ
ル

識
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
こ
の
企

業
風
土
は
今
も
当
社
に
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
受
け
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
技
術
情
報
商
社
」を
標
榜

し
て
い
ま
す
。単
に
製
品
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、一
人
一
人

の
営
業
マ
ン
が
メ
ー
カ
ー
研
修
や
国
家

資
格
取
得
等
に
よ
り
、技
術
的
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
掴
み
、最
適
な
ご
提
案
を
行
う

と
い
っ
た
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
人

材
育
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
主
要
得
意
先
と
し
て
三
菱
重
工
業

様
、三
菱
電
機
様
、九
電
工
様
、官
公

庁
様
等
、し
っ
か
り
し
た
企
業
や
組
織

と
お
取
引
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ま

た
仕
入
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
、三
菱

電
機
グ
ル
ー
プ
様
を
は
じ
め
、パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
様
、東
芝
関
連
企
業

様
、ト
ヨ
タ
関
連
企
業
様
、丸
紅
関
連

企
業
様
等
、日
本
を
代
表
す
る
企
業

も
多
く
、そ
う
し
た
企
業
の
代
理
店
・

ニ
ー
ズ
に
即
応
出
来
る「
技
術
情
報
商

社
」で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
４
代
目
和
太
八
が
作
っ
た

次
の
よ
う
な
社
長
訓
が
あ
り
ま
す
。

一
、人
は
虚
言
を
い
わ
ぬ
事

一
、人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
事

一
、無
理
な
利
を
望
ま
ぬ
事

一
、常
に
よ
い
こ
と
を
す
る
よ
う
心
が

　  

け
る
事

一
、人
は
努
力
家
で
あ
る
事

全
社
員
の
机
の
上
に
は
葉
書
大
の
こ
の

社
長
訓
が
置
い
て
あ
り
、一
人
一
人
が

当
社
理
念
の
徹
底
を
図
り
、自
ら
の
行

動
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、地
域
の

模
範
的
な
社
会
人
た
る
よ
う
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
1
4
0
年
の
歴
史
は
、初
代

よ
り「
誠
実
」「
信
用
第
一
」を
心
掛

け
た
企
業
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
足

跡
で
あ
り
、こ
の
間
に
培
わ
れ
た
信
用

は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
と
認

▲基本理念

▲倉庫見学風景

▲４代目社長訓 ▲現在の本社（橋本商会ビル）

▲ISO14001認証 ▲六代目 橋本博文（現・代表取締役社長）

▲明治15年当時の中津屋橋本商店の様子

▲四代目 橋本和太八 ▲三代目 橋本行正 ▲二代目 橋本辰二郎 ▲初代 橋本雄造

▲原爆被災前の本社

基
本
理
念
と
４
代
目
社
長
訓

誠
実
を
基
と
す
る
企
業
風
土
の

上
に
成
り
立
つ「
技
術
情
報
商
社
」

▲五代目 橋本寛
  （現・代表取締役会長）
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株式会社 橋本商会

ギ
ー
分
野
の
新
商
材
販
売
や
健
康
食

品
販
売
等
の
新
規
事
業
も
立
ち
上
げ
、

更
な
る
躍
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
基
本
理
念
、あ
る
い

は
社
員
の
行
動
指
針
を

「
e
x
c
e
l
s
i
o
r
」
と

「
H
o
n
e
s
t
y 

i
s 

t
h
e 

b
e
s
t 

p
o
l
i
c
y
」と
定
め
て

い
ま
す
。e
x
c
e
l
s
i
o
r
は
、

「
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
改
革

向
上
し
続
け
る
」
姿
勢
を
、ま
た

H
o
n
e
s
t
y 

i
s 

t
h
e 

b
e
s
t 

p
o
l
i
c
y
は
、「
誠
実

こ
そ
商
売
の
要
」と
い
う
創
業
よ
り
受

け
継
い
で
き
た
当
社
の
商
売
理
念
を

表
現
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
加
え
て

「
Q
u
i
c
k 

R
e
s
p
o
n
s
e
」、

つ
ま
り「
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
」を

行
動
基
準
と
し
て
い
ま
す
。常
に「
気

配
り
・
心
配
り
」に
留
意
し
な
が
ら
誠

意
を
持
っ
て
製
品・情
報・サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
す
る
よ
う
心
掛
け
、様
々
な

滅
し
、資
産
も
消
失
。長
崎
も
原
爆
に

よ
っ
て
焼
け
野
原
状
態
と
な
り
ま
し

た
が
、戦
後
大
村
海
軍

こ
う
く
う
し
ょ
う

航
空
廠
跡
で

の
古
鉄
回
収
や
鋼
材
の
取
り
扱
い
等

に
よ
り「
鉄
の
橋
本
」と
呼
ば
れ
、復

興
に
寄
与
し
ま
し
た
。そ
の
後
、造
船

不
況
に
よ
り
厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、子
会
社
を
設
立
し
レ
ジ
ャ
ー

産
業
や
飲
食
業
の
新
規
事
業
に
よ
っ

て
、人
員
整
理
す
る
こ
と
な
く
危
機
を

乗
り
切
り
ま
し
た
。

　
５
代
目
の
橋
本
寛
は
、時
代
の
変

遷
を
素
早
く
察
知
し
て
古
鉄
及
び
鋼

材
部
門
を
廃
止
し
、「
技
術
情
報
商

社
」へ
の
変
革
を
実
現
。産
業
用
機
械

機
器
・
電
気
機
器
の
販
売
に
加
え
、シ

ス
テ
ム
販
売
が
出
来
る
陣
容
を
整
え

ま
し
た
。ま
た
、保
有
資
産
の
有
効
活

用
を
目
的
に
不
動
産
部
門
を
設
立
し

て
、安
定
し
た
収
益
源
を
確
立
し
ま

し
た
。

　
2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に
は
、６

代
目
と
し
て
橋
本
博
文
が
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
。近
年
で
は
I
T
関
連
事

業
の
強
化
に
加
え
、省
エ
ネ・新
エ
ネ
ル

識
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
こ
の
企

業
風
土
は
今
も
当
社
に
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
受
け
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
技
術
情
報
商
社
」を
標
榜

し
て
い
ま
す
。単
に
製
品
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、一
人
一
人

の
営
業
マ
ン
が
メ
ー
カ
ー
研
修
や
国
家

資
格
取
得
等
に
よ
り
、技
術
的
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
掴
み
、最
適
な
ご
提
案
を
行
う

と
い
っ
た
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
人

材
育
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
主
要
得
意
先
と
し
て
三
菱
重
工
業

様
、三
菱
電
機
様
、九
電
工
様
、官
公

庁
様
等
、し
っ
か
り
し
た
企
業
や
組
織

と
お
取
引
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ま

た
仕
入
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
、三
菱

電
機
グ
ル
ー
プ
様
を
は
じ
め
、パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
様
、東
芝
関
連
企
業

様
、ト
ヨ
タ
関
連
企
業
様
、丸
紅
関
連

企
業
様
等
、日
本
を
代
表
す
る
企
業

も
多
く
、そ
う
し
た
企
業
の
代
理
店
・

ニ
ー
ズ
に
即
応
出
来
る「
技
術
情
報
商

社
」で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
４
代
目
和
太
八
が
作
っ
た

次
の
よ
う
な
社
長
訓
が
あ
り
ま
す
。

一
、人
は
虚
言
を
い
わ
ぬ
事

一
、人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
事

一
、無
理
な
利
を
望
ま
ぬ
事

一
、常
に
よ
い
こ
と
を
す
る
よ
う
心
が

　  

け
る
事

一
、人
は
努
力
家
で
あ
る
事

全
社
員
の
机
の
上
に
は
葉
書
大
の
こ
の

社
長
訓
が
置
い
て
あ
り
、一
人
一
人
が

当
社
理
念
の
徹
底
を
図
り
、自
ら
の
行

動
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、地
域
の

模
範
的
な
社
会
人
た
る
よ
う
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
1
4
0
年
の
歴
史
は
、初
代

よ
り「
誠
実
」「
信
用
第
一
」を
心
掛

け
た
企
業
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
足

跡
で
あ
り
、こ
の
間
に
培
わ
れ
た
信
用

は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
と
認

▲基本理念

▲倉庫見学風景

▲４代目社長訓 ▲現在の本社（橋本商会ビル）

▲ISO14001認証 ▲六代目 橋本博文（現・代表取締役社長）

▲明治15年当時の中津屋橋本商店の様子

▲四代目 橋本和太八 ▲三代目 橋本行正 ▲二代目 橋本辰二郎 ▲初代 橋本雄造

▲原爆被災前の本社

基
本
理
念
と
４
代
目
社
長
訓

誠
実
を
基
と
す
る
企
業
風
土
の

上
に
成
り
立
つ「
技
術
情
報
商
社
」

▲五代目 橋本寛
  （現・代表取締役会長）
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　140年の歴史をお持ちの橋本商会様は、これまで数々の困難を各時代の
ニーズに即応して乗り越えられ、地域にそして社会に貢献してこられました。
また、専門知識や技術の習得に向けた人材育成に注力しておられる様は、誠実
と信用第一を常として企業活動に勤しんでこられた御社の事業に対する姿勢
そのものの現れであると感嘆致しました。
　御社の先達がそうであられたように、今後も時代のニーズを捉えるイノベー
ションを実現され、社会に求められ続ける企業たらんことを期待致しております。

株式会社 橋本商会

格
で
あ
る
I
S
O
9
0
0
1
を
取
得

し
た
国
内
専
門
工
場
で
、殻
か
ら
仁
ま

で
丸
ご
と
微
粉
末
化
後
カ
プ
セ
ル
化

し
た
も
の
で
、豊
富
な
栄
養
を
手
軽
に

補
う
こ
と
が
出
来
る
健
康
食
品
で
す
。

同
じ
く
梅
の
種
を
原
料
に
使
用
し
て
い

る
石
け
ん「
な
が
さ
き
梅
し
ゃ
ぼ
ん
」、

化
粧
水「
つ
る
つ
る
梅
し
ず
く
」等
と

と
も
に
、長
崎
市
油
屋
町
の
自
社
ア
ン

テ
ナ
シ
ョッ
プ
や
提
携
店
舗
で
の
直
販

と
当
社
通
販
サ
イ
ト「
長
崎
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
販
売
戦
略
の
検
討
・
改
善

を
行
い
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
の

定
着
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
既
存
営
業
部
門
で
も
、顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た「
省
エ
ネ
」「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」に
関
連
す
る
新
商
材
で
あ
る
太

陽
光
発
電
装
置
、イ
ン
バ
ー
タ
ー
や

L
E
D
照
明
等
の
各
種
製
品
を
販
売

し
て
お
り
、今
後
の
注
力
す
べ
き
商
材

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、商
社
に
お
け
る
財
産
は「
人
」

で
あ
る
と
い
う
想
い
に
立
脚
し
た「
社

員
教
育
を
通
じ
て
の
人
材
育
成
」も

販
売
店
と
し
て
信
用
あ
る
お
取
引
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
も
当
社
の
強

み
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ

に
、「
新
し
い
も
の
へ
の
取
り
組
み（
新

市
場
・
新
商
材
の
開
拓
）」が
あ
り
ま

す
。今
年
で
３
年
目
と
な
る
、梅
の
種

を
原
料
に
し
た「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」を

は
じ
め「
石
け
ん
」「
化
粧
品
」の
企
画

販
売
は
そ
の
代
表
例
で
す
。

　
古
来
よ
り
健
康
増
進
食
品
と
し
て

愛
用
さ
れ
て
き
た
梅
干
し
で
す
が
、そ

の
種
や
種
の
中
の「
仁
」に
は
、食
物
繊

維
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
栄
養
素
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。当
社
の
サ
プ
リ
メ

ン
ト
商
品「
梅
の
力
源
」は
、厳
選
し
た

紀
州
み
な
べ
産「
南
高
梅
」の
梅
干
し

の
種
を
原
料
と
し
て
、長
崎
で
天
日
干

し
し
て
成
分
を
凝
縮
さ
せ
た
後
に
、品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

重
点
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
く
資

格
取
得
を
推
奨
し
て
お
り
、多
く
の

社
員
が
施
工
管
理
分
野
の
資
格
取
得

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。今
で
は
、1
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
が
８
名
、

1
級
土
木
施
工
管
理
技
士
が
２
名
、

1
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
が
1

名
、1
級
造
園
施
工
管
理
技
士
が
1

名
お
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
専
門
知

識
や
技
術
を
持
っ
た
社
員
が
営
業
を

担
当
す
る
こ
と
で
、得
意
先
は
も
ち
ろ

ん
仕
入
れ
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
信
頼
の

獲
得
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
す
る
為
、新
入

社
員
ク
ラ
ス
、幹
部
社
員
ク
ラ
ス
等
週

３
ク
ラ
ス
の「
英
語
教
育
」も
実
施
し

て
い
ま
す
。T
O
E
I
C
受
験
も
勧

め
て
お
り
、昨
年
の
検
定
試
験
で
は
社

員
の
中
か
ら
9
0
0
点
・
8
0
0
点

以
上
が
各
1
名
ず
つ
認
定
さ
れ
ま
し

た
。当
社
認
定
の
資
格
取
得
に
関
し

て
は
、受
験
、専
門
学
校
で
の
学
習
、

教
材
購
入
等
に
か
か
る
費
用
を
当
社

で
全
額
補
助
す
る
と
と
も
に
、資
格
取

得
者
に
は
毎
年
恒
例
の
社
員
表
彰
の

際
に
金
一
封
を
贈
呈
す
る
等
し
て
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
ま
す
。こ
の

他
O
J
T
、多
様
な
社
員
教
育
や

メ
ー
カ
ー
が
開
催
し
て
い
る
研
修
へ
の

参
加
、全
国
で
の
展
示
会
参
加
や
海

外
視
察
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
よ
り
様
々
な
商
品
販
売
、サ
ー

ビ
ス
を
業
と
し
て
き
た
当
社
で
す
が
、

戦
後
は
長
崎
を
中
心
に
九
州
圏
内
の

企
業
や
官
公
庁
を
主
要
な
顧
客
と
し

て
、主
に
産
業
用
機
械
機
器
等
の
販
売

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。し
か
し
お
取

引
先
の
事
業
環
境
の
変
化
や
人
口
減

少
等
の
影
響
は
大
き
な
懸
念
要
因
で

あ
り
、既
存
事
業
だ
け
で
は
企
業
運
営

の
継
続
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
既
存
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
以
外
の

市
場
や
一
般
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
市
場
も
視
野
に
事
業
展
開
を
進

め
る
考
え
で
す
。

　
梅
を
ベ
ー
ス
に
し
た
健
康
事
業
以

外
に
も
、グ
ル
ー
プ
会
社
で
の
古
着
リ

サ
イ
ク
ル
の
F
C
加
盟
や
駐
車
場
関

連
事
業
、新
商
材
の
開
発
に
よ
る
市
場

開
拓
等
、新
規
事
業
を
模
索
し
て
い
ま

す
。既
存
事
業
で
も
新
し
い
商
材
、仕

入
先
を
探
し
、既
存
顧
客
へ
の
深
耕
を

図
る
と
と
も
に
、総
務
部
に
今
年
再
編

し
た
I
T
グ
ル
ー
プ
で
の
企
画
開
発

を
推
進
し
て
い
く
他
、安
定
し
た
収
益

を
継
続
し
て
い
る
不
動
産
事
業
も
更

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　「
企
業
変
革
の
歴
史
」と
も
換
言
で

き
る
1
4
0
年
の
当
社
の
軌
跡
。激

動
の
時
代
と
称
さ
れ
る
現
代
は
、ま
さ

に
企
業
変
革
を
行
う
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。今
日
の
当
社
も
か
つ
て
の

諸
先
輩
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
倣

い
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
商

材
の
開
拓
、新
業
態
へ
の
変
化
に
果
敢

に
挑
戦
し
、次
世
代
へ
の
継
承
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲梅の力源（カプセル）

▲梅の力源（通販用アルミパック）▲ながさき梅しゃぼん▲梅の力源（詰め合わせセット）

▲梅の種の天日干し風景▲左から小幡頭取、橋本社長、八起長崎営業部長

新
市
場
や
新
商
材
の
開
拓
、

そ
し
て
人
材
育
成
を
次
代
の

企
業
発
展
の
礎
と
し
て

先
人
の
姿
勢
を
手
本
に

こ
れ
か
ら
も
次
代
を
見
据
え
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

20FFG MONTHLY SURVEY Vol.51



親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　140年の歴史をお持ちの橋本商会様は、これまで数々の困難を各時代の
ニーズに即応して乗り越えられ、地域にそして社会に貢献してこられました。
また、専門知識や技術の習得に向けた人材育成に注力しておられる様は、誠実
と信用第一を常として企業活動に勤しんでこられた御社の事業に対する姿勢
そのものの現れであると感嘆致しました。
　御社の先達がそうであられたように、今後も時代のニーズを捉えるイノベー
ションを実現され、社会に求められ続ける企業たらんことを期待致しております。

株式会社 橋本商会

格
で
あ
る
I
S
O
9
0
0
1
を
取
得

し
た
国
内
専
門
工
場
で
、殻
か
ら
仁
ま

で
丸
ご
と
微
粉
末
化
後
カ
プ
セ
ル
化

し
た
も
の
で
、豊
富
な
栄
養
を
手
軽
に

補
う
こ
と
が
出
来
る
健
康
食
品
で
す
。

同
じ
く
梅
の
種
を
原
料
に
使
用
し
て
い

る
石
け
ん「
な
が
さ
き
梅
し
ゃ
ぼ
ん
」、

化
粧
水「
つ
る
つ
る
梅
し
ず
く
」等
と

と
も
に
、長
崎
市
油
屋
町
の
自
社
ア
ン

テ
ナ
シ
ョッ
プ
や
提
携
店
舗
で
の
直
販

と
当
社
通
販
サ
イ
ト「
長
崎
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
販
売
戦
略
の
検
討
・
改
善

を
行
い
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
の

定
着
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
既
存
営
業
部
門
で
も
、顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た「
省
エ
ネ
」「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」に
関
連
す
る
新
商
材
で
あ
る
太

陽
光
発
電
装
置
、イ
ン
バ
ー
タ
ー
や

L
E
D
照
明
等
の
各
種
製
品
を
販
売

し
て
お
り
、今
後
の
注
力
す
べ
き
商
材

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、商
社
に
お
け
る
財
産
は「
人
」

で
あ
る
と
い
う
想
い
に
立
脚
し
た「
社

員
教
育
を
通
じ
て
の
人
材
育
成
」も

販
売
店
と
し
て
信
用
あ
る
お
取
引
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
も
当
社
の
強

み
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ

に
、「
新
し
い
も
の
へ
の
取
り
組
み（
新

市
場
・
新
商
材
の
開
拓
）」が
あ
り
ま

す
。今
年
で
３
年
目
と
な
る
、梅
の
種

を
原
料
に
し
た「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」を

は
じ
め「
石
け
ん
」「
化
粧
品
」の
企
画

販
売
は
そ
の
代
表
例
で
す
。

　
古
来
よ
り
健
康
増
進
食
品
と
し
て

愛
用
さ
れ
て
き
た
梅
干
し
で
す
が
、そ

の
種
や
種
の
中
の「
仁
」に
は
、食
物
繊

維
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
栄
養
素
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。当
社
の
サ
プ
リ
メ

ン
ト
商
品「
梅
の
力
源
」は
、厳
選
し
た

紀
州
み
な
べ
産「
南
高
梅
」の
梅
干
し

の
種
を
原
料
と
し
て
、長
崎
で
天
日
干

し
し
て
成
分
を
凝
縮
さ
せ
た
後
に
、品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

重
点
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
く
資

格
取
得
を
推
奨
し
て
お
り
、多
く
の

社
員
が
施
工
管
理
分
野
の
資
格
取
得

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。今
で
は
、1
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
が
８
名
、

1
級
土
木
施
工
管
理
技
士
が
２
名
、

1
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
が
1

名
、1
級
造
園
施
工
管
理
技
士
が
1

名
お
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
専
門
知

識
や
技
術
を
持
っ
た
社
員
が
営
業
を

担
当
す
る
こ
と
で
、得
意
先
は
も
ち
ろ

ん
仕
入
れ
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
信
頼
の

獲
得
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
す
る
為
、新
入

社
員
ク
ラ
ス
、幹
部
社
員
ク
ラ
ス
等
週

３
ク
ラ
ス
の「
英
語
教
育
」も
実
施
し

て
い
ま
す
。T
O
E
I
C
受
験
も
勧

め
て
お
り
、昨
年
の
検
定
試
験
で
は
社

員
の
中
か
ら
9
0
0
点
・
8
0
0
点

以
上
が
各
1
名
ず
つ
認
定
さ
れ
ま
し

た
。当
社
認
定
の
資
格
取
得
に
関
し

て
は
、受
験
、専
門
学
校
で
の
学
習
、

教
材
購
入
等
に
か
か
る
費
用
を
当
社

で
全
額
補
助
す
る
と
と
も
に
、資
格
取

得
者
に
は
毎
年
恒
例
の
社
員
表
彰
の

際
に
金
一
封
を
贈
呈
す
る
等
し
て
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
ま
す
。こ
の

他
O
J
T
、多
様
な
社
員
教
育
や

メ
ー
カ
ー
が
開
催
し
て
い
る
研
修
へ
の

参
加
、全
国
で
の
展
示
会
参
加
や
海

外
視
察
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
よ
り
様
々
な
商
品
販
売
、サ
ー

ビ
ス
を
業
と
し
て
き
た
当
社
で
す
が
、

戦
後
は
長
崎
を
中
心
に
九
州
圏
内
の

企
業
や
官
公
庁
を
主
要
な
顧
客
と
し

て
、主
に
産
業
用
機
械
機
器
等
の
販
売

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。し
か
し
お
取

引
先
の
事
業
環
境
の
変
化
や
人
口
減

少
等
の
影
響
は
大
き
な
懸
念
要
因
で

あ
り
、既
存
事
業
だ
け
で
は
企
業
運
営

の
継
続
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
既
存
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
以
外
の

市
場
や
一
般
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
市
場
も
視
野
に
事
業
展
開
を
進

め
る
考
え
で
す
。

　
梅
を
ベ
ー
ス
に
し
た
健
康
事
業
以

外
に
も
、グ
ル
ー
プ
会
社
で
の
古
着
リ

サ
イ
ク
ル
の
F
C
加
盟
や
駐
車
場
関

連
事
業
、新
商
材
の
開
発
に
よ
る
市
場

開
拓
等
、新
規
事
業
を
模
索
し
て
い
ま

す
。既
存
事
業
で
も
新
し
い
商
材
、仕

入
先
を
探
し
、既
存
顧
客
へ
の
深
耕
を

図
る
と
と
も
に
、総
務
部
に
今
年
再
編

し
た
I
T
グ
ル
ー
プ
で
の
企
画
開
発

を
推
進
し
て
い
く
他
、安
定
し
た
収
益

を
継
続
し
て
い
る
不
動
産
事
業
も
更

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　「
企
業
変
革
の
歴
史
」と
も
換
言
で

き
る
1
4
0
年
の
当
社
の
軌
跡
。激

動
の
時
代
と
称
さ
れ
る
現
代
は
、ま
さ

に
企
業
変
革
を
行
う
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。今
日
の
当
社
も
か
つ
て
の

諸
先
輩
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
倣

い
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
商

材
の
開
拓
、新
業
態
へ
の
変
化
に
果
敢

に
挑
戦
し
、次
世
代
へ
の
継
承
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲梅の力源（カプセル）

▲梅の力源（通販用アルミパック）▲ながさき梅しゃぼん▲梅の力源（詰め合わせセット）

▲梅の種の天日干し風景▲左から小幡頭取、橋本社長、八起長崎営業部長

新
市
場
や
新
商
材
の
開
拓
、

そ
し
て
人
材
育
成
を
次
代
の

企
業
発
展
の
礎
と
し
て

先
人
の
姿
勢
を
手
本
に

こ
れ
か
ら
も
次
代
を
見
据
え
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
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「
親
和
銀
行 

新
頭
取 

小
幡 

修 

就
任
披
露
パ
ー
テ
ィ
」を

開
催
致
し
ま
し
た
。

「
地
元
で
働
け
る
喜
び
を
原
動
力
に
、

  

地
域
に
貢
献
し
た
い
。」

〜
Ｆ
Ｆ
Ｇ
設
立
５
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
〜

　
親
和
銀
行（
以
下
、当
行
）は
今
年
４
月
、新
頭
取
に「
小
幡 

修
」が
就
任
致
し
ま
し
た
。

就
任
を
記
念
し
、佐
世
保・長
崎
の
２
つ
の
会
場
で
就
任
披
露
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、７
月
11
日
に
佐
世
保
で
行
わ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
の
模
様
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
７
月
11
日（
水
）、新
頭
取
の
就
任
披
露

パ
ー
テ
ィ
を
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
J
R
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

（
佐
世
保
市
）で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、親
和
銀
行
の
役
員
は
も
ち
ろ
ん
、ふ
く
お

か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
）会
長
兼

社
長
谷
正
明
を
は
じ
め
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
役
員

30
名
が
、長
崎
県
北
部
や
福
岡・佐
賀・東
京
等
か
ら
お

取
引
先
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。当
日
は
、あ
い
に
く
の

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、8
0
0
名
を
超
え
る
お
客
さ
ま

に
お
越
し
頂
き
、盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
頭
取
の
小
幡
は
、パ
ー
テ
ィ
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
今

回
ご
縁
を
い
た
だ
き
、出
身
地
で
あ
る
長
崎
県
で
40
年

振
り
に
仕
事
が
出
来
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。頭
取
と

し
て
の
重
責
に
は
身
の
引
き
締
ま
る
想
い
だ
が
、全
身
全

霊
で
経
営
に
取
り
組
み
、今
後
も
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
得
て
、お
客
様
と
共
に
地
域
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
た

い
。」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
挨
拶
の
後
、会
場
は
Ｆ
Ｆ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
と
ご
来
場
者

の
皆
様
と
が
懇
親
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
来
場
頂
い
た
お
客
様
に
は
、今
回
の
パ
ー
テ
ィ
の

記
念
品
と
し
て
当
行
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
を

お
渡
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
、陶
器
や
食
品
等
の
長
崎
県
産
品

を
ご
準
備
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
、地
元
長
崎
県
を
愛

す
る
小
幡
の
こ
だ
わ
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　　
今
年
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
設
立
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。ブ
ラ

ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を

実
践
す
べ
く
、新
頭
取
小
幡
の
も
と
役
職
員
一
同
、日
々

の
業
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、地
元
の
企
業
様
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
全
体

で
一
丸
と
な
って
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、親
和
銀
行
並
び
に
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
に
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
岡
野
　
美
沙
子
）

お
ば
た     

お
さ
む

ふくおかフィナンシャルグループ
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ま
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は
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品

を
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の
で
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の
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で
も
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を
迎
え
ま
す
。ブ
ラ

ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
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に
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く
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遂
行
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と
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に
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に
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出
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よ
う
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プ
全
体

で
一
丸
と
な
って
邁
進
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。

　
今
後
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、親
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銀
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並
び
に
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
に
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わ
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ご
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す
よ
う
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す
。
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岡
野
　
美
沙
子
）

お
ば
た     

お
さ
む

ふくおかフィナンシャルグループ
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私
達
の
食
卓
に
届
く
緑
茶
は
、長
い

歳
月
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
愛
情
に

育
ま
れ
て
美
味
し
い
お
茶
に
な
り
ま
す
。

な
だ
ら
か
に
広
が
る
美
し
い
茶
畑
は
、

日
本
人
の
お
茶
に
対
す
る
愛
情
の
深
さ

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
ん
な

お
茶
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て「
Ｃ
Ｈ
Ａ   

Ｃ
Ｈ
Ａ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

を
自
費
出
版
し
、私
が「
お
茶
と
健
康

と
料
理
」を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
や
が

て
４０
年
近
く
な
り
ま
す
。　

　
し
か
し
２１
世
紀
を
迎
え
、地
球
環
境
の

変
化
や
我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化

な
ど
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。そ
し
て
高
度
成
長
と
共
に
経
済
的
に

は
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、長
年
培
っ
て
き
た

日
本
人
が
誇
れ
る
伝
統
と
文
化
を
失
い

つ
つ
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、世
界
的
に
は
お
茶
に
対
す
る
注
目

度
が
高
ま
る
な
か
で
、残
念
か
な
、当
の

日
本
で
は
若
者
に
は
、古
い
飲
み
物
、あ
る

い
は
知
ら
な
い
が
た
め
に
、新
し
い
飲
み

物
に
思
わ
れ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
私
達
は
こ
の
た
び
、伝
え
ら
れ
た
食
文

化
や
緑
茶
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
積
極

的
な
交
流
を
国
内
外
で
進
め
て
い
き
、

情
報
発
信
を
目
的
に
「
一
般
社
団
法
人

お
茶
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
組
織
化
し
、

活
動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
茶
に
は
日
本
人
が
誇
れ
る
伝
統
と

文
化
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ル
ー
ツ
は
九
州

と
の
か
か
わ
り
が
深
い
。中
国
の
宋
よ
り

帰
朝
し
た
栄
西
の
上
陸
地
平
戸
、日
本

茶
栽
培
の
発
祥
の
地「
東
背
振
山
」、

博
多
に
は
茶
祖
栄
西
が
開
山
し
た
日
本

最
初
の
禅
寺「
聖
福
寺
」、八
女
茶
発
祥

「
霊
巌
寺
」、豊
臣
秀
吉
と
か
か
わ
り
の

深
か
っ
た
博
多
の
豪
商「
神
屋
宗
湛
」、

煎
茶
を「
道
」に
ま
で
高
め
た
高
邁
な

志
の
人
、佐
賀
の「
高
遊
外
売
茶
翁
」、

又
幕
末
に
は
日
本
茶
を
初
め
て
輸
出
し

た
長
崎
の
女
性
貿
易
商「
大
浦
慶
」な
ど

感
動
深
い
歴
史
、文
化
が
あ
り
ま
す
。

　
茶
産
地
と
し
て
も
九
州
各
地
に
今
も
日

本
有
数
の
茶
ど
こ
ろ
を
抱
え
て
い
ま
す
。生

産
量
で
は
日
本
第
２
位
の
鹿
児
島
、八
女
、

嬉
野
、東
彼
杵
、霧
島
、熊
本
な
ど
九
州
で

ま
と
ま
る
と
日
本
一
の
大
産
地
で
す
。

　
こ
の
４０
年
の「
緑
茶
の
用
途
別
原
料

使
用
状
況
」を
見
る
と
、お
茶
は
リ
ー
フ

と
し
て
飲
む
だ
け
で
な
く
、む
し
ろ
ド
リ

ン
ク
用
の
使
用
量
や
加
工
原
料
へ
の
使

用
量
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
肝
心
な
リ
ー
フ
で
の
使
用

状
況
を
見
る
と
、約
半
量
に
減
少
し
、

若
年
層
で
は
茶
葉
と
し
て
買
う
人
が
激

減
し
て
い
ま
す
。（
表
1
）

　
日
本
人
の
味
覚
を
育
ん
で
き
た
は
ず
の

お
茶
の
消
費
量
が
減
り
、急
須
の
な
い
家

庭
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。（
表
2
）

　
飲
む
人
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
で
、

茶
業
界
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

お
茶
の
振
興
に
関
す
る
法
律
に
も
あ
る

よ
う
に
、茶
文
化
に
根
ざ
し
た
日
本
の
食

と
日
本
人
の
精
神
や
文
化
を
復
興
さ

せ
、実
り
あ
る
国
作
り
と
豊
か
な
国
民

生
活
の
実
現
に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
か
と
強
く
思
わ
れ
ま
す
。

　
ご
く
自
然
に
口
に
し
て
い
る
お
茶
は
、

日
本
人
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
、ゆ
と
り
の
時
間
を
生
み
出
し
て
く

れ
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
で
育
ま
れ
た
お
茶
は
、人
々
の

暮
ら
し
に
深
く
馴
染
み
、精
神
文
化
や

芸
術
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
今
日
、お
茶
の
効
能
や

文
化
的
価
値
が
海
外
に
も
知
ら
れ
る
に

は
じ
め
に

一般社団法人
お茶結びプロジェクト

理事長 徳永 睦子 氏

日
本
の
お
茶
文
化
発
祥
の
地

九
州
と
そ
の
歴
史
　

日
本
茶
の
効
能

お
茶
の
消
費
状
況
と
課
題

お
茶
で

農
商
工
連
携

九
州
発 

お
茶
に
よ
る
九
州
経
済
の

活
性
化
と
お
茶
文
化
の
創
造
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私
達
の
食
卓
に
届
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緑
茶
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、長
い

歳
月
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
愛
情
に

育
ま
れ
て
美
味
し
い
お
茶
に
な
り
ま
す
。

な
だ
ら
か
に
広
が
る
美
し
い
茶
畑
は
、

日
本
人
の
お
茶
に
対
す
る
愛
情
の
深
さ

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
ん
な

お
茶
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て「
Ｃ
Ｈ
Ａ   

Ｃ
Ｈ
Ａ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

を
自
費
出
版
し
、私
が「
お
茶
と
健
康

と
料
理
」を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
や
が

て
４０
年
近
く
な
り
ま
す
。　

　
し
か
し
２１
世
紀
を
迎
え
、地
球
環
境
の

変
化
や
我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化

な
ど
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。そ
し
て
高
度
成
長
と
共
に
経
済
的
に

は
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、長
年
培
っ
て
き
た

日
本
人
が
誇
れ
る
伝
統
と
文
化
を
失
い

つ
つ
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、世
界
的
に
は
お
茶
に
対
す
る
注
目

度
が
高
ま
る
な
か
で
、残
念
か
な
、当
の

日
本
で
は
若
者
に
は
、古
い
飲
み
物
、あ
る

い
は
知
ら
な
い
が
た
め
に
、新
し
い
飲
み

物
に
思
わ
れ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
私
達
は
こ
の
た
び
、伝
え
ら
れ
た
食
文

化
や
緑
茶
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
積
極

的
な
交
流
を
国
内
外
で
進
め
て
い
き
、

情
報
発
信
を
目
的
に
「
一
般
社
団
法
人

お
茶
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
組
織
化
し
、

活
動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
茶
に
は
日
本
人
が
誇
れ
る
伝
統
と

文
化
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ル
ー
ツ
は
九
州

と
の
か
か
わ
り
が
深
い
。中
国
の
宋
よ
り

帰
朝
し
た
栄
西
の
上
陸
地
平
戸
、日
本

茶
栽
培
の
発
祥
の
地「
東
背
振
山
」、

博
多
に
は
茶
祖
栄
西
が
開
山
し
た
日
本

最
初
の
禅
寺「
聖
福
寺
」、八
女
茶
発
祥

「
霊
巌
寺
」、豊
臣
秀
吉
と
か
か
わ
り
の

深
か
っ
た
博
多
の
豪
商「
神
屋
宗
湛
」、

煎
茶
を「
道
」に
ま
で
高
め
た
高
邁
な

志
の
人
、佐
賀
の「
高
遊
外
売
茶
翁
」、

又
幕
末
に
は
日
本
茶
を
初
め
て
輸
出
し

た
長
崎
の
女
性
貿
易
商「
大
浦
慶
」な
ど

感
動
深
い
歴
史
、文
化
が
あ
り
ま
す
。

　
茶
産
地
と
し
て
も
九
州
各
地
に
今
も
日

本
有
数
の
茶
ど
こ
ろ
を
抱
え
て
い
ま
す
。生

産
量
で
は
日
本
第
２
位
の
鹿
児
島
、八
女
、

嬉
野
、東
彼
杵
、霧
島
、熊
本
な
ど
九
州
で

ま
と
ま
る
と
日
本
一
の
大
産
地
で
す
。

　
こ
の
４０
年
の「
緑
茶
の
用
途
別
原
料

使
用
状
況
」を
見
る
と
、お
茶
は
リ
ー
フ

と
し
て
飲
む
だ
け
で
な
く
、む
し
ろ
ド
リ

ン
ク
用
の
使
用
量
や
加
工
原
料
へ
の
使

用
量
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
肝
心
な
リ
ー
フ
で
の
使
用

状
況
を
見
る
と
、約
半
量
に
減
少
し
、

若
年
層
で
は
茶
葉
と
し
て
買
う
人
が
激

減
し
て
い
ま
す
。（
表
1
）

　
日
本
人
の
味
覚
を
育
ん
で
き
た
は
ず
の

お
茶
の
消
費
量
が
減
り
、急
須
の
な
い
家

庭
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。（
表
2
）

　
飲
む
人
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
で
、

茶
業
界
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

お
茶
の
振
興
に
関
す
る
法
律
に
も
あ
る

よ
う
に
、茶
文
化
に
根
ざ
し
た
日
本
の
食

と
日
本
人
の
精
神
や
文
化
を
復
興
さ

せ
、実
り
あ
る
国
作
り
と
豊
か
な
国
民

生
活
の
実
現
に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
か
と
強
く
思
わ
れ
ま
す
。

　
ご
く
自
然
に
口
に
し
て
い
る
お
茶
は
、

日
本
人
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
、ゆ
と
り
の
時
間
を
生
み
出
し
て
く

れ
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
で
育
ま
れ
た
お
茶
は
、人
々
の

暮
ら
し
に
深
く
馴
染
み
、精
神
文
化
や

芸
術
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
今
日
、お
茶
の
効
能
や

文
化
的
価
値
が
海
外
に
も
知
ら
れ
る
に

は
じ
め
に

一般社団法人
お茶結びプロジェクト

理事長 徳永 睦子 氏

日
本
の
お
茶
文
化
発
祥
の
地

九
州
と
そ
の
歴
史
　

日
本
茶
の
効
能

お
茶
の
消
費
状
況
と
課
題

お
茶
で

農
商
工
連
携

九
州
発 

お
茶
に
よ
る
九
州
経
済
の

活
性
化
と
お
茶
文
化
の
創
造
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つ
れ
、お
茶
に
対
す
る
関
心
は
全
世
界
的

な
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
お
茶
は
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、も
と
も
と
ク
ス
リ
で
し
た
。お
茶
の

発
祥
の
地
、中
国
に
、そ
の
昔
、「
神
農
」

と
呼
ば
れ
た
、漢
方
医
学
の
祖
で
あ
る
中

国
古
代
の
伝
説
的「
神
」が
い
ま
し
た
。

神
農
は
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
草
根
木
皮
の

中
か
ら
薬
効
を
探
し
出
そ
う
と
し
て

山
野
を
駆
け
め
ぐ
り
、採
っ
て
は
自
ら
食

べ
て
薬
効
を
確
か
め
、毒
に
あ
た
る
と
、

そ
の
つ
ど
お
茶
の
葉
で
解
毒
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
中
国
の
唐
の
時
代
の
文
人
、

陸
羽
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
初
め
て
の
お
茶

の
専
門
書『
茶
経
』に
で
て
く
る
伝
説
で
す

が
、こ
の
本
に
は
、他
に
い
ろ
い
ろ
な
お
茶

の
効
能
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、当
時

（
7
7
0
年
頃
）す
で
に
、お
茶
が
保
健
飲

料
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　
日
本
に
お
茶
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

平
安
初
期（
8
0
0
年
頃
）、最
澄
、

空
海
、永
忠
な
ど
、唐
に
渡
っ
た
僧
侶
た

ち
が
、ク
ス
リ
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
時
と

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、日
本
に
お
け

る
喫
茶
の
実
質
的
な
始
祖
と
さ
れ
る
鎌

倉
時
代
の
禅
僧
、栄
西
は「
茶
は
養
生
の

仙
薬
な
り
　
延
命
の
妙
術
な
り
」と
い
う
、

お
茶
の
効
用
と
し
て
有
名
な
言
葉
を

『
喫
茶
養
生
記
』の
中
に
記
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、わ
び
、さ
び
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
茶
の
湯（
茶
道
）も
確
立
さ
れ
、

日
本
文
化
の
原
点
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た

お
茶
は
、庶
民
に
欠
か
せ
な
い「
日
常
茶

飯
」の
飲
み
物
へ
と
、変
遷
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。主
食
と
し
て
の
ご
飯
、そ
し
て

そ
れ
を
支
え
る
飲
み
物
と
し
て
の
お
茶
、

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、長
寿
世
界
一
の

秘
密
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
日
本
型

食
生
活
」が
形
成
さ
れ
、今
日
に
続
い
て

い
る
の
で
す
。

　
お
茶
は
ま
さ
に
心
を
癒
す
「
カ
ル

チ
ャ
ー
」、体
を
癒
す「
サ
イ
エ
ン
ス
」。

両
方
を
兼
ね
備
え
、日
本
人
の
人
間
形

成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　　
日
本
人
が
昔
か
ら
親
し
ん
で
き
た
お

茶
は
、今
や〝
飲
む
〞だ
け
で
な
く〝
食
べ

る
〞も
の
と
し
て
、少
し
ず
つ
そ
の
ス
タ
イ

ル
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。ハ
ー
ブ
同
様
、

飲
ん
で
食
べ
ら
れ
る
ス
ー
パ
ー
緑
黄
野
菜

と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い

る
の
で
す
。清
々
し
い
色
と
香
り
の
中
に

た
く
さ
ん
の
機
能
性
を
秘
め
た
お
茶
を

上
手
に
、お
し
ゃ
れ
に
、毎
日
の
食
生
活
の

中
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

　
お
茶
に
は
代
表
的
に
３
つ
の
主
要
成
分

が
あ
り
ま
す
、カ
テ
キ
ン
、カ
フ
ェ
イ
ン
、テ

ア
ニ
ン
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
学
会
で
は
保
健
的

効
能
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、食
材
と
し

て
の
お
茶
の
魅
力
は
効
能
を
上
手
に
引
き

出
し
た
お
茶
料
理
に
あ
り
ま
す
。（
表
3
）

　

一
煎
、二
煎
、三
煎
飲
ん
で
も
１
/
３
の

成
分
し
か
摂
取
で
き
な
い
、残
り
の
２
/

３
の
成
分
は
不
溶
性
成
分
と
し
て
茶
ガ
ラ

に
残
る
な
ら
ば
、丸
ご
と
飲
ん
で
食
べ
る
こ

と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
お
茶
を
食
材
細
見
し
た
と
き
、

お
茶
に
関
す
る
数
多
く
の
論
文
発
表
や
、

学
者
の
先
生
方
の
研
究
成
果
を
家
庭
の

キ
ッ
チ
ン
に
ま
で
落
と
し
こ
ん
で
料
理
と
い

う
形
で
紹
介
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
お
茶
料
理
は
、効
果
効
能
や
特
性
を
理

解
し
た
う
え
で
、目
的
を
も
っ
て
お
茶
を

使
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
茶
カ
テ
キ
ン
の
抗
菌
作
用
を
い
か
し

て
、魚
や
肉
の
下
処
理
や
魚
加
工
品
へ
の

酸
化
防
止
利
用
。魚
肉
や
畜
肉
飼
料
に

緑
茶
抽
出
物
を
活
用
す
る
こ
と
で
、安
全

機
能
性
が
高
く
、本
来
の
味
を
損
な
わ
な

い
、食
品
作
り
を
提
唱
し
、実
現
し
た
の

が
、当
時
三
池
農
業
高
校
の
金
子
先
生
の

協
力
を
得
て〝
カ
テ
キ
ン
鶏
〞〝
カ
テ
キ
ン

卵
〞と
し
て
う
ま
れ
た
の
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。通
常
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
カ
テ
キ
ン

鶏
の
飼
育
１３
週
間
後
の
体
脂
肪
の
比

較
、過
酸
化
物
価
、官
能
テ
ス
ト
な
ど
に

お
い
て
有
意
性
が
見
ら
れ
た
の
は
、キ
ッ

チ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
お
茶
の
パ
ワ
ー

を
実
感
し
た
テ
ス
ト
で
し
た
。楽
し
い
お

茶
の
商
品
開
発
と
し
て
、私
が
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
八
女
市
星
野
村
の

「
し
ず
く
茶
」に
お
い
て
は
、ず
い
ぶ
ん
各

地
で
究
極
の
お
茶
の
楽
し
み
方
と
し
て
、

普
及
活
動
も
し
、今
で
は
全
国
に「
玉
露

振
興
会
」も
活
発
に
な
り
、各
地
で「
露

茶
」「
す
す
り
茶
」と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。玉
露
ほ
ど
の
高
級
茶

は
飲
ん
だ
後
、食
し
て
も
良
く
、ま
さ
に

飲
ん
で
、食
べ
て
、癒
さ
れ
る
お
茶
で
す
。

　
私
が
し
ず
く
茶
と
一
緒
に
２０
年
前
に

開
発
・
商
品
化
し
た「
ち
ゅ
う
茶
」は
焼

酎
用
の
お
茶
と
し
て
、愛
飲
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。現
在
お
茶
に
は
様
々
な
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
有
り
ま
す
が
、将
来
さ
ら

に
品
種
改
良
さ
れ
て
、色
や
よ
り
機
能
性

の
高
い
お
茶
や
、も
っ
と
柔
ら
か
く
野
菜

感
覚
で
食
べ
ら
れ
る
お
茶
、料
理
素
材
と

し
て
適
す
る
品
種
が
誕
生
す
る
の
で
は

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

飲
む
お
茶
か
ら

食
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る
お
茶
へ
の
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26FFG MONTHLY SURVEY Vol.51



つ
れ
、お
茶
に
対
す
る
関
心
は
全
世
界
的

な
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
お
茶
は
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、も
と
も
と
ク
ス
リ
で
し
た
。お
茶
の

発
祥
の
地
、中
国
に
、そ
の
昔
、「
神
農
」

と
呼
ば
れ
た
、漢
方
医
学
の
祖
で
あ
る
中

国
古
代
の
伝
説
的「
神
」が
い
ま
し
た
。

神
農
は
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
草
根
木
皮
の

中
か
ら
薬
効
を
探
し
出
そ
う
と
し
て

山
野
を
駆
け
め
ぐ
り
、採
っ
て
は
自
ら
食

べ
て
薬
効
を
確
か
め
、毒
に
あ
た
る
と
、

そ
の
つ
ど
お
茶
の
葉
で
解
毒
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
中
国
の
唐
の
時
代
の
文
人
、

陸
羽
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
初
め
て
の
お
茶

の
専
門
書『
茶
経
』に
で
て
く
る
伝
説
で
す

が
、こ
の
本
に
は
、他
に
い
ろ
い
ろ
な
お
茶

の
効
能
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、当
時

（
7
7
0
年
頃
）す
で
に
、お
茶
が
保
健
飲

料
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　
日
本
に
お
茶
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

平
安
初
期（
8
0
0
年
頃
）、最
澄
、

空
海
、永
忠
な
ど
、唐
に
渡
っ
た
僧
侶
た

ち
が
、ク
ス
リ
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
時
と

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、日
本
に
お
け

る
喫
茶
の
実
質
的
な
始
祖
と
さ
れ
る
鎌

倉
時
代
の
禅
僧
、栄
西
は「
茶
は
養
生
の

仙
薬
な
り
　
延
命
の
妙
術
な
り
」と
い
う
、

お
茶
の
効
用
と
し
て
有
名
な
言
葉
を

『
喫
茶
養
生
記
』の
中
に
記
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、わ
び
、さ
び
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
茶
の
湯（
茶
道
）も
確
立
さ
れ
、

日
本
文
化
の
原
点
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た

お
茶
は
、庶
民
に
欠
か
せ
な
い「
日
常
茶

飯
」の
飲
み
物
へ
と
、変
遷
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。主
食
と
し
て
の
ご
飯
、そ
し
て

そ
れ
を
支
え
る
飲
み
物
と
し
て
の
お
茶
、

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、長
寿
世
界
一
の

秘
密
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
日
本
型

食
生
活
」が
形
成
さ
れ
、今
日
に
続
い
て

い
る
の
で
す
。

　
お
茶
は
ま
さ
に
心
を
癒
す
「
カ
ル

チ
ャ
ー
」、体
を
癒
す「
サ
イ
エ
ン
ス
」。

両
方
を
兼
ね
備
え
、日
本
人
の
人
間
形

成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　　
日
本
人
が
昔
か
ら
親
し
ん
で
き
た
お

茶
は
、今
や〝
飲
む
〞だ
け
で
な
く〝
食
べ

る
〞も
の
と
し
て
、少
し
ず
つ
そ
の
ス
タ
イ

ル
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。ハ
ー
ブ
同
様
、

飲
ん
で
食
べ
ら
れ
る
ス
ー
パ
ー
緑
黄
野
菜

と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い

る
の
で
す
。清
々
し
い
色
と
香
り
の
中
に

た
く
さ
ん
の
機
能
性
を
秘
め
た
お
茶
を

上
手
に
、お
し
ゃ
れ
に
、毎
日
の
食
生
活
の

中
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

　
お
茶
に
は
代
表
的
に
３
つ
の
主
要
成
分

が
あ
り
ま
す
、カ
テ
キ
ン
、カ
フ
ェ
イ
ン
、テ

ア
ニ
ン
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
学
会
で
は
保
健
的

効
能
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、食
材
と
し

て
の
お
茶
の
魅
力
は
効
能
を
上
手
に
引
き

出
し
た
お
茶
料
理
に
あ
り
ま
す
。（
表
3
）

　

一
煎
、二
煎
、三
煎
飲
ん
で
も
１
/
３
の

成
分
し
か
摂
取
で
き
な
い
、残
り
の
２
/

３
の
成
分
は
不
溶
性
成
分
と
し
て
茶
ガ
ラ

に
残
る
な
ら
ば
、丸
ご
と
飲
ん
で
食
べ
る
こ

と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
お
茶
を
食
材
細
見
し
た
と
き
、

お
茶
に
関
す
る
数
多
く
の
論
文
発
表
や
、

学
者
の
先
生
方
の
研
究
成
果
を
家
庭
の

キ
ッ
チ
ン
に
ま
で
落
と
し
こ
ん
で
料
理
と
い

う
形
で
紹
介
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
お
茶
料
理
は
、効
果
効
能
や
特
性
を
理

解
し
た
う
え
で
、目
的
を
も
っ
て
お
茶
を

使
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
茶
カ
テ
キ
ン
の
抗
菌
作
用
を
い
か
し

て
、魚
や
肉
の
下
処
理
や
魚
加
工
品
へ
の

酸
化
防
止
利
用
。魚
肉
や
畜
肉
飼
料
に

緑
茶
抽
出
物
を
活
用
す
る
こ
と
で
、安
全

機
能
性
が
高
く
、本
来
の
味
を
損
な
わ
な

い
、食
品
作
り
を
提
唱
し
、実
現
し
た
の

が
、当
時
三
池
農
業
高
校
の
金
子
先
生
の

協
力
を
得
て〝
カ
テ
キ
ン
鶏
〞〝
カ
テ
キ
ン

卵
〞と
し
て
う
ま
れ
た
の
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。通
常
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
カ
テ
キ
ン

鶏
の
飼
育
１３
週
間
後
の
体
脂
肪
の
比

較
、過
酸
化
物
価
、官
能
テ
ス
ト
な
ど
に

お
い
て
有
意
性
が
見
ら
れ
た
の
は
、キ
ッ

チ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
お
茶
の
パ
ワ
ー

を
実
感
し
た
テ
ス
ト
で
し
た
。楽
し
い
お

茶
の
商
品
開
発
と
し
て
、私
が
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
八
女
市
星
野
村
の

「
し
ず
く
茶
」に
お
い
て
は
、ず
い
ぶ
ん
各

地
で
究
極
の
お
茶
の
楽
し
み
方
と
し
て
、

普
及
活
動
も
し
、今
で
は
全
国
に「
玉
露

振
興
会
」も
活
発
に
な
り
、各
地
で「
露

茶
」「
す
す
り
茶
」と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。玉
露
ほ
ど
の
高
級
茶

は
飲
ん
だ
後
、食
し
て
も
良
く
、ま
さ
に

飲
ん
で
、食
べ
て
、癒
さ
れ
る
お
茶
で
す
。

　
私
が
し
ず
く
茶
と
一
緒
に
２０
年
前
に

開
発
・
商
品
化
し
た「
ち
ゅ
う
茶
」は
焼

酎
用
の
お
茶
と
し
て
、愛
飲
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。現
在
お
茶
に
は
様
々
な
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
有
り
ま
す
が
、将
来
さ
ら

に
品
種
改
良
さ
れ
て
、色
や
よ
り
機
能
性

の
高
い
お
茶
や
、も
っ
と
柔
ら
か
く
野
菜

感
覚
で
食
べ
ら
れ
る
お
茶
、料
理
素
材
と

し
て
適
す
る
品
種
が
誕
生
す
る
の
で
は

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

飲
む
お
茶
か
ら

食
べ
る
お
茶
へ
の
変
革

自
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：
お
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理
を
通
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た
い
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茶
の
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化
と
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イ
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ス
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昨
今
の
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
、日
本

文
化
、産
業
の
伝
承
も
厳
し
い
の
が
現
状

か
と
思
わ
れ
ま
す
。今
ま
さ
に
伝
え
る

努
力
、見
直
し
に
よ
る
原
点
回
帰
、次
世

代
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
へ
の「
食
育
、

茶
育
」の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日
本
茶
普
及
協
会
」で

は
１
年
目
は
、福
岡
市
博
物
館
に
て「
茶

育
で
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」と
し

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、食
育
イ
ベ
ン
ト
、お
茶

の
淹
れ
か
た
親
子
体
験
な
ど
を
行
い
、九

州
博
物
館
で
も
、秋
の
口
切
り
の
儀
や
ふ

る
ま
い
茶
の
催
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
１０
月
７
、８
日
は
第
１
回「
聖
福

寺
献
上
茶
壷
道
中
」を
開
催
。こ
れ
は
九

州
茶
主
要
産
地
市
町
村
協
議
会
の
協
力

を
得
て
、各
地
様
々
な
栽
培
、生
産
技

術
、製
茶
技
術
を
持
つ
九
州
の
茶
産
地

か
ら
其
々
の
特
徴
の
あ
る
茶
を
茶
壺
に

入
れ
、茶
祖
/
栄
西
禅
師
が
建
立
し
た

日
本
最
初
の
禅
寺「
聖
福
寺
」（
福
岡
市

博
多
区
御
供
町
）ま
で
を
茶
壺
道
中
で

練
り
歩
き
奉
納
す
る
。博
多
駅
ま
で
は

九
州
新
幹
線
を
使
い
、同
駅
前
か
ら
は

茶
壺
を
茶
駕
籠
に
の
せ
約
２
km
を
40
分

か
け
て
総
勢
1
0
0
人
程
度
の
行
列
を

つ
く
り
運
ぶ
。ま
た
、九
州
の
お
茶
文
化

P
R
の
た
め
に
博
多
駅
前
と
聖
福
寺
境

内
で
は
、お
も
て
な
し
の
茶
席
を
用
意
し

九
州
各
地
の
お
茶
や
お
茶
関
連
商
品
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。　

　
当
企
画
は
、九
州
の
お
茶
の
消
費

拡
大
と
普
及
、子
供
た
ち
の
教
育
等
を

九
州
全
体
が一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、そ

の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
恒
例
化
に
よ
っ
て
、九
州
の

茶
産
地
の
結
束
力
を
高
め
、日
本
の
お

茶
文
化
発
祥
の
地〝
九
州
〞を
広
く
知
ら

し
め
、九
州
の
人
々
が
そ
の
文
化
的
な
資

産
価
値
に
誇
り
を
持
ち
、お
茶
文
化
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
九
州
の

お
茶
と
伝
統
産
業
の
復
興
を
図
る
糸
口

に
な
り
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
っ
て
、お
茶
の
消
費
拡
大
と
そ
の
関

連
す
る
伝
統
的
な
食
文
化・産
業
を
国
内

外
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
し
て
、各
茶
生
産
地
及
び
九
州
経
済
全

体
の
活
性
化
の
一
助
と
し
、同
時
に
、お

茶
文
化
に
溢
れ
る
九
州
の〝
テ
ィ
ー
ロ
ー

ド
観
光「
学
ぶ・交
流
す
る・体
験
す
る
」〞

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、併
せ
て
九
州
経

済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
は
世
界
の
日
本
文
化
へ
の
関
心

度
の
高
い
人
、茶
業
関
係
者
や
お
茶
愛

飲
家
が
九
州
一
円
に
集
う〝
お
茶
の
世

界
見
本
市
〞の
誘
致
へ
と
繋
げ
、ま
さ
に

「
お
茶
で
九
州
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ
」第
一
歩

に
し
た
い
も
の
で
す
。お
茶
が
、新
た
な

農
商
工
連
携
の
幕
開
け
の
た
め
の
起
爆

剤
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　
一
家
団
欒
の
場
所
が
茶
の
間
か
ら
リ

ビ
ン
グ
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
中
で
、お

茶
の
登
場
す
る
機
会
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
る
こ
と
は
、と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

普
段
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
な
い

親
子
や
家
族
、時
に
は
お
友
達
と
向
か
い

合
っ
て
お
茶
を
飲
む
と一
緒
に
い
ら
れ
る

幸
せ
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、人
生
で
大

切
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
教
わ
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
々
の
食
卓
を
大
事
に
し
、そ
の
中

で
一
杯
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
家
族
と

語
ら
う
こ
と
が
ひ
い
て
は
世
の
中
の
平
安

を
育
む
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
相
国
寺
派
管
長
有
馬
頼
底
先
生
の
お

筆
の
短
冊
で
「
一
盌
生
平
和
」（
い
ち
わ

ん
へい
わ
を
う
む
）む
）・・・　

　
一
服
の
茶
が
心
を
和
ま
せ
平
和
を
生

む
。茶
の
湯
の
精
神
は「
千
里
同
風
」で
あ

り
、茶
を
喫
す
る
と
こ
ろ
に
も
、人
類
の
平

和
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。と
ご
説

明
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。書
か
れ
た
そ

の
言
葉
に
私
は
深
く
感
じ
入
り
、あ
ら
た

め
て
お
茶
の
道
を
極
め
る
甲
斐
を
思
い

ま
し
た
。お
茶
を
学
ぶ
楽
し
さ
の
一
つ
に
、

こ
う
し
た
言
葉
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

禅
の
世
界
に
は「
且
座
喫
茶
」と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。ま
た
私
の
ふ
る
さ
と

鹿
児
島
で
は
方
言
で「
お
茶
い
っぺ
」と
い

う
言
い
方
を
し
ま
す
。ど
ち
ら
も「
ま
あ
、

お
座
り
な
さ
い
。お
茶
で
も
い
か
が
」と
い

う
意
味
で
す
が
、そ
の
根
底
に
は
一
杯
の

お
茶
が
た
だ
喉
の
乾
き
を
潤
す
だ
け
で
な

く
、人
の
心
を
育
む
と
い
う
教
え
が
あ

り
、私
は
い
つ
も
そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。生
産
者
で
も
業
者
で
も

な
い
私
で
す
が
、お
茶
を
飲
む
人
を
育
て

な
け
れ
ば
次
世
代
へつ
な
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
、お
茶
の
あ
る

豊
か
な
生
活
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。茶
の
間
の
力
を
今
、も
う

一
度
見
直
し
、お
茶
の
時
間
で
家
族
、

日
本
の
元
気
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、熱
い
思
い
と
考
え
を
同
じ

に
す
る
仲
間
、ま
さ
に「
茶
育
指
導
士
」

を
養
成
し
、草
の
根
運
動
こ
そ
が
人
作

り
、将
来
の「
日
本
人
ら
し
い
人
育
て
」に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。茶
育
指
導
士
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

お
茶
で
九
州
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ

茶
育
の
未
来
：

食
育・茶
育
の
大
切
さ

少し前まではスローフード、ヘルシー志向の高まり、そし
て今、海外からの旅行者が増えていることもあるのか
和文化が流行の兆しを見せています。
東京、京都、大阪では日本茶を提供するカフェも次々に
オープン。いずれもモダンな店づくりで馴染み深い日本
茶の新しさを提供する店舗が増えています。きっと福岡
でも増えることでしょう。
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▲第1回「聖福寺献上茶壷道中」

し
ゃ
ざ
き
っ
さ
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昨
今
の
茶
業
を
取
り
巻
く
環
境
、日
本

文
化
、産
業
の
伝
承
も
厳
し
い
の
が
現
状

か
と
思
わ
れ
ま
す
。今
ま
さ
に
伝
え
る

努
力
、見
直
し
に
よ
る
原
点
回
帰
、次
世

代
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
へ
の「
食
育
、

茶
育
」の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日
本
茶
普
及
協
会
」で

は
１
年
目
は
、福
岡
市
博
物
館
に
て「
茶

育
で
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」と
し

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、食
育
イ
ベ
ン
ト
、お
茶

の
淹
れ
か
た
親
子
体
験
な
ど
を
行
い
、九

州
博
物
館
で
も
、秋
の
口
切
り
の
儀
や
ふ

る
ま
い
茶
の
催
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
１０
月
７
、８
日
は
第
１
回「
聖
福

寺
献
上
茶
壷
道
中
」を
開
催
。こ
れ
は
九

州
茶
主
要
産
地
市
町
村
協
議
会
の
協
力

を
得
て
、各
地
様
々
な
栽
培
、生
産
技

術
、製
茶
技
術
を
持
つ
九
州
の
茶
産
地

か
ら
其
々
の
特
徴
の
あ
る
茶
を
茶
壺
に

入
れ
、茶
祖
/
栄
西
禅
師
が
建
立
し
た

日
本
最
初
の
禅
寺「
聖
福
寺
」（
福
岡
市

博
多
区
御
供
町
）ま
で
を
茶
壺
道
中
で

練
り
歩
き
奉
納
す
る
。博
多
駅
ま
で
は

九
州
新
幹
線
を
使
い
、同
駅
前
か
ら
は

茶
壺
を
茶
駕
籠
に
の
せ
約
２
km
を
40
分

か
け
て
総
勢
1
0
0
人
程
度
の
行
列
を

つ
く
り
運
ぶ
。ま
た
、九
州
の
お
茶
文
化

P
R
の
た
め
に
博
多
駅
前
と
聖
福
寺
境

内
で
は
、お
も
て
な
し
の
茶
席
を
用
意
し

九
州
各
地
の
お
茶
や
お
茶
関
連
商
品
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。　

　
当
企
画
は
、九
州
の
お
茶
の
消
費

拡
大
と
普
及
、子
供
た
ち
の
教
育
等
を

九
州
全
体
が一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、そ

の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
恒
例
化
に
よ
っ
て
、九
州
の

茶
産
地
の
結
束
力
を
高
め
、日
本
の
お

茶
文
化
発
祥
の
地〝
九
州
〞を
広
く
知
ら

し
め
、九
州
の
人
々
が
そ
の
文
化
的
な
資

産
価
値
に
誇
り
を
持
ち
、お
茶
文
化
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
九
州
の

お
茶
と
伝
統
産
業
の
復
興
を
図
る
糸
口

に
な
り
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
っ
て
、お
茶
の
消
費
拡
大
と
そ
の
関

連
す
る
伝
統
的
な
食
文
化・産
業
を
国
内

外
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
し
て
、各
茶
生
産
地
及
び
九
州
経
済
全

体
の
活
性
化
の
一
助
と
し
、同
時
に
、お

茶
文
化
に
溢
れ
る
九
州
の〝
テ
ィ
ー
ロ
ー

ド
観
光「
学
ぶ・交
流
す
る・体
験
す
る
」〞

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、併
せ
て
九
州
経

済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
は
世
界
の
日
本
文
化
へ
の
関
心

度
の
高
い
人
、茶
業
関
係
者
や
お
茶
愛

飲
家
が
九
州
一
円
に
集
う〝
お
茶
の
世

界
見
本
市
〞の
誘
致
へ
と
繋
げ
、ま
さ
に

「
お
茶
で
九
州
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ
」第
一
歩

に
し
た
い
も
の
で
す
。お
茶
が
、新
た
な

農
商
工
連
携
の
幕
開
け
の
た
め
の
起
爆

剤
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　
一
家
団
欒
の
場
所
が
茶
の
間
か
ら
リ

ビ
ン
グ
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
中
で
、お

茶
の
登
場
す
る
機
会
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
る
こ
と
は
、と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

普
段
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
な
い

親
子
や
家
族
、時
に
は
お
友
達
と
向
か
い

合
っ
て
お
茶
を
飲
む
と一
緒
に
い
ら
れ
る

幸
せ
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、人
生
で
大

切
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
教
わ
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
々
の
食
卓
を
大
事
に
し
、そ
の
中

で
一
杯
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
家
族
と

語
ら
う
こ
と
が
ひ
い
て
は
世
の
中
の
平
安

を
育
む
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
相
国
寺
派
管
長
有
馬
頼
底
先
生
の
お

筆
の
短
冊
で
「
一
盌
生
平
和
」（
い
ち
わ

ん
へい
わ
を
う
む
）む
）・・・　

　
一
服
の
茶
が
心
を
和
ま
せ
平
和
を
生

む
。茶
の
湯
の
精
神
は「
千
里
同
風
」で
あ

り
、茶
を
喫
す
る
と
こ
ろ
に
も
、人
類
の
平

和
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。と
ご
説

明
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。書
か
れ
た
そ

の
言
葉
に
私
は
深
く
感
じ
入
り
、あ
ら
た

め
て
お
茶
の
道
を
極
め
る
甲
斐
を
思
い

ま
し
た
。お
茶
を
学
ぶ
楽
し
さ
の
一
つ
に
、

こ
う
し
た
言
葉
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

禅
の
世
界
に
は「
且
座
喫
茶
」と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。ま
た
私
の
ふ
る
さ
と

鹿
児
島
で
は
方
言
で「
お
茶
い
っぺ
」と
い

う
言
い
方
を
し
ま
す
。ど
ち
ら
も「
ま
あ
、

お
座
り
な
さ
い
。お
茶
で
も
い
か
が
」と
い

う
意
味
で
す
が
、そ
の
根
底
に
は
一
杯
の

お
茶
が
た
だ
喉
の
乾
き
を
潤
す
だ
け
で
な

く
、人
の
心
を
育
む
と
い
う
教
え
が
あ

り
、私
は
い
つ
も
そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。生
産
者
で
も
業
者
で
も

な
い
私
で
す
が
、お
茶
を
飲
む
人
を
育
て

な
け
れ
ば
次
世
代
へつ
な
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
、お
茶
の
あ
る

豊
か
な
生
活
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。茶
の
間
の
力
を
今
、も
う

一
度
見
直
し
、お
茶
の
時
間
で
家
族
、

日
本
の
元
気
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、熱
い
思
い
と
考
え
を
同
じ

に
す
る
仲
間
、ま
さ
に「
茶
育
指
導
士
」

を
養
成
し
、草
の
根
運
動
こ
そ
が
人
作

り
、将
来
の「
日
本
人
ら
し
い
人
育
て
」に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。茶
育
指
導
士
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

お
茶
で
九
州
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ

茶
育
の
未
来
：

食
育・茶
育
の
大
切
さ

少し前まではスローフード、ヘルシー志向の高まり、そし
て今、海外からの旅行者が増えていることもあるのか
和文化が流行の兆しを見せています。
東京、京都、大阪では日本茶を提供するカフェも次々に
オープン。いずれもモダンな店づくりで馴染み深い日本
茶の新しさを提供する店舗が増えています。きっと福岡
でも増えることでしょう。

日本茶再発見

▲第1回「聖福寺献上茶壷道中」

し
ゃ
ざ
き
っ
さ
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経 済 動 向 〈九州〉

海外拠点紹介45

基調判断 生産は横ばい傾向

九州の鉱工業生産動向

2012年５月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、一般機械や海外向け産業用ロボット等が好調
だった一方で、化学や電気機械が、生産設備のメンテナンスにより減産となる等、前月比1.2％低下の104.4と
２ヵ月連続で低下しました。主力の輸送機械や電子部品・デバイスに大きな変化はなく、生産指数は横ばい傾向
となっています。

鉱工業
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業種別動向 一般機械、金属製品が上昇した一方、化学、電気機械が低下

■全国と九州の鉱工業生産指数（2005年＝100・季節調整済） 九州経済産業局出所

業種別の寄与度をみると、海外向け石油精製プラントや海外工場向け産業用ロボットが増産となった一般機
械の他、公共工事向けの橋梁や鉄骨が増産となった金属製品が上昇した一方で、化学がプラスチック原料の生
産設備、電気機械が太陽電池部品の生産設備において定期メンテナンスがあった為に低下し、マイナスとなり
ました。

■業種別寄与度（鉱工業生産指数） 九州経済産業局出所
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基調判断 生産は横ばい傾向

九州の鉱工業生産動向

2012年５月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、一般機械や海外向け産業用ロボット等が好調
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動については、鉄鋼が一部工場のメンテナンスにより減産となり低下したものの、自動車生産が好調

な輸送機械や一般機械が上昇する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、衣料品が低調だったものの、高額商品等に動きがあった他、店舗数が前年

比で増加していることにより、前年並みの水準となっています。住宅建設は、福岡市西部で貸家が増加したこと
により、前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月ぶりに低下
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は94.0となり前月比2.9％低下しました。
主要業種では、前月増産となった医薬品の反動減

があった化学や、一部工場で定期メンテナンスがあっ
た鉄鋼が減産となった一方で、エコカー補助金を背景
に自動車生産が好調な輸送機械に加え、産業用ロ
ボットが増産となった一般機械が上昇しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業（右軸） 化学工業（右軸）
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、2,727戸と前年同月
比8.6％増加し、２ヵ月連続で前年を上回りました。
持家、分譲がともに前年並み水準を維持したことに

加えて、貸家は、福岡市西部の地下鉄沿線を中心に好
調な着工が続いており、全体で前年を上回りました。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は３ヵ月連続で前年を上回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比40.8％増の445件、金額は同15.2％増の188億円
となり、請負金額は３ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、「独立行政法人等」が減少した一方

で、下水管の敷設工事等の大型案件があった「市町
村」の他、「国」、「県」も増加しました。

西日本建設業保証出所
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■福岡県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比48 .8％減の21件、負債総額は同
95.7％減の21億円となりました。
製造業で約５億円の大型倒産があったものの、金

融円滑化法の効果等により倒産件数が低水準となっ
たことや、前年に400億円を超える大型倒産が発生し
たことから、負債総額は前年を下回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 販売額は前年並みの水準
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.1％増の
550億円と、３ヵ月ぶりに前年を上回りました。
衣料品が振るわなかったものの、高額商品や化粧

品、旅行関連商品に動きがあった他、スーパーの店舗
数が前年比８店舗増加したことにより、販売額合計は
前年並みの水準となりました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動については、鉄鋼が一部工場のメンテナンスにより減産となり低下したものの、自動車生産が好調

な輸送機械や一般機械が上昇する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、衣料品が低調だったものの、高額商品等に動きがあった他、店舗数が前年

比で増加していることにより、前年並みの水準となっています。住宅建設は、福岡市西部で貸家が増加したこと
により、前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月ぶりに低下
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は94.0となり前月比2.9％低下しました。
主要業種では、前月増産となった医薬品の反動減

があった化学や、一部工場で定期メンテナンスがあっ
た鉄鋼が減産となった一方で、エコカー補助金を背景
に自動車生産が好調な輸送機械に加え、産業用ロ
ボットが増産となった一般機械が上昇しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業（右軸） 化学工業（右軸）
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、2,727戸と前年同月
比8.6％増加し、２ヵ月連続で前年を上回りました。
持家、分譲がともに前年並み水準を維持したことに

加えて、貸家は、福岡市西部の地下鉄沿線を中心に好
調な着工が続いており、全体で前年を上回りました。

国土交通省出所
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4.公共工事 請負金額は３ヵ月連続で前年を上回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比40.8％増の445件、金額は同15.2％増の188億円
となり、請負金額は３ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、「独立行政法人等」が減少した一方

で、下水管の敷設工事等の大型案件があった「市町
村」の他、「国」、「県」も増加しました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比48 .8％減の21件、負債総額は同
95.7％減の21億円となりました。
製造業で約５億円の大型倒産があったものの、金

融円滑化法の効果等により倒産件数が低水準となっ
たことや、前年に400億円を超える大型倒産が発生し
たことから、負債総額は前年を下回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 販売額は前年並みの水準
５月の大型小売店販売額は、前年同月比0.1％増の
550億円と、３ヵ月ぶりに前年を上回りました。
衣料品が振るわなかったものの、高額商品や化粧

品、旅行関連商品に動きがあった他、スーパーの店舗
数が前年比８店舗増加したことにより、販売額合計は
前年並みの水準となりました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いているものの一部に減速傾向が見られる
生産活動については、スマートフォン向け半導体集積回路が好調を維持している電子部品・デバイスが上昇

する等、緩やかな持ち直しの動きが続いていますが、産業用ロボットが減産となった一般機械や輸送機械が低下
しており、一部業種に減速傾向が見られます。
消費面では、大型小売店販売額は、高額商品に動きがあった他、新店舗開店効果により前年を上回っていま

す。住宅建設は貸家を中心に好調を維持しており、前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で低下
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7となり、前月比2.0％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスがスマートフォ

ン向け半導体集積回路の好調により上昇した一方
で、産業用ロボットが減産となった一般機械や、輸送
機械が低下しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 ６ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.7％増
の905件と６ヵ月連続で前年を上回りました。
分譲が、マンションの在庫調整の進展により引き続

き好調な他、貸家が熊本駅周辺の賃貸需要の活発化
により増加する等、全体でも前年を上回っています。

国土交通省出所
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4.公共工事 請負金額は３ヵ月連続で前年を下回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比4.5％減の213件、金額は同5.7％減の109億円と
なり、請負金額は３ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、トンネル新設工事等の大型案件が

あった「国」は前年を上回ったものの、「県」や「市町村」
が前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比42 .9％増の10件、負債総額は同
72.7％増の９億円となりました。
小売業で約４億円の大型倒産があった他、販売不

振等を原因とする倒産が発生し、負債総額は前年を
上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ３ヵ月連続で前年を上回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.0％増の
130億円と、３ヵ月連続で前年を上回りました。
衣料品が低調だったものの、高額商品に動きがあっ

た他、昨年７月のスーパー開店効果もあって飲食料品
が増加する等、全体としては前年を上回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いているものの一部に減速傾向が見られる
生産活動については、スマートフォン向け半導体集積回路が好調を維持している電子部品・デバイスが上昇

する等、緩やかな持ち直しの動きが続いていますが、産業用ロボットが減産となった一般機械や輸送機械が低下
しており、一部業種に減速傾向が見られます。
消費面では、大型小売店販売額は、高額商品に動きがあった他、新店舗開店効果により前年を上回っていま

す。住宅建設は貸家を中心に好調を維持しており、前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で低下
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7となり、前月比2.0％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスがスマートフォ

ン向け半導体集積回路の好調により上昇した一方
で、産業用ロボットが減産となった一般機械や、輸送
機械が低下しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 ６ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比12.7％増
の905件と６ヵ月連続で前年を上回りました。
分譲が、マンションの在庫調整の進展により引き続

き好調な他、貸家が熊本駅周辺の賃貸需要の活発化
により増加する等、全体でも前年を上回っています。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は３ヵ月連続で前年を下回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比4.5％減の213件、金額は同5.7％減の109億円と
なり、請負金額は３ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、トンネル新設工事等の大型案件が

あった「国」は前年を上回ったものの、「県」や「市町村」
が前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比42 .9％増の10件、負債総額は同
72.7％増の９億円となりました。
小売業で約４億円の大型倒産があった他、販売不

振等を原因とする倒産が発生し、負債総額は前年を
上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ３ヵ月連続で前年を上回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比1.0％増の
130億円と、３ヵ月連続で前年を上回りました。
衣料品が低調だったものの、高額商品に動きがあっ

た他、昨年７月のスーパー開店効果もあって飲食料品
が増加する等、全体としては前年を上回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 緩やかな持ち直しに向けた動きが見られる
生産活動については、食料品の生産水準が低下した一方で、スマートフォン向け半導体集積回路が好調な電

子部品・デバイスの他、造船が上昇する等、緩やかな持ち直しに向けた動きが見られます。
消費面では、大型小売店販売額は、昨年の大型百貨店閉店の影響が続いており、10ヵ月連続で前年を下回っ

ています。住宅建設については、持家や長崎市中心部で好調な分譲が前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は３ヵ月ぶりに上昇
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は147.3となり、前月比16.0％上昇しま
した。
主要業種では、清酒等が減産となった食料品が低

下した一方で、スマートフォン向け半導体集積回路が
増産となった電子部品・デバイス、造船が安定した操
業を続ける輸送機械が上昇しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業

180

80

160

140

120

100

500

400

0

200

100

300

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4
2011 2012

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.8％増の
474戸と２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
貸家が減少した一方で、長崎市中心部の分譲マン

ションに加え、佐世保、諫早、大村地域の分譲戸建が
好調な他、持家が増加したことにより前年を上回りま
した。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を下回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比14.9％減の149件、請負金額は同13.2％減の78
億円となり、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
発注者別では、学校関連や体育館等の大型工事が

あった「市町」が大幅に前年を上回った一方で、「国」や
「独立行政法人等」は減少しました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比14.3％増の８件、負債総額は同３倍超
の11億円となりました。
建設業で約８億円の大型倒産があった他、販売不

振を主因とした、１億円を超える倒産が２件発生した
ことにより、負債総額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 10ヵ月連続で前年を下回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比5.2％減の
95億円と、10ヵ月連続で前年を下回りました。
飲食料品は増加したものの、昨年７月末の百貨店

閉店の影響が大きく、衣料品を中心に全般的に低調
に推移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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※７月号の長崎県企業倒産について誤りがございました。
　「旅館業で約６億円」と記載しておりましたが、
　「製造業で約５億円」の誤りでした。
　訂正してお詫びいたします。
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 緩やかな持ち直しに向けた動きが見られる
生産活動については、食料品の生産水準が低下した一方で、スマートフォン向け半導体集積回路が好調な電

子部品・デバイスの他、造船が上昇する等、緩やかな持ち直しに向けた動きが見られます。
消費面では、大型小売店販売額は、昨年の大型百貨店閉店の影響が続いており、10ヵ月連続で前年を下回っ

ています。住宅建設については、持家や長崎市中心部で好調な分譲が前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は３ヵ月ぶりに上昇
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は147.3となり、前月比16.0％上昇しま
した。
主要業種では、清酒等が減産となった食料品が低

下した一方で、スマートフォン向け半導体集積回路が
増産となった電子部品・デバイス、造船が安定した操
業を続ける輸送機械が上昇しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.8％増の
474戸と２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
貸家が減少した一方で、長崎市中心部の分譲マン

ションに加え、佐世保、諫早、大村地域の分譲戸建が
好調な他、持家が増加したことにより前年を上回りま
した。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を下回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比14.9％減の149件、請負金額は同13.2％減の78
億円となり、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
発注者別では、学校関連や体育館等の大型工事が

あった「市町」が大幅に前年を上回った一方で、「国」や
「独立行政法人等」は減少しました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比14.3％増の８件、負債総額は同３倍超
の11億円となりました。
建設業で約８億円の大型倒産があった他、販売不

振を主因とした、１億円を超える倒産が２件発生した
ことにより、負債総額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 10ヵ月連続で前年を下回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比5.2％減の
95億円と、10ヵ月連続で前年を下回りました。
飲食料品は増加したものの、昨年７月末の百貨店

閉店の影響が大きく、衣料品を中心に全般的に低調
に推移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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※７月号の長崎県企業倒産について誤りがございました。
　「旅館業で約６億円」と記載しておりましたが、
　「製造業で約５億円」の誤りでした。
　訂正してお詫びいたします。
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動については、食料品の生産水準が若干低下したものの、化学や電子部品・デバイス、一般機械が上昇

する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、衣料品や食料品が振るわなかった他、昨年の店舗閉鎖の影響により10ヵ

月連続で前年を下回りました。住宅建設は、持家・貸家が堅調で、前年を上回っています。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で上昇
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は99.6となり、前月比3.7％上昇しました。
主要業種では、食料品の生産水準が若干低下した

ものの、化学や電子部品・デバイス、一般機械が上昇
したことが、プラスに寄与しました。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業
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3.住宅建設 ８ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、312戸と前年同月比
11.0％増加し、８ヵ月連続で前年を上回りました。
分譲は横ばいで推移し、住宅取得支援制度の効果

等を背景として、持家、貸家ともに増加したことによ
り、全体としても前年を上回りました。

国土交通省出所
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■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を上回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比2.1％減の137件、金額は16.6％増の86億円とな
り、請負金額は２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
発注者別では、「独立行政法人等」が前年の反動で

減少した一方、「その他」が病院関連の大型工事があ
り大幅に増加した他、「国」や「県」でも増加しました。

西日本建設業保証出所
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■佐賀県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比33.3％増の４件、負債総額は４億円とな
りました。　
販売不振を要因とした１億円を超える倒産が２件発

生し、件数、負債総額ともに前年を上回っています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 10ヵ月連続で前年を下回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比3.9％減の
54億円と、10ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年６月のスーパー閉店の影響が続いている他、

主力の衣料品や飲食料品を中心に多くの品目が振る
わず、販売額は前年を下回りました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動については、食料品の生産水準が若干低下したものの、化学や電子部品・デバイス、一般機械が上昇

する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、衣料品や食料品が振るわなかった他、昨年の店舗閉鎖の影響により10ヵ

月連続で前年を下回りました。住宅建設は、持家・貸家が堅調で、前年を上回っています。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で上昇
４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は99.6となり、前月比3.7％上昇しました。
主要業種では、食料品の生産水準が若干低下した

ものの、化学や電子部品・デバイス、一般機械が上昇
したことが、プラスに寄与しました。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業
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3.住宅建設 ８ヵ月連続で前年を上回る
５月の新設住宅着工戸数は、312戸と前年同月比
11.0％増加し、８ヵ月連続で前年を上回りました。
分譲は横ばいで推移し、住宅取得支援制度の効果

等を背景として、持家、貸家ともに増加したことによ
り、全体としても前年を上回りました。

国土交通省出所
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4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を上回る
５月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比2.1％減の137件、金額は16.6％増の86億円とな
り、請負金額は２ヵ月ぶりに前年を上回りました。
発注者別では、「独立行政法人等」が前年の反動で

減少した一方、「その他」が病院関連の大型工事があ
り大幅に増加した他、「国」や「県」でも増加しました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を上回る
６月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
は前年同月比33.3％増の４件、負債総額は４億円とな
りました。　
販売不振を要因とした１億円を超える倒産が２件発

生し、件数、負債総額ともに前年を上回っています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 10ヵ月連続で前年を下回る
５月の大型小売店販売額は、前年同月比3.9％減の
54億円と、10ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年６月のスーパー閉店の影響が続いている他、

主力の衣料品や飲食料品を中心に多くの品目が振る
わず、販売額は前年を下回りました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。 機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。 大型小売店販売額は、店舗調整前の値。 なお、前年比増
減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、
２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。預貸金残高は
年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.2
▲1.8
1.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.2
▲0.0
0.4
0.5
0.8
1.0
0.9
1.1
0.9
0.8
1.0

41,662
40,930
41,350
40,924
40,694
40,789
40,780
40,659
41,224
40,891
40,922
41,350
41,034
41,098
41,743
41,262
41,112

2.4
1.7
3.5
3.0
2.7
2.5
2.7
2.7
2.7
3.0
3.4
3.5
3.3
2.6
2.2
1.9
1.9

56,720
57,671
59,694
59,500
59,556
59,474
58,876
58,974
59,339
58,999
59,530
59,694
59,515
59,560
61,012
60,637
60,680

▲1.1
▲13.9
▲4.4
▲6.8
4.9
1.5
1.4
▲3.6
▲9.2
▲14.1
3.2
▲6.4
▲5.4
5.1
▲1.9
▲6.7
7.2

15,480
13,321
12,734
1,076
1,071
1,165
1,081
1,026
1,001
976
1,095
1,032
985
1,038
1,161
1,004
1,148

5.1
5.1
4.5
4.7
4.5
4.6
4.7
4.3
4.1
4.5
4.5
4.6
4.6
4.5
4.5
4.6
4.4

0.48
0.52
0.65
0.62
0.62
0.63
0.65
0.66
0.67
0.68
0.69
0.71
0.73
0.75
0.76
0.79
0.81

319,060
318,315
308,838
324,744
301,174
286,056
309,356
309,078
298,931
314,275
295,066
352,005
309,449
292,825
329,671
339,069
304,653

427,912
429,967
420,538
375,329
310,021
561,723
469,906
381,716
347,444
402,887
350,792
749,899
355,820
405,735
364,900
386,381
309,716

1,283,429
1,284,665
1,138,752
56,401
71,916
92,348
97,570
84,621
111,670
100,507
102,611
95,470
119,578
147,494
197,189
119,225
127,158

▲1.8
▲0.2
▲3.0
▲2.1
▲0.7
▲3.9
▲2.3
▲4.5
▲2.8
▲2.0
▲4.7
0.7
▲2.7
3.2
5.0
4.4
1.2

▲3.4
0.5
▲2.2
▲2.3
▲3.3
▲6.3
1.4
▲1.7
▲1.4
▲4.0
▲1.8
▲1.2
0.1
2.2
4.4
2.9
▲0.1

▲10.1
0.1

▲11.4
▲42.4
▲23.1
▲17.0
▲13.8
▲16.6
▲8.8
25.9
27.8
16.1
30.7
29.0
64.6
111.4
76.8

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月
台 前年比（％）

▲5.7
10.9
▲18.5
▲51.6
▲38.0
▲23.9
▲30.0
▲29.6
0.7
28.3
23.9
23.3
42.4
33.2
82.1
92.5
63.9

2,634,048
2,920,499
2,381,121
96,980
128,366
201,986
214,825
188,369
279,874
219,830
220,542
193,603
238,090
301,250
443,030
186,698
210,418

億円 前年比（％）
▲5.6
▲2.1
▲0.9
▲0.9
▲1.3
0.4
1.8
▲1.8
▲2.4
▲0.5
▲1.6
0.6
▲0.1
1.3
6.1
0.1
▲0.1

197,758
195,791
195,933
15,646
15,774
16,033
17,843
15,574
14,728
16,057
16,370
20,910
17,383
14,659
16,032
15,664
15,753

指数 前年比（％）
▲1.4
▲0.7
▲0.3
▲0.4
▲0.4
▲0.4
0.2
0.2
0.0
▲0.2
▲0.5
▲0.2
0.1
0.3
0.5
0.4
0.2

100.1
100.0
101.5
102.1
101.9
101.9
102.2
102.1
101.9
101.1
101.0
101.0
100.9
101.1
101.6
101.7
101.2

100.7
100.0
99.7
99.9
99.9
99.7
99.7
99.9
99.9
100.0
99.4
99.4
99.6
99.8
100.3
100.4
100.1

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲5.3
▲0.1
1.5
1.8
1.6
1.9
2.2
2.2
2.0
1.3
1.3
0.8
0.3
0.4
0.3
▲0.4
▲0.7

前年比（％）
▲43.7
19.6
16.2
12.4
42.9
21.6
33.2
31.2
▲7.7
3.1
13.1
▲2.2
▲0.5
13.1
11.8
13.0
4.4

前年比（％）
▲30.8
▲7.3
▲4.1
▲9.3
▲5.0
4.6
18.5
9.8

▲18.2
▲8.9
▲8.5
▲9.0
1.1
9.4
7.8
16.5
15.3

前年比（％）
▲10.6
7.2
0.1
0.2
▲2.9
▲2.6
19.1
6.9
▲9.7
▲8.1
▲5.1
▲8.8
▲2.7
1.5
▲2.3
2.5
8.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

▲27.9
3.1
2.6
0.3
6.4
5.8
21.2
14.0
▲10.8
▲5.8
▲0.3
▲7.3
▲1.1
7.5
5.0
10.3
9.3

788,410
813,126
834,117
66,757
63,726
72,687
83,398
81,986
64,206
67,273
72,635
69,069
65,984
66,928
66,597
73,647
69,638

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値
年月

前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 1

2011 年
2010 年

▲22.0
▲2.2
3.5
29.0
8.8
7.6
2.9
16.6
▲23.3
2.9
16.2
18.2
3.7
5.5

▲20.4
▲13.9
▲3.5

77,776
76,043
78,693
7,545
6,219
6,759
7,153
7,366
5,751
6,569
6,398
5,928
6,297
5,588
6,077
6,493
6,000

9.7
▲10.6
▲3.4
▲11.2
▲14.1
▲3.4
▲15.9
3.5
3.3
3.2
6.8
0.6
8.5
16.8
8.0
5.4
36.7

127,120
113,626
109,755
11,797
6,355
9,984
9,597
9,536
12,009
10,702
8,447
7,134
5,661
7,049
13,978
12,431
8,686

▲34.8
18.0
12.1
9.2
12.4
9.9
9.9
19.2
12.2
17.9
11.5
8.2
9.5
9.2
10.6
8.1
9.3

▲33.1
24.4
▲2.7
▲12.4
▲10.3
▲1.6
▲3.3
2.8
2.3
▲3.8
▲4.5
▲8.0
▲9.2
▲2.7
5.9
7.9
10.0

▲27.2
7.0
7.8
▲0.2
0.1
7.7
▲2.8
0.5
▲2.3
▲0.6
3.1
▲2.5
0.7
2.8
▲2.8
5.7

▲14.8

▲8.9
▲1.2
5.9
3.6
8.0
4.6
4.4
6.3
6.0
7.5
8.6
3.8
2.5
1.0
9.6
10.8
4.7

▲21.3
16.7
▲3.5
▲16.0
▲8.0
▲1.7
▲2.6
0.6
▲2.6
0.0
▲4.1
▲2.4
▲1.5
1.5
11.9
16.0
11.7

81.1
94.4
92.2
84.5
89.4
92.8
93.8
94.6
92.8
94.5
92.9
95.0
95.9
94.4
95.6
95.4
92.2

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

97.2
96.0
101.7
98.9
104.0
101.1
101.1
102.8
102.9
103.8
103.3
101.5
103.6
103.1
107.5
109.6
108.8

82.1
95.8
92.4
83.1
87.5
93.8
94.4
94.7
93.9
94.8
93.0
96.1
95.0
95.3
95.8
96.4
95.1

▲21.9
16.4
▲2.3
▲12.7
▲4.6
▲0.6
▲1.7
1.6
▲2.4
0.9
▲2.9
▲3.0
▲1.6
1.5
14.2
12.9
6.0

2011. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.8
1.4
3.7
2.3
2.1
2.7
2.5
2.4
2.9
3.4
4.0
3.7
3.7
2.9
5.2
4.8
4.7

138,767
140,690
145,885
140,850
140,586
140,425
141,353
140,305
142,471
143,499
144,672
145,885
145,351
145,895
147,532
147,608
147,161

2.8
1.9
2.0
3.3
2.1
2.3
2.3
2.3
2.0
1.9
2.7
2.0
1.8
1.2
3.0
2.0
1.6

179,050
182,364
186,080
187,230
185,064
185,825
185,806
184,625
183,620
184,083
185,545
186,080
184,695
185,127
188,169
190,947
188,039

▲11.9
▲21.9
4.0
7.4
36.4
32.3
48.0
8.6

▲26.7
17.9
27.6
▲35.0
6.5
30.0
20.0
13.8
16.7

480
375
390
29
30
41
37
38
33
33
37
26
33
26
42
33
35

0.42
0.46
0.58
0.55
0.56
0.56
0.57
0.58
0.59
0.60
0.61
0.63
0.63
0.65
0.67
0.70
0.72

305,554
303,663
298,184
286,118
285,909
273,596
306,187
305,912
290,385
291,326
263,765
330,724
324,372
295,514
344,651
326,724
302,843

391,029
389,184
391,156
338,728
293,028
541,725
385,442
377,469
309,088
421,824
318,390
706,371
334,865
390,139
344,561
374,407
295,048

99,616
113,650
91,956
3,275
4,605
7,394
7,969
7,506
11,153
8,170
8,446
7,451
9,228
12,613
16,841
7,046
8,092

▲2.3
▲0.6
▲1.8
▲20.6
0.1
▲3.5
2.4
9.8
▲1.5
0.5

▲11.9
▲3.1
▲0.6
▲1.4
8.3
14.2
5.9

▲1.3
▲0.5
0.5
▲3.2
▲6.4
5.6
▲9.6
3.3
▲1.7
11.1
▲0.2
9.8
6.9
4.7
9.0
10.5
0.7

▲5.9
14.1
▲19.1
▲58.7
▲44.0
▲28.7
▲32.1
▲31.2
8.3
17.0
24.9
24.5
37.8
36.5
67.6
115.1
75.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
51,812
53,413
46,901
2,241
3,130
3,542
4,048
3,505
4,544
4,219
4,050
3,745
5,198
6,222
7,492
4,645
5,135

▲8.2
3.1

▲12.2
▲43.8
▲20.7
▲25.3
▲20.5
▲21.9
▲10.1
40.3
20.0
15.1
32.2
25.1
50.7
107.3
64.1

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲5.2
▲3.0
4.3
7.3
4.2
6.7
7.1
3.5
2.1
4.0
4.5
4.6
4.1
3.7
▲0.5
▲1.2
0.1

663,771
652,922
689,334
55,137
54,960
54,140
65,691
54,940
51,091
56,217
56,968
76,784
61,379
50,039
55,971
54,482
55,036

指数 前年比（％）
▲1.3
▲0.7
▲0.2
▲0.6
▲0.5
▲0.4
0.1
0.0
0.0
▲0.1
▲0.3
0.2
0.1
0.1
0.4
0.6
0.2

100.7
100.0
99.8
99.7
99.8
99.6
99.7
99.7
99.9
100.0
99.5
99.6
99.9
100.1
100.3
100.3
100.0

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲37.2
11.4
▲0.5
45.0
▲20.7
108.4
▲57.9
9.6

▲49.7
43.2
▲2.3
31.2

▲ 20.5
▲30.5
169.6
11.4
▲9.6

2,310
2,574
2,560
202
189
402
159
179
103
229
243
254
171
174
363
225
171

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲7.0
▲0.6
▲15.7
▲35.0
▲26.1
▲9.3
▲28.7
▲16.1
▲27.9
▲6.3
12.0
9.0
5.4

▲21.4
1.0
0.1
15.2

▲35.1
17.4
13.9
6.9
11.7
13.7
8.0
20.5
14.4
14.0
9.2
9.2
14.5
11.2
2.1
14.5
14.0

▲33.3
33.8
0.2

▲16.4
▲7.6
9.9
9.0
8.8
5.1
▲4.5
▲4.8
▲2.2
7.0
10.8
15.2
23.3
12.4

3,965
3,941
3,321
281
163
247
258
299
321
346
300
259
177
155
487
281
188

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲45.5
▲0.7
46.1
▲11.3
167.2
18.9
45.7
▲17.4
229.5
85.1
54.6
126.7
11.5
▲25.0
▲1.3
▲4.2
▲4.6

前年比（％）
▲46.6
6.5
8.6
▲0.4
▲26.2
10.4
32.2
4.4
▲9.3
13.9
9.0
▲0.9
▲13.8
2.2
9.8
0.3
28.6

前年比（％）
▲10.5
14.1
▲0.7
2.3
1.2
10.9
39.9
▲5.9
▲15.2
▲8.0
▲24.8
▲15.3
10.8
▲7.6
▲12.7
3.3

▲3.5

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

▲38.5
7.4
12.2
▲1.9
4.1
12.1
29.8
▲5.4
19.2
21.5
4.8
9.4
▲2.9
▲8.3
▲2.9
0.7
8.6

28,997
31,156
34,945
2,574
2,512
2,897
3,168
2,772
2,518
3,233
3,039
3,186
2,985
2,766
2,867
2,592
2,727

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲7.3
12.6
112.2
103.1
159.0
82.7
121.5
137.7
152.5
171.6
98.9
25.3
18.5
29.0
71.3
55.6

113.3
127.5
270.6
195.7
312.5
285.1
285.5
301.1
306.9
291.0
290.3
298.4
298.1
295.3
310.6
325.7

季調値 前年比（％）
▲22.8
18.4
▲0.5
▲20.2
▲4.9
2.4
2.3
0.7
▲1.5
10.3
3.5
8.1
3.0
1.9
16.8
24.8

78.4
92.8
92.4
75.7
87.4
94.3
97.5
96.3
92.4
94.8
93.8
100.6
99.0
96.2
96.6
97.1

季調値 前年比（％）
▲29.8
37.9
4.4

▲48.8
▲4.0
10.8
22.3
19.2
10.4
27.9
13.7
16.2
5.9
6.9
87.9
115.8

79.6
109.8
114.6
58.3
103.6
117.2
135.6
133.7
120.7
127.4
125.3
139.4
130.0
124.8
122.9
137.6

季調値 前年比（％）
▲36.1
25.9
8.6
6.0
11.9
17.4
▲2.9
6.7
2.6
3.5
4.3
5.2
4.4

▲16.0
▲11.5
▲1.9

72.7
91.5
99.3
86.8
100.8
111.2
95.3
102.1
100.2
96.2
100.7
98.2
103.1
89.7
83.5
90.5

季調値 前年比（％）
▲38.3
29.6
9.8
23.3
15.2
16.8
19.1
11.8
9.2
6.4

▲12.2
▲7.8
▲7.2
▲8.5
▲15.0
▲11.5

71.8
93.0
102.1
112.0
107.1
107.6
110.5
106.4
103.7
103.9
81.9
90.3
93.8
91.2
89.3
97.8

季調値 前年比（％）
▲24.6
29.4
▲3.1
▲10.4
▲2.3
▲12.0
2.5
3.7
▲7.4
3.5

▲10.6
▲14.4
▲8.1
▲3.7
▲0.8
▲1.4

76.0
98.4
95.3
92.7
96.1
89.0
99.5
95.6
87.6
96.3
85.5
87.9
99.5
96.5
102.9
93.4

季調値 前年比（％）
▲22.5
17.4
▲0.6
▲13.5
▲0.5
▲0.9
1.8
▲0.2
▲3.7
7.1
0.5
2.6
0.9
0.0
11.2
11.6

79.6
93.4
92.9
83.4
92.9
92.3
95.8
95.7
91.9
92.9
91.4
96.9
98.4
95.2
96.8
94.0

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4
2011 年
2010 年
2009 年

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

2012. 1
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。 機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。 大型小売店販売額は、店舗調整前の値。 なお、前年比増
減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、
２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。預貸金残高は
年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.2
▲1.8
1.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.2
▲0.0
0.4
0.5
0.8
1.0
0.9
1.1
0.9
0.8
1.0

41,662
40,930
41,350
40,924
40,694
40,789
40,780
40,659
41,224
40,891
40,922
41,350
41,034
41,098
41,743
41,262
41,112

2.4
1.7
3.5
3.0
2.7
2.5
2.7
2.7
2.7
3.0
3.4
3.5
3.3
2.6
2.2
1.9
1.9

56,720
57,671
59,694
59,500
59,556
59,474
58,876
58,974
59,339
58,999
59,530
59,694
59,515
59,560
61,012
60,637
60,680

▲1.1
▲13.9
▲4.4
▲6.8
4.9
1.5
1.4
▲3.6
▲9.2
▲14.1
3.2
▲6.4
▲5.4
5.1
▲1.9
▲6.7
7.2

15,480
13,321
12,734
1,076
1,071
1,165
1,081
1,026
1,001
976
1,095
1,032
985
1,038
1,161
1,004
1,148

5.1
5.1
4.5
4.7
4.5
4.6
4.7
4.3
4.1
4.5
4.5
4.6
4.6
4.5
4.5
4.6
4.4

0.48
0.52
0.65
0.62
0.62
0.63
0.65
0.66
0.67
0.68
0.69
0.71
0.73
0.75
0.76
0.79
0.81

319,060
318,315
308,838
324,744
301,174
286,056
309,356
309,078
298,931
314,275
295,066
352,005
309,449
292,825
329,671
339,069
304,653

427,912
429,967
420,538
375,329
310,021
561,723
469,906
381,716
347,444
402,887
350,792
749,899
355,820
405,735
364,900
386,381
309,716

1,283,429
1,284,665
1,138,752
56,401
71,916
92,348
97,570
84,621
111,670
100,507
102,611
95,470
119,578
147,494
197,189
119,225
127,158

▲1.8
▲0.2
▲3.0
▲2.1
▲0.7
▲3.9
▲2.3
▲4.5
▲2.8
▲2.0
▲4.7
0.7
▲2.7
3.2
5.0
4.4
1.2

▲3.4
0.5
▲2.2
▲2.3
▲3.3
▲6.3
1.4
▲1.7
▲1.4
▲4.0
▲1.8
▲1.2
0.1
2.2
4.4
2.9
▲0.1

▲10.1
0.1

▲11.4
▲42.4
▲23.1
▲17.0
▲13.8
▲16.6
▲8.8
25.9
27.8
16.1
30.7
29.0
64.6
111.4
76.8

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月
台 前年比（％）

▲5.7
10.9
▲18.5
▲51.6
▲38.0
▲23.9
▲30.0
▲29.6
0.7
28.3
23.9
23.3
42.4
33.2
82.1
92.5
63.9

2,634,048
2,920,499
2,381,121
96,980
128,366
201,986
214,825
188,369
279,874
219,830
220,542
193,603
238,090
301,250
443,030
186,698
210,418

億円 前年比（％）
▲5.6
▲2.1
▲0.9
▲0.9
▲1.3
0.4
1.8
▲1.8
▲2.4
▲0.5
▲1.6
0.6
▲0.1
1.3
6.1
0.1
▲0.1

197,758
195,791
195,933
15,646
15,774
16,033
17,843
15,574
14,728
16,057
16,370
20,910
17,383
14,659
16,032
15,664
15,753

指数 前年比（％）
▲1.4
▲0.7
▲0.3
▲0.4
▲0.4
▲0.4
0.2
0.2
0.0
▲0.2
▲0.5
▲0.2
0.1
0.3
0.5
0.4
0.2

100.1
100.0
101.5
102.1
101.9
101.9
102.2
102.1
101.9
101.1
101.0
101.0
100.9
101.1
101.6
101.7
101.2

100.7
100.0
99.7
99.9
99.9
99.7
99.7
99.9
99.9
100.0
99.4
99.4
99.6
99.8
100.3
100.4
100.1

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲5.3
▲0.1
1.5
1.8
1.6
1.9
2.2
2.2
2.0
1.3
1.3
0.8
0.3
0.4
0.3
▲0.4
▲0.7

前年比（％）
▲43.7
19.6
16.2
12.4
42.9
21.6
33.2
31.2
▲7.7
3.1
13.1
▲2.2
▲0.5
13.1
11.8
13.0
4.4

前年比（％）
▲30.8
▲7.3
▲4.1
▲9.3
▲5.0
4.6
18.5
9.8

▲18.2
▲8.9
▲8.5
▲9.0
1.1
9.4
7.8
16.5
15.3

前年比（％）
▲10.6
7.2
0.1
0.2
▲2.9
▲2.6
19.1
6.9
▲9.7
▲8.1
▲5.1
▲8.8
▲2.7
1.5
▲2.3
2.5
8.2

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

▲27.9
3.1
2.6
0.3
6.4
5.8
21.2
14.0
▲10.8
▲5.8
▲0.3
▲7.3
▲1.1
7.5
5.0
10.3
9.3

788,410
813,126
834,117
66,757
63,726
72,687
83,398
81,986
64,206
67,273
72,635
69,069
65,984
66,928
66,597
73,647
69,638

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値
年月

前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 1

2011 年
2010 年

▲22.0
▲2.2
3.5
29.0
8.8
7.6
2.9
16.6
▲23.3
2.9
16.2
18.2
3.7
5.5

▲20.4
▲13.9
▲3.5

77,776
76,043
78,693
7,545
6,219
6,759
7,153
7,366
5,751
6,569
6,398
5,928
6,297
5,588
6,077
6,493
6,000

9.7
▲10.6
▲3.4
▲11.2
▲14.1
▲3.4
▲15.9
3.5
3.3
3.2
6.8
0.6
8.5
16.8
8.0
5.4
36.7

127,120
113,626
109,755
11,797
6,355
9,984
9,597
9,536
12,009
10,702
8,447
7,134
5,661
7,049
13,978
12,431
8,686

▲34.8
18.0
12.1
9.2
12.4
9.9
9.9
19.2
12.2
17.9
11.5
8.2
9.5
9.2
10.6
8.1
9.3

▲33.1
24.4
▲2.7
▲12.4
▲10.3
▲1.6
▲3.3
2.8
2.3
▲3.8
▲4.5
▲8.0
▲9.2
▲2.7
5.9
7.9
10.0

▲27.2
7.0
7.8
▲0.2
0.1
7.7
▲2.8
0.5
▲2.3
▲0.6
3.1
▲2.5
0.7
2.8
▲2.8
5.7

▲14.8

▲8.9
▲1.2
5.9
3.6
8.0
4.6
4.4
6.3
6.0
7.5
8.6
3.8
2.5
1.0
9.6
10.8
4.7

▲21.3
16.7
▲3.5
▲16.0
▲8.0
▲1.7
▲2.6
0.6
▲2.6
0.0
▲4.1
▲2.4
▲1.5
1.5
11.9
16.0
11.7

81.1
94.4
92.2
84.5
89.4
92.8
93.8
94.6
92.8
94.5
92.9
95.0
95.9
94.4
95.6
95.4
92.2

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

97.2
96.0
101.7
98.9
104.0
101.1
101.1
102.8
102.9
103.8
103.3
101.5
103.6
103.1
107.5
109.6
108.8

82.1
95.8
92.4
83.1
87.5
93.8
94.4
94.7
93.9
94.8
93.0
96.1
95.0
95.3
95.8
96.4
95.1

▲21.9
16.4
▲2.3
▲12.7
▲4.6
▲0.6
▲1.7
1.6
▲2.4
0.9
▲2.9
▲3.0
▲1.6
1.5
14.2
12.9
6.0

2011. 4
5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.8
1.4
3.7
2.3
2.1
2.7
2.5
2.4
2.9
3.4
4.0
3.7
3.7
2.9
5.2
4.8
4.7

138,767
140,690
145,885
140,850
140,586
140,425
141,353
140,305
142,471
143,499
144,672
145,885
145,351
145,895
147,532
147,608
147,161

2.8
1.9
2.0
3.3
2.1
2.3
2.3
2.3
2.0
1.9
2.7
2.0
1.8
1.2
3.0
2.0
1.6

179,050
182,364
186,080
187,230
185,064
185,825
185,806
184,625
183,620
184,083
185,545
186,080
184,695
185,127
188,169
190,947
188,039

▲11.9
▲21.9
4.0
7.4
36.4
32.3
48.0
8.6

▲26.7
17.9
27.6
▲35.0
6.5
30.0
20.0
13.8
16.7

480
375
390
29
30
41
37
38
33
33
37
26
33
26
42
33
35

0.42
0.46
0.58
0.55
0.56
0.56
0.57
0.58
0.59
0.60
0.61
0.63
0.63
0.65
0.67
0.70
0.72

305,554
303,663
298,184
286,118
285,909
273,596
306,187
305,912
290,385
291,326
263,765
330,724
324,372
295,514
344,651
326,724
302,843

391,029
389,184
391,156
338,728
293,028
541,725
385,442
377,469
309,088
421,824
318,390
706,371
334,865
390,139
344,561
374,407
295,048

99,616
113,650
91,956
3,275
4,605
7,394
7,969
7,506
11,153
8,170
8,446
7,451
9,228
12,613
16,841
7,046
8,092

▲2.3
▲0.6
▲1.8
▲20.6
0.1
▲3.5
2.4
9.8
▲1.5
0.5

▲11.9
▲3.1
▲0.6
▲1.4
8.3
14.2
5.9

▲1.3
▲0.5
0.5
▲3.2
▲6.4
5.6
▲9.6
3.3
▲1.7
11.1
▲0.2
9.8
6.9
4.7
9.0
10.5
0.7

▲5.9
14.1
▲19.1
▲58.7
▲44.0
▲28.7
▲32.1
▲31.2
8.3
17.0
24.9
24.5
37.8
36.5
67.6
115.1
75.7

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
51,812
53,413
46,901
2,241
3,130
3,542
4,048
3,505
4,544
4,219
4,050
3,745
5,198
6,222
7,492
4,645
5,135

▲8.2
3.1

▲12.2
▲43.8
▲20.7
▲25.3
▲20.5
▲21.9
▲10.1
40.3
20.0
15.1
32.2
25.1
50.7
107.3
64.1

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲5.2
▲3.0
4.3
7.3
4.2
6.7
7.1
3.5
2.1
4.0
4.5
4.6
4.1
3.7
▲0.5
▲1.2
0.1

663,771
652,922
689,334
55,137
54,960
54,140
65,691
54,940
51,091
56,217
56,968
76,784
61,379
50,039
55,971
54,482
55,036

指数 前年比（％）
▲1.3
▲0.7
▲0.2
▲0.6
▲0.5
▲0.4
0.1
0.0
0.0
▲0.1
▲0.3
0.2
0.1
0.1
0.4
0.6
0.2

100.7
100.0
99.8
99.7
99.8
99.6
99.7
99.7
99.9
100.0
99.5
99.6
99.9
100.1
100.3
100.3
100.0

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲37.2
11.4
▲0.5
45.0
▲20.7
108.4
▲57.9
9.6

▲49.7
43.2
▲2.3
31.2

▲ 20.5
▲30.5
169.6
11.4
▲9.6

2,310
2,574
2,560
202
189
402
159
179
103
229
243
254
171
174
363
225
171

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲7.0
▲0.6
▲15.7
▲35.0
▲26.1
▲9.3
▲28.7
▲16.1
▲27.9
▲6.3
12.0
9.0
5.4

▲21.4
1.0
0.1
15.2

▲35.1
17.4
13.9
6.9
11.7
13.7
8.0
20.5
14.4
14.0
9.2
9.2
14.5
11.2
2.1
14.5
14.0

▲33.3
33.8
0.2

▲16.4
▲7.6
9.9
9.0
8.8
5.1
▲4.5
▲4.8
▲2.2
7.0
10.8
15.2
23.3
12.4

3,965
3,941
3,321
281
163
247
258
299
321
346
300
259
177
155
487
281
188

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲45.5
▲0.7
46.1
▲11.3
167.2
18.9
45.7
▲17.4
229.5
85.1
54.6
126.7
11.5
▲25.0
▲1.3
▲4.2
▲4.6

前年比（％）
▲46.6
6.5
8.6
▲0.4
▲26.2
10.4
32.2
4.4
▲9.3
13.9
9.0
▲0.9
▲13.8
2.2
9.8
0.3
28.6

前年比（％）
▲10.5
14.1
▲0.7
2.3
1.2
10.9
39.9
▲5.9
▲15.2
▲8.0
▲24.8
▲15.3
10.8
▲7.6
▲12.7
3.3
▲3.5

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

▲38.5
7.4
12.2
▲1.9
4.1
12.1
29.8
▲5.4
19.2
21.5
4.8
9.4
▲2.9
▲8.3
▲2.9
0.7
8.6

28,997
31,156
34,945
2,574
2,512
2,897
3,168
2,772
2,518
3,233
3,039
3,186
2,985
2,766
2,867
2,592
2,727

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲7.3
12.6
112.2
103.1
159.0
82.7
121.5
137.7
152.5
171.6
98.9
25.3
18.5
29.0
71.3
55.6

113.3
127.5
270.6
195.7
312.5
285.1
285.5
301.1
306.9
291.0
290.3
298.4
298.1
295.3
310.6
325.7

季調値 前年比（％）
▲22.8
18.4
▲0.5
▲20.2
▲4.9
2.4
2.3
0.7
▲1.5
10.3
3.5
8.1
3.0
1.9
16.8
24.8

78.4
92.8
92.4
75.7
87.4
94.3
97.5
96.3
92.4
94.8
93.8
100.6
99.0
96.2
96.6
97.1

季調値 前年比（％）
▲29.8
37.9
4.4

▲48.8
▲4.0
10.8
22.3
19.2
10.4
27.9
13.7
16.2
5.9
6.9
87.9
115.8

79.6
109.8
114.6
58.3
103.6
117.2
135.6
133.7
120.7
127.4
125.3
139.4
130.0
124.8
122.9
137.6

季調値 前年比（％）
▲36.1
25.9
8.6
6.0
11.9
17.4
▲2.9
6.7
2.6
3.5
4.3
5.2
4.4

▲16.0
▲11.5
▲1.9

72.7
91.5
99.3
86.8
100.8
111.2
95.3
102.1
100.2
96.2
100.7
98.2
103.1
89.7
83.5
90.5

季調値 前年比（％）
▲38.3
29.6
9.8
23.3
15.2
16.8
19.1
11.8
9.2
6.4

▲12.2
▲7.8
▲7.2
▲8.5
▲15.0
▲11.5

71.8
93.0
102.1
112.0
107.1
107.6
110.5
106.4
103.7
103.9
81.9
90.3
93.8
91.2
89.3
97.8

季調値 前年比（％）
▲24.6
29.4
▲3.1
▲10.4
▲2.3
▲12.0
2.5
3.7
▲7.4
3.5

▲10.6
▲14.4
▲8.1
▲3.7
▲0.8
▲1.4

76.0
98.4
95.3
92.7
96.1
89.0
99.5
95.6
87.6
96.3
85.5
87.9
99.5
96.5
102.9
93.4

季調値 前年比（％）
▲22.5
17.4
▲0.6
▲13.5
▲0.5
▲0.9
1.8
▲0.2
▲3.7
7.1
0.5
2.6
0.9
0.0
11.2
11.6

79.6
93.4
92.9
83.4
92.9
92.3
95.8
95.7
91.9
92.9
91.4
96.9
98.4
95.2
96.8
94.0

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4
2011 年
2010 年
2009 年

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

2012. 1
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。 漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の4市場の合計。 
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車
大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲ 3.0
▲ 0.8
1.0
0.9
0.0
0.1
0.5
0.5
0.4
0.6
1.0
1.0
0.8
0.1
1.2
0.5
0.3

22,992
22,815
23,035
22,808
22,917
22,808
23,009
22,950
22,867
22,880
22,807
23,035
22,995
22,994
23,502
22,920
22,992

1.6
1.1
1.6
2.2
2.0
1.8
2.1
1.9
1.7
1.6
2.4
1.6
2.1
2.1
2.5
2.3
0.9

41,579
42,018
42,677
42,908
42,703
43,099
42,928
42,592
42,355
42,320
42,638
42,677
42,558
42,673
43,543
43,899
43,070

▲31.5
▲41.0
8.3
0.0
75.0
▲36.4
14.3
100.0
▲71.4
100.0
175.0
▲22.2
▲14.3
▲50.0
0.0
66.7
42.9

122
72
78
3
7
7
8
6
2
6
11
7
6
4
6
5
10

0.41
0.46
0.58
0.55
0.56
0.59
0.61
0.59
0.58
0.59
0.62
0.63
0.63
0.63
0.64
0.61
0.61

308,588
311,550
271,058
295,191
261,565
249,410
278,714
240,859
245,994
265,437
236,439
267,387
242,185
246,242
290,448
258,260
250,228

388,129
448,225
336,448
313,454
291,864
366,981
356,068
287,957
282,974
323,994
294,569
542,537
255,288
321,361
274,876
297,119
230,982

20,921
23,656
18,633
669
958
1,493
1,723
1,610
2,265
1,668
1,673
1,472
1,985
2,384
3,331
1,435
1,624

4.0
1.0

▲13.0
▲2.5
▲6.2
▲13.8
▲3.3
▲30.4
▲10.6
▲24.1
▲20.2
▲31.8
▲17.3
▲5.0
▲19.2
▲12.5
▲4.3

6.5
15.5
▲24.9
▲13.5
▲9.1
▲49.4
▲26.9
▲28.4
▲28.5
▲25.4
▲21.0
▲34.0
▲13.9
▲8.1
▲17.0
▲5.2
▲20.9

3.3
13.1
▲21.2
▲58.2
▲42.4
▲26.9
▲31.2
▲32.2
▲1.4
22.8
24.4
20.7
51.8
43.2
56.5
114.5
69.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,725
21,371
18,210
1,033
1,197
1,282
1,619
1,464
1,714
1,590
1,616
1,610
1,966
2,201
3,083
1,877
1,995

▲6.6
▲1.6
▲14.8
▲33.3
▲26.7
▲30.6
▲13.9
▲17.0
▲10.3
11.3
22.0
22.3
26.8
35.3
61.7
81.7
66.7

百万円 前年比（％）
117,941
120,621
121,789
9,678
10,005
9,806
12,204
9,732
8,742
9,321
9,603
12,893
10,547
8,721
9,236
9,201
9,479

▲5.5
▲1.0
▲1.9
▲2.2
▲0.6
0.6
3.6
▲7.4
▲5.8
▲5.2
▲6.1
▲2.5
▲5.1
▲4.4
▲3.5
▲4.9
▲5.3

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場門司税関 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月
指数 前年比（％）

▲ 1.0
▲ 0.7
▲ 0.5
▲ 0.8
▲ 0.6
▲ 0.6
▲ 0.4
▲ 0.6
0.1

▲ 0.2
▲ 0.2
▲ 0.4
0.1
0.4
0.5
0.5
0.0

100.7
100.0
99.5
99.5
99.7
99.4
99.3
99.2
99.8
99.9
99.4
99.2
99.6
99.6
100.0
100.0
99.7

千人 前年比（％）
▲7.4
▲6.1
▲10.2
▲19.0
▲11.6
▲0.3
▲4.5
▲12.6
▲4.4
▲8.7
▲8.8
3.3
18.1
▲25.4
10.7
26.5
▲0.6

2,387
2,241
2,012
129
254
129
146
262
184
216
203
110
107
105
163
164
253

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
2.3
▲6.1
35.9
13.7
631.1
▲49.2
▲15.4
4.9
1.4
15.9
4.6
37.5
▲19.1
56.9
171.5
30.0
▲54.7

596
560
761
38
130
51
29
60
57
70
71
45
74
86
174
49
59

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

24.4
▲9.5
▲10.4
▲11.2
30.3
▲32.4
▲15.2
▲7.4
▲23.0
▲2.5
▲14.7
19.2
▲24.9
62.5
▲18.0
11.9
▲13.2

▲53.0
12.6
18.5
▲4.9
▲6.8
28.8
▲7.5
45.4
12.1
24.9
96.5
▲25.4
▲4.4
21.5
10.8
11.7
28.1

7.4
▲3.5
▲12.2
4.7

▲48.7
▲29.2
▲38.0
40.9
21.4
▲43.7
86.8
▲62.8
▲2.6
68.0
▲30.0
▲45.1
30.7

1,959
1,774
1,590
87
90
121
191
140
159
174
122
143
64
120
169
97
78

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲18.5
▲4.4
11.5
7.5
19.9
6.4
9.3
13.3
7.0
16.3
6.9
8.0
12.0
▲12.6
5.2

▲10.5
▲3.4

59,901
57,267
63,871
6,135
5,686
4,367
4,535
4,861
4,720
5,207
6,014
6,650
5,399
4,974
5,453
5,490
5,495

漁業水揚金額
貿易

前年比（％）
▲53.9
▲7.1
72.5
941.7
128.6
▲10.0
31.3

1,000.0
393.8
64.9
37.9
▲89.9
12.3
311.8
9.1

▲67.2
85.4

前年比（％）
▲9.5
▲16.2
▲8.2
▲4.1
154.2
24.0
▲32.1
23.7
▲12.8
▲13.6
19.7
▲48.7
11.3
63.4
128.2
▲17.9
▲26.2

前年比（％）
▲13.7
5.9
0.9
0.5
▲4.8
6.6
12.2
4.2

▲11.7
▲2.4
8.1

▲40.5
22.3
27.9
11.9
20.8
14.3

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲16.9
▲5.2
0.6
28.9
39.6
14.1
▲10.9
45.5
▲20.5
6.2
13.8
▲51.7
17.0
56.4
65.0
▲13.8
5.8

5,767
5,466
5,501
486
448
437
443
627
473
535
485
326
578
574
627
419
474

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月
億円 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲21.9
0.9

▲20.9
▲43.5
▲38.3
▲40.3
▲15.6
▲23.5
▲42.1
▲19.5
▲7.4
8.3
▲6.4
15.3
▲6.1
▲2.6

前年比（％）
▲18.7
11.1
▲21.5
▲15.3
▲24.9
▲28.2
▲32.4
▲19.4
▲14.3
▲23.5
▲20.9
▲25.8
▲24.0
▲18.3
1.5

▲31.2
▲32.9

2,484
2,506
1,982
166
161
167
160
195
123
151
157
166
162
192
184
162

億円 前年比（％）
▲5.8
▲8.3
0.4
▲1.3
▲17.5
▲8.7
▲4.5
4.4

▲18.3
35.2
2.8
▲3.0
▲0.4
12.9
▲26.4
▲5.7

2,131
1,954
1,963
152
149
174
149
167
162
210
167
160
147
156
138
144

季調値 前年比（％）
▲6.9
▲3.6
5.3

131.0
▲13.8
▲8.1
▲7.0
▲3.2
▲8.5
3.7
16.2
9.1
10.5
23.8
23.3
27.4

110.8
106.7
112.3
117.1
106.3
101.4
102.1
105.0
108.8
112.4
128.2
124.0
131.9
126.7
146.9
149.2

季調値 前年比（％）
▲25.5
8.0

▲22.4
▲37.4
▲14.2
36.0
8.4
2.5

▲29.2
▲37.6
▲80.1
▲53.0
▲20.4
▲2.5
▲11.2
22.2

190.3
205.6
159.6
170.8
204.0
246.7
203.9
197.2
128.2
118.8
39.1
89.0
159.1
164.1
149.9
208.8

季調値 前年比（％）
▲0.7
4.6
0.9
1.6
▲2.1
▲3.1
▲0.5
5.7
6.2
▲2.2
▲0.8
3.3
6.0
5.2
4.8
▲0.2

101.0
105.7
106.5
110.2
103.7
103.1
107.4
107.6
111.9
103.3
105.5
110.1
108.7
105.9
114.5
110.0

季調値 前年比（％）
▲20.2
60.4
21.7
58.2
34.8
27.8
53.9
23.2
24.3
4.1
2.1

▲23.2
12.5
▲21.4
▲30.2
▲52.1

123.0
197.4
240.3
384.9
270.7
251.2
230.9
238.3
230.3
228.0
227.1
193.7
200.4
183.1
170.3
184.4

季調値 前年比（％）
▲17.4
13.5
▲1.2
17.7
0.9
15.7
14.5
7.0
▲5.7
▲13.4
▲22.3
▲20.6
4.4
▲4.1
▲9.2
▲14.7

125.9
142.8
141.1
172.7
153.4
160.1
151.6
146.7
127.5
122.6
117.4
118.8
156.2
137.1
127.0
147.3

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4
2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。
鉱工業生産指数（電子部品）は、経済産業省の統計調査において集積回路の一部に報告内容の修正があった為、2011年5月以降の数値が著しく大きくなっています。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.5
2.0
2.1
3.4
3.1
3.1
3.3
2.8
2.5
2.3
2.6
2.1
1.8
1.7
1.8
1.3
1.9

29,669
30,272
30,903
30,190
30,194
30,276
30,421
30,313
30,562
30,358
30,473
30,903
30,581
30,541
31,015
30,577
30,753

2.4
2.1
1.4
2.9
1.8
2.4
1.6
2.0
1.8
0.9
1.4
1.4
1.7
1.3
1.8
1.5
1.7

49,790
50,857
51,564
51,859
51,350
51,891
51,328
51,054
50,991
50,759
50,976
51,564
50,932
51,014
51,629
52,639
52,216

▲29.1
▲10.2
▲3.5
▲83.3
66.7
▲22.2
116.7
57.1
▲18.2
▲41.2
10.0
83.3
0.0

▲50.0
9.1

200.0
20.0

127
114
110
2
5
7
13
11
9
10
11
11
8
6
12
6
6

0.38
0.46
0.61
0.60
0.59
0.59
0.61
0.61
0.61
0.62
0.66
0.67
0.69
0.68
0.69
0.67
0.65

312,070
297,101
277,713
265,066
256,337
269,534
273,555
260,582
249,191
272,809
276,308
324,028
336,390
352,299
364,552
369,091
248,677

394,898
377,069
351,844
301,194
257,194
426,198
352,529
324,905
318,388
365,400
325,983
656,041
354,630
435,697
365,627
348,183
294,530

32,853
38,068
29,430
1,077
1,396
2,418
2,612
2,572
3,466
2,678
2,724
2,336
2,912
3,858
5,673
2,423
2,709

1.3
▲4.8
▲6.5
▲22.1
▲15.4
▲8.5
▲7.4
▲7.1
▲10.2
11.2
9.4
15.5
13.6
27.3
16.8
39.2
▲ 3.0

0.1
▲4.5
▲6.7
▲19.4
▲18.4
▲8.2
▲15.2
3.7
2.7
2.4
16.7
19.0
21.3
38.6
27.2
15.6
14.5

5.4
15.9
▲22.7
▲56.0
▲48.9
▲27.2
▲39.2
▲31.0
▲5.5
19.8
31.7
35.0
40.7
36.0
74.8
125.0
94.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
25,999
26,647
22,718
1,096
1,515
1,664
1,988
1,912
2,144
1,936
2,129
1,944
2,466
2,999
3,596
2,501
2,546

▲8.1
2.5

▲14.7
▲45.0
▲25.0
▲24.3
▲16.8
▲10.9
▲14.0
4.9
23.2
11.5
28.2
35.3
59.8
128.2
68.1

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲6.2
▲2.9
▲2.5
▲3.3
▲4.5
▲3.1
▲0.4
▲3.4
▲1.2
▲4.0
▲3.5
▲2.6
▲5.4
▲1.4
3.4
0.6
1.0

172,786
169,324
166,476
12,958
12,852
12,663
15,656
13,083
12,310
13,459
13,414
18,856
14,962
12,044
13,655
13,036
12,976

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.6
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.2
▲0.5
▲0.3
▲0.2
▲0.2
0.2
0.1
0.2

100.3
100.0
99.5
99.7
99.5
99.4
99.7
99.6
99.8
99.9
99.2
99.2
99.2
99.2
99.9
99.8
99.7

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲36.1
60.9
22.8
80.2
13.8
12.9
▲17.8
105.0
53.8
▲17.5
▲49.0
50.9
▲72.8
14.8
147.7
▲48.4
▲25.8

701
1,128
1,385
115
80
129
63
165
162
173
65
112
58
68
120
59
59

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
5.1
▲5.3
▲14.9
▲18.7
▲31.5
▲8.7
▲1.0
▲11.0
▲9.3
▲14.9
▲13.1
▲22.7
6.4
38.1
▲9.7
▲13.1
▲5.7

▲36.1
6.7
16.8
6.7
4.3
▲8.5
33.4
62.3
20.2
▲14.7
0.0
29.7
8.1

▲15.0
6.0
21.6
0.1

▲26.9
▲3.5
4.5
9.7
6.5
32.6
9.5

▲26.5
5.4
18.5
▲43.0
▲7.2
6.9
▲1.9
▲28.3
▲31.9
▲9.2

2,124
2,012
1,713
143
116
112
130
134
185
172
164
136
97
105
228
124
109

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲1.2
▲53.0
112.1
45.9
▲6.1
96.1
251.5
45.2
202.5
114.5
73.6
261.4
▲45.1
40.8
600.0
242.6
59.7

前年比（％）
▲36.7
▲13.0
7.6

▲32.8
161.3
65.5
▲1.9
148.2
▲44.3
▲10.5
▲37.4
6.7
57.2
101.5
12.5
154.9
4.3

前年比（％）
▲7.2
10.3
4.7
41.1
31.1
▲26.1
29.4
18.3
▲16.5
▲22.5
▲3.5
15.8
▲11.9
▲10.0
5.8

▲10.6
14.7

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲21.5
▲10.2
13.8
2.1
67.6
19.2
43.5
62.4
▲12.5
▲7.8
▲17.8
24.9
4.1
30.4
32.6
67.1
12.7

9,842
8,842
10,063
696
803
1,038
1,187
1,093
705
678
781
1,024
713
841
965
1,163
905

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲9.7
▲13.4
16.5
18.5
25.4
29.8
22.3
22.7
9.5
10.7
13.8
1.6
▲1.1
▲3.7
▲12.5
▲9.1

112.2
97.2
113.2
112.9
115.2
119.5
118.1
119.5
109.6
117.1
118.1
106.5
107.2
101.0
95.7
102.7

季調値 前年比（％）
▲21.6
16.9
1.6
▲2.6
7.4
▲5.0
4.2
▲1.0
▲6.8
1.6
8.7
7.4
0.1
9.1
7.5
▲0.1

79.2
92.6
94.1
93.6
93.8
89.9
93.1
94.0
90.3
92.7
95.0
101.3
95.9
102.5
100.9
93.5

季調値 前年比（％）
▲24.6
13.8
▲2.3
▲14.3
▲16.2
▲0.7
5.0
▲6.1
▲4.3
6.9
▲6.4
3.9

▲10.4
5.9
14.3
▲10.6

71.2
81.0
79.1
77.5
68.8
77.0
76.6
74.8
76.1
81.2
75.3
85.1
82.1
88.9
88.7
69.3

季調値 前年比（％）
▲37.3
85.0
18.2
3.9
60.8
52.9
▲2.9
1.8

▲15.7
▲8.5
64.4
▲5.6
13.6
22.6
6.9
▲4.4

49.0
90.7
107.2
99.3
120.6
93.4
104.4
102.0
95.3
103.3
154.0
118.7
106.7
137.0
101.2
94.9

季調値 前年比（％）
▲25.2
10.2
▲11.6
▲25.7
▲17.5
▲16.2
▲8.7
▲6.8
▲10.4
▲6.4
▲5.2
8.2
3.5
14.0
2.1
25.8

103.7
114.3
101.0
95.3
95.2
96.5
105.3
103.2
97.0
100.2
95.7
99.8
112.5
113.4
113.3
119.9

季調値 前年比（％）
▲2.2
▲1.7
4.8
11.4
10.1
▲1.5
16.5
7.8
▲6.6
1.6
8.7
3.9
8.4
7.6
4.1
▲6.0

95.7
94.1
98.6
105.6
99.7
96.3
107.0
100.5
91.7
95.2
100.4
97.9
98.9
102.4
102.4
99.2

季調値 前年比（％）
▲22.5
21.0
▲1.6
▲2.7
0.0
▲7.7
▲1.5
▲5.0
▲14.3
0.9
8.4
3.3
▲0.2
6.9
1.4
▲0.1

80.3
97.1
95.6
95.8
95.2
92.1
95.8
95.0
92.4
94.2
96.7
99.3
99.1
99.3
97.7
95.7

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

2012. 1

4
5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。 漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の4市場の合計。 
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車
大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲ 3.0
▲ 0.8
1.0
0.9
0.0
0.1
0.5
0.5
0.4
0.6
1.0
1.0
0.8
0.1
1.2
0.5
0.3

22,992
22,815
23,035
22,808
22,917
22,808
23,009
22,950
22,867
22,880
22,807
23,035
22,995
22,994
23,502
22,920
22,992

1.6
1.1
1.6
2.2
2.0
1.8
2.1
1.9
1.7
1.6
2.4
1.6
2.1
2.1
2.5
2.3
0.9

41,579
42,018
42,677
42,908
42,703
43,099
42,928
42,592
42,355
42,320
42,638
42,677
42,558
42,673
43,543
43,899
43,070

▲31.5
▲41.0
8.3
0.0
75.0
▲36.4
14.3
100.0
▲71.4
100.0
175.0
▲22.2
▲14.3
▲50.0
0.0
66.7
42.9

122
72
78
3
7
7
8
6
2
6
11
7
6
4
6
5
10

0.41
0.46
0.58
0.55
0.56
0.59
0.61
0.59
0.58
0.59
0.62
0.63
0.63
0.63
0.64
0.61
0.61

308,588
311,550
271,058
295,191
261,565
249,410
278,714
240,859
245,994
265,437
236,439
267,387
242,185
246,242
290,448
258,260
250,228

388,129
448,225
336,448
313,454
291,864
366,981
356,068
287,957
282,974
323,994
294,569
542,537
255,288
321,361
274,876
297,119
230,982

20,921
23,656
18,633
669
958
1,493
1,723
1,610
2,265
1,668
1,673
1,472
1,985
2,384
3,331
1,435
1,624

4.0
1.0

▲13.0
▲2.5
▲6.2
▲13.8
▲3.3
▲30.4
▲10.6
▲24.1
▲20.2
▲31.8
▲17.3
▲5.0
▲19.2
▲12.5
▲4.3

6.5
15.5
▲24.9
▲13.5
▲9.1
▲49.4
▲26.9
▲28.4
▲28.5
▲25.4
▲21.0
▲34.0
▲13.9
▲8.1
▲17.0
▲5.2
▲20.9

3.3
13.1
▲21.2
▲58.2
▲42.4
▲26.9
▲31.2
▲32.2
▲1.4
22.8
24.4
20.7
51.8
43.2
56.5
114.5
69.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,725
21,371
18,210
1,033
1,197
1,282
1,619
1,464
1,714
1,590
1,616
1,610
1,966
2,201
3,083
1,877
1,995

▲6.6
▲1.6
▲14.8
▲33.3
▲26.7
▲30.6
▲13.9
▲17.0
▲10.3
11.3
22.0
22.3
26.8
35.3
61.7
81.7
66.7

百万円 前年比（％）
117,941
120,621
121,789
9,678
10,005
9,806
12,204
9,732
8,742
9,321
9,603
12,893
10,547
8,721
9,236
9,201
9,479

▲5.5
▲1.0
▲1.9
▲2.2
▲0.6
0.6
3.6
▲7.4
▲5.8
▲5.2
▲6.1
▲2.5
▲5.1
▲4.4
▲3.5
▲4.9
▲5.3

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場門司税関 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月
指数 前年比（％）

▲ 1.0
▲ 0.7
▲ 0.5
▲ 0.8
▲ 0.6
▲ 0.6
▲ 0.4
▲ 0.6
0.1

▲ 0.2
▲ 0.2
▲ 0.4
0.1
0.4
0.5
0.5
0.0

100.7
100.0
99.5
99.5
99.7
99.4
99.3
99.2
99.8
99.9
99.4
99.2
99.6
99.6
100.0
100.0
99.7

千人 前年比（％）
▲7.4
▲6.1
▲10.2
▲19.0
▲11.6
▲0.3
▲4.5
▲12.6
▲4.4
▲8.7
▲8.8
3.3
18.1
▲25.4
10.7
26.5
▲0.6

2,387
2,241
2,012
129
254
129
146
262
184
216
203
110
107
105
163
164
253

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
2.3
▲6.1
35.9
13.7
631.1
▲49.2
▲15.4
4.9
1.4
15.9
4.6
37.5
▲19.1
56.9
171.5
30.0
▲54.7

596
560
761
38
130
51
29
60
57
70
71
45
74
86
174
49
59

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

24.4
▲9.5
▲10.4
▲11.2
30.3
▲32.4
▲15.2
▲7.4
▲23.0
▲2.5
▲14.7
19.2
▲24.9
62.5
▲18.0
11.9
▲13.2

▲53.0
12.6
18.5
▲4.9
▲6.8
28.8
▲7.5
45.4
12.1
24.9
96.5
▲25.4
▲4.4
21.5
10.8
11.7
28.1

7.4
▲3.5
▲12.2
4.7

▲48.7
▲29.2
▲38.0
40.9
21.4
▲43.7
86.8
▲62.8
▲2.6
68.0
▲30.0
▲45.1
30.7

1,959
1,774
1,590
87
90
121
191
140
159
174
122
143
64
120
169
97
78

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲18.5
▲4.4
11.5
7.5
19.9
6.4
9.3
13.3
7.0
16.3
6.9
8.0
12.0
▲12.6
5.2

▲10.5
▲3.4

59,901
57,267
63,871
6,135
5,686
4,367
4,535
4,861
4,720
5,207
6,014
6,650
5,399
4,974
5,453
5,490
5,495

漁業水揚金額
貿易

前年比（％）
▲53.9
▲7.1
72.5
941.7
128.6
▲10.0
31.3

1,000.0
393.8
64.9
37.9
▲89.9
12.3
311.8
9.1

▲67.2
85.4

前年比（％）
▲9.5
▲16.2
▲8.2
▲4.1
154.2
24.0
▲32.1
23.7
▲12.8
▲13.6
19.7
▲48.7
11.3
63.4
128.2
▲17.9
▲26.2

前年比（％）
▲13.7
5.9
0.9
0.5
▲4.8
6.6
12.2
4.2

▲11.7
▲2.4
8.1

▲40.5
22.3
27.9
11.9
20.8
14.3

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲16.9
▲5.2
0.6
28.9
39.6
14.1
▲10.9
45.5
▲20.5
6.2
13.8
▲51.7
17.0
56.4
65.0
▲13.8
5.8

5,767
5,466
5,501
486
448
437
443
627
473
535
485
326
578
574
627
419
474

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月
億円 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲21.9
0.9

▲20.9
▲43.5
▲38.3
▲40.3
▲15.6
▲23.5
▲42.1
▲19.5
▲7.4
8.3
▲6.4
15.3
▲6.1
▲2.6

前年比（％）
▲18.7
11.1
▲21.5
▲15.3
▲24.9
▲28.2
▲32.4
▲19.4
▲14.3
▲23.5
▲20.9
▲25.8
▲24.0
▲18.3
1.5

▲31.2
▲32.9

2,484
2,506
1,982
166
161
167
160
195
123
151
157
166
162
192
184
162

億円 前年比（％）
▲5.8
▲8.3
0.4
▲1.3
▲17.5
▲8.7
▲4.5
4.4

▲18.3
35.2
2.8
▲3.0
▲0.4
12.9
▲26.4
▲5.7

2,131
1,954
1,963
152
149
174
149
167
162
210
167
160
147
156
138
144

季調値 前年比（％）
▲6.9
▲3.6
5.3

131.0
▲13.8
▲8.1
▲7.0
▲3.2
▲8.5
3.7
16.2
9.1
10.5
23.8
23.3
27.4

110.8
106.7
112.3
117.1
106.3
101.4
102.1
105.0
108.8
112.4
128.2
124.0
131.9
126.7
146.9
149.2

季調値 前年比（％）
▲25.5
8.0

▲22.4
▲37.4
▲14.2
36.0
8.4
2.5

▲29.2
▲37.6
▲80.1
▲53.0
▲20.4
▲2.5
▲11.2
22.2

190.3
205.6
159.6
170.8
204.0
246.7
203.9
197.2
128.2
118.8
39.1
89.0
159.1
164.1
149.9
208.8

季調値 前年比（％）
▲0.7
4.6
0.9
1.6
▲2.1
▲3.1
▲0.5
5.7
6.2
▲2.2
▲0.8
3.3
6.0
5.2
4.8
▲0.2

101.0
105.7
106.5
110.2
103.7
103.1
107.4
107.6
111.9
103.3
105.5
110.1
108.7
105.9
114.5
110.0

季調値 前年比（％）
▲20.2
60.4
21.7
58.2
34.8
27.8
53.9
23.2
24.3
4.1
2.1

▲23.2
12.5
▲21.4
▲30.2
▲52.1

123.0
197.4
240.3
384.9
270.7
251.2
230.9
238.3
230.3
228.0
227.1
193.7
200.4
183.1
170.3
184.4

季調値 前年比（％）
▲17.4
13.5
▲1.2
17.7
0.9
15.7
14.5
7.0
▲5.7
▲13.4
▲22.3
▲20.6
4.4
▲4.1
▲9.2
▲14.7

125.9
142.8
141.1
172.7
153.4
160.1
151.6
146.7
127.5
122.6
117.4
118.8
156.2
137.1
127.0
147.3

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4
2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。
鉱工業生産指数（電子部品）は、経済産業省の統計調査において集積回路の一部に報告内容の修正があった為、2011年5月以降の数値が著しく大きくなっています。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.5
2.0
2.1
3.4
3.1
3.1
3.3
2.8
2.5
2.3
2.6
2.1
1.8
1.7
1.8
1.3
1.9

29,669
30,272
30,903
30,190
30,194
30,276
30,421
30,313
30,562
30,358
30,473
30,903
30,581
30,541
31,015
30,577
30,753

2.4
2.1
1.4
2.9
1.8
2.4
1.6
2.0
1.8
0.9
1.4
1.4
1.7
1.3
1.8
1.5
1.7

49,790
50,857
51,564
51,859
51,350
51,891
51,328
51,054
50,991
50,759
50,976
51,564
50,932
51,014
51,629
52,639
52,216

▲29.1
▲10.2
▲3.5
▲83.3
66.7
▲22.2
116.7
57.1
▲18.2
▲41.2
10.0
83.3
0.0

▲50.0
9.1

200.0
20.0

127
114
110
2
5
7
13
11
9
10
11
11
8
6
12
6
6

0.38
0.46
0.61
0.60
0.59
0.59
0.61
0.61
0.61
0.62
0.66
0.67
0.69
0.68
0.69
0.67
0.65

312,070
297,101
277,713
265,066
256,337
269,534
273,555
260,582
249,191
272,809
276,308
324,028
336,390
352,299
364,552
369,091
248,677

394,898
377,069
351,844
301,194
257,194
426,198
352,529
324,905
318,388
365,400
325,983
656,041
354,630
435,697
365,627
348,183
294,530

32,853
38,068
29,430
1,077
1,396
2,418
2,612
2,572
3,466
2,678
2,724
2,336
2,912
3,858
5,673
2,423
2,709

1.3
▲4.8
▲6.5
▲22.1
▲15.4
▲8.5
▲7.4
▲7.1
▲10.2
11.2
9.4
15.5
13.6
27.3
16.8
39.2
▲ 3.0

0.1
▲4.5
▲6.7
▲19.4
▲18.4
▲8.2
▲15.2
3.7
2.7
2.4
16.7
19.0
21.3
38.6
27.2
15.6
14.5

5.4
15.9
▲22.7
▲56.0
▲48.9
▲27.2
▲39.2
▲31.0
▲5.5
19.8
31.7
35.0
40.7
36.0
74.8
125.0
94.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
25,999
26,647
22,718
1,096
1,515
1,664
1,988
1,912
2,144
1,936
2,129
1,944
2,466
2,999
3,596
2,501
2,546

▲8.1
2.5

▲14.7
▲45.0
▲25.0
▲24.3
▲16.8
▲10.9
▲14.0
4.9
23.2
11.5
28.2
35.3
59.8
128.2
68.1

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲6.2
▲2.9
▲2.5
▲3.3
▲4.5
▲3.1
▲0.4
▲3.4
▲1.2
▲4.0
▲3.5
▲2.6
▲5.4
▲1.4
3.4
0.6
1.0

172,786
169,324
166,476
12,958
12,852
12,663
15,656
13,083
12,310
13,459
13,414
18,856
14,962
12,044
13,655
13,036
12,976

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.5
▲0.8
▲0.6
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.2
▲0.5
▲0.3
▲0.2
▲0.2
0.2
0.1
0.2

100.3
100.0
99.5
99.7
99.5
99.4
99.7
99.6
99.8
99.9
99.2
99.2
99.2
99.2
99.9
99.8
99.7

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲36.1
60.9
22.8
80.2
13.8
12.9
▲17.8
105.0
53.8
▲17.5
▲49.0
50.9
▲72.8
14.8
147.7
▲48.4
▲25.8

701
1,128
1,385
115
80
129
63
165
162
173
65
112
58
68
120
59
59

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
5.1
▲5.3
▲14.9
▲18.7
▲31.5
▲8.7
▲1.0
▲11.0
▲9.3
▲14.9
▲13.1
▲22.7
6.4
38.1
▲9.7
▲13.1
▲5.7

▲36.1
6.7
16.8
6.7
4.3
▲8.5
33.4
62.3
20.2
▲14.7
0.0
29.7
8.1

▲15.0
6.0
21.6
0.1

▲26.9
▲3.5
4.5
9.7
6.5
32.6
9.5

▲26.5
5.4
18.5
▲43.0
▲7.2
6.9
▲1.9
▲28.3
▲31.9
▲9.2

2,124
2,012
1,713
143
116
112
130
134
185
172
164
136
97
105
228
124
109

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲1.2
▲53.0
112.1
45.9
▲6.1
96.1
251.5
45.2
202.5
114.5
73.6
261.4
▲45.1
40.8
600.0
242.6
59.7

前年比（％）
▲36.7
▲13.0
7.6

▲32.8
161.3
65.5
▲1.9
148.2
▲44.3
▲10.5
▲37.4
6.7
57.2
101.5
12.5
154.9
4.3

前年比（％）
▲7.2
10.3
4.7
41.1
31.1
▲26.1
29.4
18.3
▲16.5
▲22.5
▲3.5
15.8
▲11.9
▲10.0
5.8

▲10.6
14.7

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲21.5
▲10.2
13.8
2.1
67.6
19.2
43.5
62.4
▲12.5
▲7.8
▲17.8
24.9
4.1
30.4
32.6
67.1
12.7

9,842
8,842
10,063
696
803
1,038
1,187
1,093
705
678
781
1,024
713
841
965
1,163
905

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

▲9.7
▲13.4
16.5
18.5
25.4
29.8
22.3
22.7
9.5
10.7
13.8
1.6
▲1.1
▲3.7
▲12.5
▲9.1

112.2
97.2
113.2
112.9
115.2
119.5
118.1
119.5
109.6
117.1
118.1
106.5
107.2
101.0
95.7
102.7

季調値 前年比（％）
▲21.6
16.9
1.6
▲2.6
7.4
▲5.0
4.2
▲1.0
▲6.8
1.6
8.7
7.4
0.1
9.1
7.5
▲0.1

79.2
92.6
94.1
93.6
93.8
89.9
93.1
94.0
90.3
92.7
95.0
101.3
95.9
102.5
100.9
93.5

季調値 前年比（％）
▲24.6
13.8
▲2.3
▲14.3
▲16.2
▲0.7
5.0
▲6.1
▲4.3
6.9
▲6.4
3.9

▲10.4
5.9
14.3
▲10.6

71.2
81.0
79.1
77.5
68.8
77.0
76.6
74.8
76.1
81.2
75.3
85.1
82.1
88.9
88.7
69.3

季調値 前年比（％）
▲37.3
85.0
18.2
3.9
60.8
52.9
▲2.9
1.8

▲15.7
▲8.5
64.4
▲5.6
13.6
22.6
6.9
▲4.4

49.0
90.7
107.2
99.3
120.6
93.4
104.4
102.0
95.3
103.3
154.0
118.7
106.7
137.0
101.2
94.9

季調値 前年比（％）
▲25.2
10.2
▲11.6
▲25.7
▲17.5
▲16.2
▲8.7
▲6.8
▲10.4
▲6.4
▲5.2
8.2
3.5
14.0
2.1
25.8

103.7
114.3
101.0
95.3
95.2
96.5
105.3
103.2
97.0
100.2
95.7
99.8
112.5
113.4
113.3
119.9

季調値 前年比（％）
▲2.2
▲1.7
4.8
11.4
10.1
▲1.5
16.5
7.8
▲6.6
1.6
8.7
3.9
8.4
7.6
4.1
▲6.0

95.7
94.1
98.6
105.6
99.7
96.3
107.0
100.5
91.7
95.2
100.4
97.9
98.9
102.4
102.4
99.2

季調値 前年比（％）
▲22.5
21.0
▲1.6
▲2.7
0.0
▲7.7
▲1.5
▲5.0
▲14.3
0.9
8.4
3.3
▲0.2
6.9
1.4
▲0.1

80.3
97.1
95.6
95.8
95.2
92.1
95.8
95.0
92.4
94.2
96.7
99.3
99.1
99.3
97.7
95.7

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

2012. 1

4
5
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2010年 =100） 大型小売店

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計調査課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年

季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5

2011. 4

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

経済指標佐賀 Saga

▲29.9
41.9
▲12.3
▲7.0
▲4.7
▲6.9
▲11.5
▲16.3
▲17.8
▲13.1
▲16.0
▲22.0
▲21.8
▲21.2
▲11.9
▲4.7

79.1
112.3
98.4
105.6
108.4
98.4
93.6
92.6
91.7
92.4
89.9
89.2
83.5
84.8
93.4
100.1

▲50.3
12.9
8.9
38.9
24.1
21.7
▲0.4
15.0
▲23.3
▲5.9
19.8
▲19.4
▲32.8
6.5

▲17.1
▲24.0

85.0
100.2
100.3
106.0
103.5
101.8
97.7
97.5
97.0
98.1
100.8
97.0
96.5
94.0
96.0
99.6

▲15.7
17.9
0.1
8.2
5.9
2.8
▲3.6
▲1.6
▲7.5
▲1.6
0.8
▲5.0
▲2.0
▲2.0
▲8.1
▲6.2

43.8
49.4
53.8
74.7
55.1
52.7
45.7
51.1
42.4
53.9
60.3
46.2
44.3
55.8
40.6
56.0

120.4
114.3
133.3
150.0
147.6
132.5
136.5
140.8
147.9
128.8
140.3
138.5
116.9
115.8
139.5
152.1

8.2
▲5.1
16.7
36.4
45.3
15.0
20.9
37.6
13.7
9.2
15.0
21.0
32.5
32.9
▲3.0
▲5.9

92.6
93.7
98.1
95.0
97.4
99.1
100.1
97.5
97.4
98.5
103.0
99.5
104.8
98.8
98.8
98.6

▲3.2
1.1
4.7
2.9
6.1
7.4
0.6
2.0
3.4
6.6
7.0
6.0
7.0
8.5
0.7
3.2

81.3
92.9
92.7
96.6
94.7
93.7
91.3
90.6
89.0
90.9
91.6
90.0
90.5
89.5
90.0
92.7

▲15.7
14.3
▲0.2
4.5
5.0
2.0
▲0.6
▲2.8
▲4.9
▲0.4
▲1.1
▲3.3
▲3.7
▲4.0
▲5.3
▲4.7

92.2
92.6
95.8
95.4
95.7
96.8
93.8
96.4
96.6
97.1
98.6
96.6
93.9
87.5
95.9
103.0

▲9.9
0.4
3.5
11.6
4.7
6.7
▲1.4
2.4
▲1.7
▲2.3
3.8
▲1.5
1.3
1.2
▲2.2
6.9

▲6.1
12.9
▲39.4
▲39.2
57.7
939.2
954.3
46.5
▲97.6
▲95.6
877.5
▲97.9
218.5
2.4

▲94.5
18.0
1.9

0.2
21.2
▲12.1
33.2
20.1
▲72.3
▲31.8
72.9
▲12.2
45.0
▲28.6
64.7
▲26.6
35.1
38.7
▲6.7
38.4

1,248
1,058
978
182
74
37
67
67
99
95
63
59
43
57
116
125
86

11.8
▲15.3
▲7.5
45.1
51.6
▲54.2
▲26.8
▲19.7
5.5
▲5.7
▲14.9
▲26.0
▲17.8
▲15.0
1.4

▲31.7
16.6

384
647
662
89
69
25
50
37
34
36
103
55
27
28
19
75
20

▲45.6
68.7
2.3

131.2
64.4
▲36.5
▲41.7
▲7.0
27.8
▲81.8
143.3
▲33.8
▲58.4
▲25.4
▲70.4
▲15.0
▲71.4

4,477
4,075
4,417
316
281
336
666
362
303
328
526
518
261
326
360
409
312

▲28.1
▲9.0
8.4
▲0.6
▲6.0
8.0
91.9
▲15.2
▲5.0
2.8
3.5
48.4
7.4
20.7
34.3
29.4
11.0

▲7.3
3.4
2.9
22.6
▲15.5
13.7
41.4
7.0

▲11.1
13.0
▲20.8
▲5.9
0.7
2.6

▲14.7
1.7
7.2

▲33.7
▲31.7
10.6
▲45.2
17.5
9.3

259.8
▲52.5
18.5
▲22.4
12.7
57.0
31.8
▲15.0
57.5
104.7
17.5

▲74.9
135.7
60.9
766.7
40.0
▲42.9
▲29.6
258.8
▲7.9
75.0
55.1

2,200.0
▲52.6
755.6
883.3
▲1.9
0.0

100.8
100.0
99.4
99.6
99.4
99.0
99.3
99.3
99.4
99.5
99.2
99.1
99.3
99.4
99.9
99.8
99.6

▲0.6
▲0.8
▲0.7
▲0.7
▲1.0
▲0.9
▲0.2
▲0.3
▲0.2
▲0.8
▲0.6
▲0.5
▲0.1
0.0
0.3
0.1
0.3

69,004
69,828
70,066
5,633
5,574
5,402
6,370
6,004
5,153
5,556
5,647
7,430
6,321
5,101
5,276
5,391
5,357

▲2.9
1.2
0.3
▲0.5
▲2.3
▲3.4
1.0
▲6.1
▲8.3
▲4.6
▲2.7
▲1.7
▲2.8
▲4.1
▲3.6
▲4.3
▲3.9

14,198
16,289
12,548
475
633
1,049
1,072
960
1,433
1,101
1,156
995
1,377
1,665
2,371
895
1,095

2.8
14.7
▲23.0
▲56.2
▲43.5
▲27.4
▲35.0
▲39.0
▲11.3
15.0
28.6
22.1
42.8
30.6
65.2
88.4
73.0

13,627
12,945
11,414
593
718
866
929
846
1,128
1,053
962
1,053
1,240
1,461
1,990
1,219
1,272

▲5.1
▲5.0
▲11.8
▲36.4
▲20.2
▲21.8
▲17.0
▲19.1
▲8.1
27.2
23.2
25.7
30.8
38.2
57.8
105.6
77.2

438,413
456,205
429,542
403,326
310,139
522,539
457,728
387,806
360,766
416,347
373,226
744,475
365,113
443,158
398,019
407,394
331,209

10.3
4.1
▲5.8
2.6
▲1.3
▲11.8
▲6.1
▲9.8
▲6.3
▲9.9
▲7.9
▲17.6
▲3.3
2.1
8.6
1.0
6.8

332,454
326,601
314,463
291,168
283,092
339,233
353,869
300,608
279,664
343,236
324,873
390,822
347,585
344,740
351,186
375,604
304,429

9.5
▲1.8
▲3.7
▲10.3
▲8.3
24.2
10.9
▲23.7
▲17.2
14.1
7.3
13.9
18.2
33.4
11.7
29.0
7.5

0.43
0.49
0.62
0.61
0.62
0.63
0.63
0.63
0.63
0.63
0.64
0.64
0.64
0.66
0.68
0.73
0.74

60
47
45
2
7
3
4
6
4
4
2
4
5
8
3
2
5

▲36.2
▲21.7
▲4.3
▲60.0
40.0
50.0
▲42.9
20.0
100.0
33.3
▲33.3
33.3
66.7
300.0
▲25.0
0.0

▲28.6

20,745
21,104
21,268
21,567
21,413
21,563
21,447
21,200
21,043
21,048
21,079
21,268
21,062
21,160
21,764
21,638
21,512

1.5
1.7
0.8
1.7
1.4
1.7
1.3
1.0
1.4
0.4
1.3
0.8
0.7
0.9
1.7
0.3
0.5

11,242
11,214
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11,148
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11,133

0.8
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0.0
0.4
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▲0.3
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
宮城 正志

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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今
年
は
、国
内
初
の
本
格
的
な
格
安
航

空
会
社（
L
C
C
※
1
）で
あ
る
ピ
ー
チ

･
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
3
月
に
、ジ
ェッ
ト
ス

タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
が
7
月
に
そ
れ
ぞ
れ
運
行

を
開
始
し
、さ
ら
に
、８
月
に
は
新
た
に

エ
ア
ア
ジ
ア・ジ
ャ
パ
ン
が
日
本
の
空
へ
の

参
入
を
予
定
す
る
等
、本
格
的
な
L
C
C

元
年
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
は
、英
国
・ロ
ン
ド
ン
で

7
月
27
日
か
ら
8
月
12
日
ま
で
の
17
日

間
に
わ
た
っ
て
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
あ
る「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
第
30
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
）」が

開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
、日
本
国
内
で

も
応
援
ム
ー
ド
が
高
ま
る
等
、各
方
面
か

ら
注
目
が
集
ま
って
い
ま
す
。

　
F
F
G
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で

は
、こ
の
度
新
た
に「
F
F
G
生
活
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
、こ
う
し
た
今

年
の
大
き
な
動
き
を
踏
ま
え
て
、L
C
C

に
対
す
る
消
費
者
の
認
知
度
お
よ
び
利
用

意
向
、そ
し
て
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
け
る
注
目
の
競
技
種
目
等
に
つ
い
て
、

福
岡
県
在
住
の
方
々
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、そ
の
結
果

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　　　

　　
ま
ず
、L
C
C
へ
の
意
識
調
査
と
し
て

認
知
度
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、国
内
で
既
に

就
航
し
て
い
る
航
空
会
社
は
概
ね
高
い
も

の
の
、今
後
新
た
に
参
入
を
予
定
し
て
い

る
航
空
会
社（
本
調
査
時
点
で
参
入
前

だ
っ
た
ジ
ェッ
ト
ス
タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
を
含

む
）や
海
外
の
L
C
C
の
認
知
度
は
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
す（
図
１
）。福
岡
空
港

に
乗
り
入
れ
し
て
い
る
２
社（
ス
カ
イ
マ
ー

ク
、ピ
ー
チ・ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
）の
認
知
度

は
８
割
前
後
と
突
出
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

「
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）」と

「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
関
す
る

意
識
調
査
に
つ
い
て

【
調
査
結
果
の
概
要
】

福
岡
へ
就
航
予
定
の

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）へ
の

意
識
調
査

１

４
．L
C
C
に
対
す
る
消
極
的
利
用
意
向
15・

3
％（
内
訳：「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は

思
わ
な
い
」11
・
0
％
、「
利
用
し
た
い
と

思
わ
な
い
」4
・
3
％
）の
う
ち
、そ
の
理

由
は
、「
安
全
性
が
心
配
」が
１
位
で
67
・

4
％
、「
事
故
の
場
合
の
補
償
が
心
配
」が

２
位
で
47・8
％
、「
座
席
や
通
路
が
狭
い
」

が
３
位
で
43・5
％
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

【
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）の
認
知
度
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）と
し
て

知
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か

（
複
数
回
答
）

問１

【
調
査
概
要
】

調
査
対
象
：
福
岡
県
在
住
の
男
女
3
0
0
人

             

（
男
性
1
5
0
人
、女
性
1
5
0
人
）

調
査
時
期
：
平
成
24
年
６
月

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

※
1
L
C
C
と
は
、Lo

w
-C
o
s
t  

C
a
r
r
ie
r

の
略
称

で
、効
率
的
な
運
営
に
よ
り
低
価
格
運
賃
で
運
行
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
航
空
会
社

（
注
）ス
カ
イ
マ
ー
ク
、ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空
、北
海
道
国
際

航
空
の
３
社
に
つ
い
て
は
、全
日
空
や
日
本
航
空
な
ど
の
大

手
航
空
会
社
と
比
べ
、使
用
機
種
の
統
一
や
機
内
サ
ー
ビ
ス

の
簡
素
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、本
件
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
L
C
C
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

１
．格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）の
認
知
度
に

つ
い
て
は
、国
内
で
既
に
就
航
し
て
い
る

L
C
C
の
認
知
度
は
概
ね
高
い
も
の
の
、

今
後
新
た
に
就
航
を
予
定
し
て
い
る
会

社
な
ら
び
に
海
外
L
C
C
の
認
知
度
は

ま
だ
低
い
。

２
．L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、１
位
は「
料
金
が
手
ご
ろ
な
」78
・

0
％
、２
位
は「
庶
民
的
」41・3
％
と
、低

価
格
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
結

果
と
な
っ
た
。

３
．今
後
の
L
C
C
利
用
の
意
向
に
つ
い
て

は
、「
機
会
が
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
」が

１
位
で
44
・
7
％
、「
既
に
利
用
し
て
お

り
、今
後
も
利
用
し
た
い
」が
２
位
で
11・

7
％
、「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は
思
わ

な
い
」が
３
位
で
11
・
0
％
と
、今
後
、利

用
が
増
え
て
い
く
可
能
性
が
見
込
ま
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

特
　別
　企
　画

F
F
G
生
活
者
ア
ン
ケ
ー
ト（
福
岡
県
）

　

▼図1　認知しているLCC（複数回答）
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中
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要
】

福
岡
へ
就
航
予
定
の

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）へ
の

意
識
調
査

１

４
．L
C
C
に
対
す
る
消
極
的
利
用
意
向
15・

3
％（
内
訳：「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は

思
わ
な
い
」11
・
0
％
、「
利
用
し
た
い
と

思
わ
な
い
」4
・
3
％
）の
う
ち
、そ
の
理

由
は
、「
安
全
性
が
心
配
」が
１
位
で
67
・

4
％
、「
事
故
の
場
合
の
補
償
が
心
配
」が

２
位
で
47・8
％
、「
座
席
や
通
路
が
狭
い
」

が
３
位
で
43・5
％
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

【
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）の
認
知
度
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）と
し
て

知
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か

（
複
数
回
答
）

問１

【
調
査
概
要
】

調
査
対
象
：
福
岡
県
在
住
の
男
女
3
0
0
人

             

（
男
性
1
5
0
人
、女
性
1
5
0
人
）

調
査
時
期
：
平
成
24
年
６
月

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

※
1
L
C
C
と
は
、Lo

w
-C
o
s
t  

C
a
r
r
ie
r

の
略
称

で
、効
率
的
な
運
営
に
よ
り
低
価
格
運
賃
で
運
行
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
航
空
会
社

（
注
）ス
カ
イ
マ
ー
ク
、ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空
、北
海
道
国
際

航
空
の
３
社
に
つ
い
て
は
、全
日
空
や
日
本
航
空
な
ど
の
大

手
航
空
会
社
と
比
べ
、使
用
機
種
の
統
一
や
機
内
サ
ー
ビ
ス

の
簡
素
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、本
件
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
L
C
C
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

１
．格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）の
認
知
度
に

つ
い
て
は
、国
内
で
既
に
就
航
し
て
い
る

L
C
C
の
認
知
度
は
概
ね
高
い
も
の
の
、

今
後
新
た
に
就
航
を
予
定
し
て
い
る
会

社
な
ら
び
に
海
外
L
C
C
の
認
知
度
は

ま
だ
低
い
。

２
．L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、１
位
は「
料
金
が
手
ご
ろ
な
」78
・

0
％
、２
位
は「
庶
民
的
」41・3
％
と
、低

価
格
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
結

果
と
な
っ
た
。

３
．今
後
の
L
C
C
利
用
の
意
向
に
つ
い
て

は
、「
機
会
が
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
」が

１
位
で
44
・
7
％
、「
既
に
利
用
し
て
お

り
、今
後
も
利
用
し
た
い
」が
２
位
で
11・

7
％
、「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は
思
わ

な
い
」が
３
位
で
11
・
0
％
と
、今
後
、利

用
が
増
え
て
い
く
可
能
性
が
見
込
ま
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

特
　別
　企
　画

F
F
G
生
活
者
ア
ン
ケ
ー
ト（
福
岡
県
）

　

▼図1　認知しているLCC（複数回答）
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続
い
て
、問
１
で
尋
ね
た
L
C
C
の
う

ち
、「
ど
の
航
空
会
社
が
、今
年
、福
岡
空

港
へ
の
就
航
を
予
定
し
て
い
る
か
」尋
ね

た
と
こ
ろ（
問
１
で
、認
知
し
て
い
る

L
C
C
が「
こ
の
中
に
は
な
い
」と
答
え

た
回
答
者
を
除
く
）、最
も
高
か
っ
た
回

答
率
は
、本
調
査
時
点
で
既
に
福
岡
空

港
に
就
航
し
て
い
る「
ピ
ー
チ・ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
」（
全
日
空
系
）で
43・5
％
で
し
た

（
図
２
）。7
月
に
福
岡
空
港
に
就
航
し
た

「
ジ
ェッ
ト
ス
タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
」（
日
本
航
空

系
）お
よ
び
今
年
中
の
就
航
を
予
定
し
て

い
る「
エ
ア
ア
ジ
ア・ジ
ャ
パ
ン
」（
全
日
空

系
）２
社
の
回
答
率
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ

れ
23・9
％
、11・6
％
の
認
知
度
で
し
た
。

　
海
外
の
L
C
C
に
つ
い
て
は
、福
岡
空

港
に
就
航
し
て
い
る「
エ
ア
プ
サ
ン
」

（
2
0
1
0
年
福
岡
線
就
航
）、「
済
州
航

空
」（
2
0
1
2
年
３
月
福
岡
線
就
航
）

に
対
す
る
回
答
率
は
4・6
％
、2・1
％

と
他
の
海
外
L
C
C
も
含
め
低
い
認
知

度
で
し
た
。ま
た「
こ
の
中
に
は
な
い
」と

の
回
答
も
29
・
5
％
を
記
録
す
る
等
、福

岡
空
港
に
就
航
す
る
海
外
L
C
C
の
認

知
度
の
低
さ
が
表
れ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、「
料
金
が
手
ご
ろ
な
」が
78・0
％
と

突
出
し
て
お
り
、次
い
で「
庶
民
的
」が

41・3
％
、「
成
長
し
て
い
る
」が
15・0
％

と
、低
価
格
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
図
３
）。一
方
で
、「
サ
ー
ビ
ス
が
よ
い
」

「
経
営
が
安
定
し
て
い
る
」へ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、そ
れ
ぞ
れ
1
・
7
％
、1
・
3
％
と
な

る
等
、料
金
の
安
さ
ゆ
え
、サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
経
営
の
健
全
度
合
い
に
対
す
る

顧
客
の
イ
メ
ー
ジ
は
低
く
、今
後
本
格
的

な
参
入
に
よ
り
、L
C
C
に
対
す
る
こ
れ

ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
注
目
さ
れ
ま
す
。

　　　
L
C
C
に
対
す
る
利
用
意
向
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、第
一
位
は「
機
会
が
あ

れ
ば
利
用
し
た
い
」が
44・7
％
、次
い
で

「
す
で
に
利
用
し
て
お
り
、今
後
も

L
C
C
を
利
用
し
た
い
」が
11
・
7
％
、

「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
」が

11・0
％
と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。

　
大
手
航
空
会
社
か
ら
の
シ
フ
ト
や
新
た

な
需
要
が
期
待
さ
れ
る
質
問
に
対
し
て

「
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
航
空
会
社

（
L
C
C
以
外
）よ
り
優
先
し
て
利
用
し

た
い
」は
9
・
0
％
、「
こ
れ
ま
で
飛
行
機

は
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、L
C
C
に

な
っ
た
の
で
利
用
し
た
い
」は
6
・
0
％

と
、大
手
航
空
会
社
や
新
幹
線
な
ど

L
C
C
以
外
か
ら
の
積
極
的
な
シ
フ
ト

意
向
に
つ
い
て
は
限
定
的
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　　
問
４
に
て
、L
C
C
を「
あ
ま
り
利
用

し
た
い
と
思
わ
な
い
」「
利
用
し
た
い
と

思
わ
な
い
」と
の
回
答
者
に
対
し
て
、そ

の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、最
も

多
か
っ
た
理
由
は「
安
全
性
が
心
配
」で

67・4
％
、次
い
で「
事
故
の
場
合
の
補
償

が
心
配
」が
47・8
％
、「
座
席
や
通
路
が

狭
い
」が
43・5
％
、「
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

か
な
い
」が
32
・
6
％
と
い
う
結
果
と
な

り
、安
全
性
の
確
保
や
、補
償
対
応
、そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
面
に
関
し
て
、顧
客
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
５
）。

　
こ
う
し
た
不
安
要
素
を
い
か
に
し
て
取

り
除
く
か
が
、今
後
利
用
者
の
拡
大
を
図

る
上
で
の
課
題
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

（
横
尾
　
崇
裕
）

【
L
C
C
に
対
す
る
消
極
的
利
用
意
向
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）を

利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い
理
由

（
複
数
回
答
）

問5

【
L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ（
複
数
回
答
）

問3

今
年
、福
岡
空
港
へ
の
就
航
を
予
定

し
て
い
る
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）

（
複
数
回
答
）

問2

福
岡
県
民
が
注
目
す
る

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
意
識
調
査
）

2
【
調
査
結
果
の
概
要
】

１
．ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
に

つ
い
て
は
、全
体
で
は「
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」が
94
・

7
％
と
な
り
、認
知
度
は
極
め
て
高
い
。

２
．応
援
し
た
い
競
技
種
目
は
、1
位
は「
男

子
サ
ッ
カ
ー
」49・7
％
、2
位
は「
水
泳
」

49・3
％
、3
位
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」46・

7
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

３
．応
援
し
た
い
選
手
は
、1
位
は「
北
島

康
介
」得
票
数
85
、2
位
は「
内
村
航
平
」

得
票
数
33
と
な
り
、過
去
の
国
際
大
会
等

で
実
績
の
あ
る
選
手
に
加
え
て
、地
元
九

州
出
身
の
選
手
を
応
援
す
る
傾
向
も
見

ら
れ
た
。

４
．日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る

と
思
う
競
技
種
目
は
、1
位
は「
水
泳
」

53
・
0
％
、2
位「
体
操
」45
・
0
％
、3
位

「
柔
道
」42
・
0
％
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。ま
た
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の「
女

子
サ
ッ
カ
ー
」の
金
メ
ダ
ル
獲
得
へ
の

期
待
も
大
き
い
。

５
．日
本
選
手
団
に
よ
り
獲
得
が
期
待
さ
れ

る
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数
は
、5
・
8
個
と

な
っ
た
。な
お
、年
齢
層
別
で
は
、60
代
の

回
答
者
の
予
想
個
数
が
6・4
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

【
今
後
の
L
C
C
利
用
の
意
向
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）に

対
す
る
利
用
意
向

問4

全体
男性
女性

▼図3　LCCに対するイメージ（複数回答）
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▼図4　LCCに対する利用意向
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▼図5　利用したいと思わない理由（複数回答）
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▼図2　今年福岡空港で就航が予定されているLCC（複数回答）
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続
い
て
、問
１
で
尋
ね
た
L
C
C
の
う

ち
、「
ど
の
航
空
会
社
が
、今
年
、福
岡
空

港
へ
の
就
航
を
予
定
し
て
い
る
か
」尋
ね

た
と
こ
ろ（
問
１
で
、認
知
し
て
い
る

L
C
C
が「
こ
の
中
に
は
な
い
」と
答
え

た
回
答
者
を
除
く
）、最
も
高
か
っ
た
回

答
率
は
、本
調
査
時
点
で
既
に
福
岡
空

港
に
就
航
し
て
い
る「
ピ
ー
チ・ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
」（
全
日
空
系
）で
43・5
％
で
し
た

（
図
２
）。7
月
に
福
岡
空
港
に
就
航
し
た

「
ジ
ェッ
ト
ス
タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
」（
日
本
航
空

系
）お
よ
び
今
年
中
の
就
航
を
予
定
し
て

い
る「
エ
ア
ア
ジ
ア・ジ
ャ
パ
ン
」（
全
日
空

系
）２
社
の
回
答
率
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ

れ
23・9
％
、11・6
％
の
認
知
度
で
し
た
。

　
海
外
の
L
C
C
に
つ
い
て
は
、福
岡
空

港
に
就
航
し
て
い
る「
エ
ア
プ
サ
ン
」

（
2
0
1
0
年
福
岡
線
就
航
）、「
済
州
航

空
」（
2
0
1
2
年
３
月
福
岡
線
就
航
）

に
対
す
る
回
答
率
は
4・6
％
、2・1
％

と
他
の
海
外
L
C
C
も
含
め
低
い
認
知

度
で
し
た
。ま
た「
こ
の
中
に
は
な
い
」と

の
回
答
も
29
・
5
％
を
記
録
す
る
等
、福

岡
空
港
に
就
航
す
る
海
外
L
C
C
の
認

知
度
の
低
さ
が
表
れ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、「
料
金
が
手
ご
ろ
な
」が
78・0
％
と

突
出
し
て
お
り
、次
い
で「
庶
民
的
」が

41・3
％
、「
成
長
し
て
い
る
」が
15・0
％

と
、低
価
格
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
図
３
）。一
方
で
、「
サ
ー
ビ
ス
が
よ
い
」

「
経
営
が
安
定
し
て
い
る
」へ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、そ
れ
ぞ
れ
1
・
7
％
、1
・
3
％
と
な

る
等
、料
金
の
安
さ
ゆ
え
、サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
経
営
の
健
全
度
合
い
に
対
す
る

顧
客
の
イ
メ
ー
ジ
は
低
く
、今
後
本
格
的

な
参
入
に
よ
り
、L
C
C
に
対
す
る
こ
れ

ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
注
目
さ
れ
ま
す
。

　　　
L
C
C
に
対
す
る
利
用
意
向
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、第
一
位
は「
機
会
が
あ

れ
ば
利
用
し
た
い
」が
44・7
％
、次
い
で

「
す
で
に
利
用
し
て
お
り
、今
後
も

L
C
C
を
利
用
し
た
い
」が
11
・
7
％
、

「
あ
ま
り
利
用
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
」が

11・0
％
と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。

　
大
手
航
空
会
社
か
ら
の
シ
フ
ト
や
新
た

な
需
要
が
期
待
さ
れ
る
質
問
に
対
し
て

「
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
航
空
会
社

（
L
C
C
以
外
）よ
り
優
先
し
て
利
用
し

た
い
」は
9
・
0
％
、「
こ
れ
ま
で
飛
行
機

は
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、L
C
C
に

な
っ
た
の
で
利
用
し
た
い
」は
6
・
0
％

と
、大
手
航
空
会
社
や
新
幹
線
な
ど

L
C
C
以
外
か
ら
の
積
極
的
な
シ
フ
ト

意
向
に
つ
い
て
は
限
定
的
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　　
問
４
に
て
、L
C
C
を「
あ
ま
り
利
用

し
た
い
と
思
わ
な
い
」「
利
用
し
た
い
と

思
わ
な
い
」と
の
回
答
者
に
対
し
て
、そ

の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、最
も

多
か
っ
た
理
由
は「
安
全
性
が
心
配
」で

67・4
％
、次
い
で「
事
故
の
場
合
の
補
償

が
心
配
」が
47・8
％
、「
座
席
や
通
路
が

狭
い
」が
43・5
％
、「
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

か
な
い
」が
32
・
6
％
と
い
う
結
果
と
な

り
、安
全
性
の
確
保
や
、補
償
対
応
、そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
面
に
関
し
て
、顧
客
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
５
）。

　
こ
う
し
た
不
安
要
素
を
い
か
に
し
て
取

り
除
く
か
が
、今
後
利
用
者
の
拡
大
を
図

る
上
で
の
課
題
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

（
横
尾
　
崇
裕
）

【
L
C
C
に
対
す
る
消
極
的
利
用
意
向
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）を

利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い
理
由

（
複
数
回
答
）

問5

【
L
C
C
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ（
複
数
回
答
）

問3

今
年
、福
岡
空
港
へ
の
就
航
を
予
定

し
て
い
る
格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）

（
複
数
回
答
）

問2

福
岡
県
民
が
注
目
す
る

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
意
識
調
査
）

2
【
調
査
結
果
の
概
要
】

１
．ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
に

つ
い
て
は
、全
体
で
は「
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」が
94
・

7
％
と
な
り
、認
知
度
は
極
め
て
高
い
。

２
．応
援
し
た
い
競
技
種
目
は
、1
位
は「
男

子
サ
ッ
カ
ー
」49・7
％
、2
位
は「
水
泳
」

49・3
％
、3
位
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」46・

7
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

３
．応
援
し
た
い
選
手
は
、1
位
は「
北
島

康
介
」得
票
数
85
、2
位
は「
内
村
航
平
」

得
票
数
33
と
な
り
、過
去
の
国
際
大
会
等

で
実
績
の
あ
る
選
手
に
加
え
て
、地
元
九

州
出
身
の
選
手
を
応
援
す
る
傾
向
も
見

ら
れ
た
。

４
．日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る

と
思
う
競
技
種
目
は
、1
位
は「
水
泳
」

53
・
0
％
、2
位「
体
操
」45
・
0
％
、3
位

「
柔
道
」42
・
0
％
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。ま
た
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の「
女

子
サ
ッ
カ
ー
」の
金
メ
ダ
ル
獲
得
へ
の

期
待
も
大
き
い
。

５
．日
本
選
手
団
に
よ
り
獲
得
が
期
待
さ
れ

る
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数
は
、5
・
8
個
と

な
っ
た
。な
お
、年
齢
層
別
で
は
、60
代
の

回
答
者
の
予
想
個
数
が
6・4
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

【
今
後
の
L
C
C
利
用
の
意
向
】

格
安
航
空
会
社（
L
C
C
）に

対
す
る
利
用
意
向

問4

全体
男性
女性

▼図3　LCCに対するイメージ（複数回答）
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▼図4　LCCに対する利用意向
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▼図5　利用したいと思わない理由（複数回答）
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L
C
C
に
続
き
、今
年
7
月
に
開
催

さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

尋
ね
て
み
る
と
、全
体
で
は「
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」が
94・

7
％
と
な
り
、認
知
度
は
極
め
て
高
く

な
っ
て
い
ま
す（
図
６
）。

　　
続
い
て
、福
岡
県
民
が
応
援
し
た
い

競
技
種
目
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、全
体
で

は「
男
子
サ
ッ
カ
ー
」が
49
・
7
％
と
最

も
多
く
、次
い
で「
水
泳
」が
49
・
3
％
、

「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」が
46・7
％
、「
体
操
」

が
40
・
0
％
と
い
う
結
果
に
な
り
、そ
の

他「
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」「
男
子
マ
ラ
ソ
ン
」

「
柔
道
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」等
が
上
位
に

並
び
ま
し
た（
図
７
）。

　
男
性
の
回
答
者
で
は
、「
男
子
サ
ッ

カ
ー
」「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」等
を
応
援
す
る

方
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、女
性
の
回
答

者
で
は
、「
水
泳
」「
体
操
」等
を
応
援
す

る
方
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　
福
岡
県
民
が
応
援
し
た
い
選
手
は
、

「
北
島
康
介（
男
子
水
泳・平
泳
ぎ
）」が

得
票
数
85
で
第
一
位
と
な
り
、次
い
で

「
内
村
航
平（
男
子
体
操
）」が
得
票

数
33
、「
澤
穂
希（
女
子
サ
ッ
カ
ー
）」が

得
票
数
17
と
な
り
、過
去
の
国
際
大
会

等
で
実
績
の
あ
る
選
手
や
メ
デ
ィ
ア
等

で
知
名
度
の
高
い
選
手
が
上
位
に
並
び

ま
し
た（
図
８
）。

　
な
お
、北
九
州
市
出
身
で
中
学
時
代
ま

で
長
崎
県
諌
早
市
で
過
ご
し
た
内
村
航

平
選
手
の
他
、同
じ
く
諌
早
市
出
身
の

「
藤
原
新（
男
子
マ
ラ
ソ
ン
）」
、福
岡

県
出
身
で
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校
卒

の「
潮
田
玲
子（
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）」、

北
九
州
市
出
身
の「
竹
下
佳
江（
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）」等
の
地
元
九
州
出
身
の

選
手
を
応
援
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

　　　
続
い
て
、日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
で
き
る
と
思
う
競
技
種
目
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、全
体
で
は「
水
泳
」が
53
・

0
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
体
操
」が

45・0
％
、「
柔
道
」が
42・0
％
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た（
図
９
）。ま
た
、な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」の
金
メ

ダ
ル
獲
得
への
期
待
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
な
お
、応
援
し
た
い
競
技
種
目（
図
７

参
照
）と
金
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
で
き
る

競
技
種
目
と
は
必
ず
し
も一致
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
種
目
ご
と
に
、有
力
選
手
の
有
無

や
強
豪
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
等
が
影
響
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　
最
後
に
、今
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
日
本
選
手
団
に
よ
り
獲
得
が
期
待
さ

れ
る
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数
は
、全
体
で
は

5・8
個
と
な
り
ま
し
た
。男
女
別
で
は
、

男
性
の
回
答
者
の
方
が
6・0
個
と
女
性

の
5
・
6
個
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

過
去
の
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
個
数
は
、前
回

2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

９
個
、前
々
回
2
0
0
4
年
の
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
16
個
で
し
た
。

　
年
齢
層
別
で
は
、60
代
の
方
の
予
想
個

数
が
6
・
4
と
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

「
日
本
代
表
の
活
躍
」と
い
う
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
夢
を
託
す
シ
ル
バ
ー
層
の
方
々

の
熱
い
想
い
が
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（ 

田
中
　
義 

一 

）

【
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
】

今
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

問6

【
応
援
し
た
い
競
技
種
目
、選
手
】

あ
な
た
が
応
援
し
た
い
競
技
種
目

（
複
数
回
答
）

問7

あ
な
た
が
応
援
し
た
い
選
手

（
3
名
以
内
）

問8

日
本
選
手
団
が
獲
得
す
る
と

思
う
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数

問10

【
日
本
選
手
が
獲
得
す
る
金
メ
ダ
ル
】

日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

で
き
る
と
思
う
競
技
種
目

（
複
数
回
答
）

問9

▼図7　ロンドンオリンピックで応援したい競技種目（複数回答）
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▼図9　日本選手が金メダルを獲得できると思う種目（複数回答）
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▼図10　日本選手団が獲得できると思う金メダルの数
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▼図8　応援したい選手（3名以内回答）

北島 康介（男子水泳・平泳ぎ）
内村 航平（男子体操）
澤 穂希（女子サッカー）
福原 愛（卓球）
藤原 新（男子マラソン）
吉田 沙保里（女子レスリング）
田中 理恵（女子体操）
錦織 圭（男子テニス）
室伏 広治（男子ハンマー投）
木村 沙織（女子バレーボール）
本田 圭祐（-）
福島 千里（女子100M・200M）
香川 真司（-）
竹下 佳江（女子バレーボール）
潮田 玲子（女子バドミントン）
福士 加代子（女子1000M）
太田 和臣（男子重量挙げ）
中本 健太郎（男子マラソン）
ディーン 元気（男子やり投げ）
穴井 隆将（男子柔道）
寺川 綾（女子水泳・背泳ぎ）
狩野 舞子（女子バレーボール）
浅田 真央（-）
長谷部 誠（-）
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L
C
C
に
続
き
、今
年
7
月
に
開
催

さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

尋
ね
て
み
る
と
、全
体
で
は「
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」が
94・

7
％
と
な
り
、認
知
度
は
極
め
て
高
く

な
っ
て
い
ま
す（
図
６
）。

　　
続
い
て
、福
岡
県
民
が
応
援
し
た
い

競
技
種
目
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、全
体
で

は「
男
子
サ
ッ
カ
ー
」が
49
・
7
％
と
最

も
多
く
、次
い
で「
水
泳
」が
49
・
3
％
、

「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」が
46・7
％
、「
体
操
」

が
40
・
0
％
と
い
う
結
果
に
な
り
、そ
の

他「
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」「
男
子
マ
ラ
ソ
ン
」

「
柔
道
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」等
が
上
位
に

並
び
ま
し
た（
図
７
）。

　
男
性
の
回
答
者
で
は
、「
男
子
サ
ッ

カ
ー
」「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」等
を
応
援
す
る

方
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、女
性
の
回
答

者
で
は
、「
水
泳
」「
体
操
」等
を
応
援
す

る
方
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　
福
岡
県
民
が
応
援
し
た
い
選
手
は
、

「
北
島
康
介（
男
子
水
泳・平
泳
ぎ
）」が

得
票
数
85
で
第
一
位
と
な
り
、次
い
で

「
内
村
航
平（
男
子
体
操
）」が
得
票

数
33
、「
澤
穂
希（
女
子
サ
ッ
カ
ー
）」が

得
票
数
17
と
な
り
、過
去
の
国
際
大
会

等
で
実
績
の
あ
る
選
手
や
メ
デ
ィ
ア
等

で
知
名
度
の
高
い
選
手
が
上
位
に
並
び

ま
し
た（
図
８
）。

　
な
お
、北
九
州
市
出
身
で
中
学
時
代
ま

で
長
崎
県
諌
早
市
で
過
ご
し
た
内
村
航

平
選
手
の
他
、同
じ
く
諌
早
市
出
身
の

「
藤
原
新（
男
子
マ
ラ
ソ
ン
）」
、福
岡

県
出
身
で
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校
卒

の「
潮
田
玲
子（
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）」、

北
九
州
市
出
身
の「
竹
下
佳
江（
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）」等
の
地
元
九
州
出
身
の

選
手
を
応
援
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

　　　
続
い
て
、日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
で
き
る
と
思
う
競
技
種
目
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、全
体
で
は「
水
泳
」が
53
・

0
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
体
操
」が

45・0
％
、「
柔
道
」が
42・0
％
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た（
図
９
）。ま
た
、な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の「
女
子
サ
ッ
カ
ー
」の
金
メ

ダ
ル
獲
得
への
期
待
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
な
お
、応
援
し
た
い
競
技
種
目（
図
７

参
照
）と
金
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
で
き
る

競
技
種
目
と
は
必
ず
し
も一致
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
種
目
ご
と
に
、有
力
選
手
の
有
無

や
強
豪
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
等
が
影
響
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　
最
後
に
、今
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
日
本
選
手
団
に
よ
り
獲
得
が
期
待
さ

れ
る
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数
は
、全
体
で
は

5・8
個
と
な
り
ま
し
た
。男
女
別
で
は
、

男
性
の
回
答
者
の
方
が
6・0
個
と
女
性

の
5
・
6
個
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

過
去
の
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
個
数
は
、前
回

2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

９
個
、前
々
回
2
0
0
4
年
の
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
16
個
で
し
た
。

　
年
齢
層
別
で
は
、60
代
の
方
の
予
想
個

数
が
6
・
4
と
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

「
日
本
代
表
の
活
躍
」と
い
う
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
夢
を
託
す
シ
ル
バ
ー
層
の
方
々

の
熱
い
想
い
が
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（ 

田
中
　
義 

一 

）

【
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
】

今
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

問6

【
応
援
し
た
い
競
技
種
目
、選
手
】

あ
な
た
が
応
援
し
た
い
競
技
種
目

（
複
数
回
答
）

問7

あ
な
た
が
応
援
し
た
い
選
手

（
3
名
以
内
）

問8

日
本
選
手
団
が
獲
得
す
る
と

思
う
金
メ
ダ
ル
の
合
計
数

問10

【
日
本
選
手
が
獲
得
す
る
金
メ
ダ
ル
】

日
本
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

で
き
る
と
思
う
競
技
種
目

（
複
数
回
答
）

問9

▼図7　ロンドンオリンピックで応援したい競技種目（複数回答）
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▼図9　日本選手が金メダルを獲得できると思う種目（複数回答）
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▼図10　日本選手団が獲得できると思う金メダルの数
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▼図8　応援したい選手（3名以内回答）

北島 康介（男子水泳・平泳ぎ）
内村 航平（男子体操）
澤 穂希（女子サッカー）
福原 愛（卓球）
藤原 新（男子マラソン）
吉田 沙保里（女子レスリング）
田中 理恵（女子体操）
錦織 圭（男子テニス）
室伏 広治（男子ハンマー投）
木村 沙織（女子バレーボール）
本田 圭祐（-）
福島 千里（女子100M・200M）
香川 真司（-）
竹下 佳江（女子バレーボール）
潮田 玲子（女子バドミントン）
福士 加代子（女子1000M）
太田 和臣（男子重量挙げ）
中本 健太郎（男子マラソン）
ディーン 元気（男子やり投げ）
穴井 隆将（男子柔道）
寺川 綾（女子水泳・背泳ぎ）
狩野 舞子（女子バレーボール）
浅田 真央（-）
長谷部 誠（-）
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